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新
時
代
に

--
-

一一一一一す
る
た
め
に

北
海
適
:一一一一一一一一一・一nl一一一水産
細
合
は
本
日
一，
．一一一 :--l:
以
て
解
散
一一一，一・b

:

一一一す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
一一一:-o

本
一
組
合
は
去
、る
=「-和
二
．l'
一
年
・
' :ハー
::
:
:一
二
十

一
日
に
誕
生
し
今
日
に
一a一る
T
度
満
三
年
を
経
過
し
た
の
で
あ
つ
て
一a
め
て
短
期
間
S
存
在
で
あ

る
が
一一一一一際
に

は
本
組
合
と
そ
-

存

立
の
意
:
'

変
を
同
じ
く
す
る
一
即
ち
M
-一化
一 :-
一一一--業
へ
の
協
力
--
體
は
述
く

'大正
十

三
年
に
發
足
し
て

お
・・:
:

一一
， :一一r一し
て

南

来
こ
れ
が
，--一一・．・---
にe

，

MIM

一一一
，）一…一一・
業
が
複
難
化
し
た
の
で
從
來
の
中
合
网
體
で
は
確
々
一イ
使
を
感

一「る
の
で
法
人
格
を
有
す
る
水
産
組
合
に

組
繊
變

へ
を
し
た
の
で
あ
--
ま
す

。
從
て
・一一0
-

m
、
組
一一一一一一内
一一a一
等
は

變
進
し
た
が
=
:

的
と
す
る

．
l--
業

，，終
始
一

「1-して
一一一，化
一
那
業
の
一一烟
・一一 :ル一一一'一化
に
協
力
し

一J
体出

節
一n
一源
を
確

保
し
て
油
業
c
・一一一ス
定
を
一同
る
に

在
た
:
で
あ
る
か
ら
此
意
味
に
於
て
'一一 :一に
二
l
有
'

五
年
の

一白い
一際
一-一一一一一有
す

る
も
の
で
あ
る

と
一一一一へ
る

一一一で
あ
り
ま
す

。

然
し
照
j
'

）-・一一'一い
こ
と
=

必
ず

し
も
…
W
:一い

・0

で
は
な
く
そ
の
間
に
-一け
る
業
統
:
如
．何
に
在
る
の
で
あ
り
ま
す

。
然
ら
ば
本

組
合
の
業
一
頼
を

検
--
-
て
見
る
・一一一 :一ら
ば
果
し
て

如
何
一，-・一
あ
る
か

。

水
・一一一 :組
合
に
特

、る
以
前
の
一-
解
一
は
・
E
と
し
て
技
術
の
改
'

':

發
進
と
解
化
一…-
業
の
社
含
化
に
'

市
'

一識．を
・一一一一い
た
も
の
で
一一ム
は
r
精
和
的
の
脇
力
機

開
で
あ
o
，
し
た
が
M一
相
・
几

年
に
．道
内
に
分
立
経

:

資
さ
れ
て
あ
っ
た
多

數
の
一一n一一一一一一一 :解
一一一化
場
を
一一一一一一番
に

一
元
統
制
さ
れ
た
機
〈

W
に
解
:

化
事
業
へ
の

協
力
・

．一一一，． '

班
化
r
る
た
め
に
経
:

瞬
的
事
業
ルー
'

併
せ
行

ふ
必
要
が
起
た
の
で
こ
・

、'
で
物
質
的
協
力
部
門
が
加
は
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

。
之
が
昭
和
十

三
年
に
設
立
さ
れ
た
北
，m
:一一=-
一一-
館
保
挫
組
合
で
あ
つ
て
・ッ
・一
．

'

が
更
に
同
十
六
年
に

北
，一一一通
一一一一一館
保
護
協
力
組
合
に

變
た
の
で
あ
り
ま
す

が
本
精
的

に

そ
の
使
命
．一，-一一一果
し
a=
る
條
作
を
=

:

バ
一一前
し
た
の
は
本
水
流
細
合
と
し
て
發
足
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

。

水
産
組
合
三
年
開
に

於
け
る
協
力
事
業
の
成
一
載
を
要
約
し
て
申
上
げ
て
見
る
と
第
一
に
水
産
解
化
場
で
資
施
し
得
な
い
親
魚
補
確
場
の

経
一
f

で
あ
っ
て

三
年
間
に

離
那
二
八
'
八
五
二
'
四
六
〇
粒
'
館
那
四
、一
二
六
、五
五
〇
粒
を
採
卵
し
て
・一一一e
り
ま
す

。-1J

れ
が
全
適
採
那
數
に

對
し
て

の
割
合
は
能
一一，一ル
・
四
%
、一
郷

一
五
・
三
%
に
一一一 :一る次
第
で
あ
り
ま
す

。全
通
採
卵
敷
に

比
較
，一一一一・一一少
い
数
で
あ
る
が
元
來
規
魚
前

一の
極

め
て
少
い

捕
嬢
場
を
引
受
け
て
多
大
の
機
性
を
携
て
採
卵
し
た
こ
と
を
思
へ
ば
案
外
高
償
な
る
採
卵
数
と
調
ふ
ぺ
・一0
-一
で
あ
り
ま
す

。

- l -

能
鱒
養
殖
水
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組
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ら
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一

漁
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合

長

半

田

芳



本
稿
は
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
日
開
一一Mの
北
海
一一一一-一一一的養
第
水
産
組
一:
解
故
-;-
會
1
於
け
る
半
n1
組
合
長
一一換多
要
'

:一=
一一一-
、
あ
る

佳
地
と
は
通
か
に
離
れ
た
奧
地
で
行
は
る
・・-
こ
と
、
技
術
的
に
幾
多
の
研
究
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
等
の
條
件
が
あ
る
の
で
直
ち
に
・總
素
者
が

之
に
當
る
こ
と
は
困
難
が
伴
ふ
の
で
あ
り
ま
す

。

昭
和
九
年
か
ら

+
二
年
に

か
け
て

五
十
有
全
の
民
管
解
化
場
一一一，一・一 :
-
:
:

-一一一に
移
管
し
た
の
は
営
時
亂
立
し
て
互
一一．-一
R
:・
業
上
の
連
絡
を
欠
き
経
管
因

難
の
た

一

、一．一一効
果
を
減
殺
す
る
こ
と
の
欠
離
を
是
正
す
る
た
め
に
行
つ
た
も
の
で
幸
一一一一一に
し
て
機
構
と
し
て
は
南
來
整
一俯
さ

れ
て

今
日
に
及
ん

で
お
り
ま
す
が
前
に

違

べ
た
通
り
そ
の
運
管
に
い
ろ

く
の
困
難
が
あ
つ
て
所
期
の
効
果
が
舉
ら
な
い
の
が
理
状
で
あ
-l-
ま
す

。

そ
こ
で
以
上
述
べ
た
障
審
を
除
去
緩
和
す
る
方
途
が
講
ぜ
ら
れ
て

始
め
て
解
化
事
業
が
正
適
を
船
ん
で
進
む
こ
と
が
出
一一本'
る
所
調
軸
道
に
来

せ
る
一1J

と
が
出
來
る
の
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
役
目
を
果
す
た
め
に
全
道
の
陸
館
油
業
者
の
班
力
な
る
E一結
が
必
要
で
あ
つ
て
こ
れ
・一-
-一に
述
べ

た
漁
一薬
者
の
事
業
接
営
の
因
難
を
克
服
す
る
資
格
一一一一一" ::-一有
す
る
こ

と
--

な
る
の
で
あ
り
ま
す

。

こ
の
園
開
は
一一一-北
海
通
離
．館
漁
業
協
同
組
合
で
あ
つ
て

之
は
已
に

創

立
さ
れ
て
あ
っ
て
事
E一 :

-一
上
附
化
1l-
業
協
力
の
實
施
一一一--
致
し
一J
，-一一る
の

で
あ
り
ま
す
が
こ
の
協
同
組
合
は
水
産
細
合
の

一:--な
る
者
被
の
塗一
り
變
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
姓
館
油
業
者
の
:
-一一一會
的
經
商
的
地
位
の
向

上
を
圖
る
と
共
に
最
も
f-
要
な
る
資
源
の
確
保
に
つ
と
む
べ
き
で
あ
り
ま
す

。即
ち
油
業
協
同
組
合
は
館一館
-f-
業
者
と
し
て

行
・一，一一'、，
、き
各

種
協

同
一…一，業
S
中
特

，．．
-
-

-

:一 j一
館
の
一一一一一一一一m・
保
設
の

施
設
に

重
點
を
お
く
と
'一=
こ
と
が
特
色
で
あ
り
ま
す
o

期
一一一一な資
格
を
整
一一m
し
た
上
で
自
ら
の

資
源
を
確
保
す
る
解
化
部

業
を
描
営
す
る
～-:
と
に

自
信
一一一・:一-i-
持
つ
こ
と
が
出

來
る
の
で
こ
の
機
會
，-，-

一

日
も
早
く
一一一一一現
す
る
こ
と
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
一 ::一一-
す
J

期
く
し
て
二
+
有
五
年
の
長
い
競
月
に
一旦
る
解
化
事
業
協
力
国
體
、
特
に
最
終
段
階
に
在
た
水
産
組
合
、S

解
散
を
し
て
有
報一，の美
を
收
め
し

む
る
こ
と
が
出
來
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

。

- 3 -

第
二
に
は
水
藤
組
合
自
力
で
も
っ
て

新
ら
し
い
解
化
場
を
設
け
て
解
化
放
流
を
行
ふ
施
設
の
資
施
で
あ
つ
て

二
十
三
年
度
か
ら

始
め
ま
し
て

+
勝
川
水
系
御
影
に

於
て
一
「四
六
四

、三
八
〇
粒

、
又
釧
路
白
藤
に
於
て

八
八
五
、〇
〇
〇
a
を
收
容
し
て
孵
化
し
ま
し
た

。
之
も
較
字
と
し

て
は
大
し
た
も
の
で
な
い
が
地
方
の
人
に
解
化
の
-
際
を
見
せ
て
事
業
へ
の
開
心
を
喚
起
し
た
大
き
な
收
獲
で
あ
り
ま
し
た

。

第
三
に

述
一一
度
い
こ
と
は
過
去
三
年
間
に

於
け
る
水
産
解
化
場
へ
の
協
力
の
綜
合
業
一
續
と
も
一一一一一一べ
き
も
の
で
之
を
金
額
に
見
'-一一一て
二
二

、

二
八
九

、
二
〇
五
国

=
に
な
り
ま
す

（内
三

、
五
六
四

、
五
二
四
国
二
三
は
經
費
の
一
時
立
替

）
之
に
依
て
解
化
設
備
の
改
一-
，
、
1--
業
運
營

を
し
て
国
-li-
な
ら
し
む
る
の
に
相
當
の
役
割
を
果
し
た
と
考
へ
ま
す

。

此
外
解
化
事
業
の
普
及

一一 ::一傳
や
一調
益
研
究
等
に
微
力
を
っ
く
し
た
も
の
が
数
々

あ
り
ま
す
が
整一で
は
省
略
し
て

お
き
ま
す

。

然
し
以
上
の

協
力
は
他
に
誇
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
陸
館
漁
業
者
と
し
て
常
然
一一 :-S
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
の
批
判
も
さ
一一，-一一''
か
も
知
れ
ま
せ

ぬ
が
一一0に
角
本
組
合
設
立
の
使
命
を
好
か
し
め
な
か
つ
た
こ
と
だ
け
は
自
負
し
一J

c

も
よ
い
と
思
〇

ま
す

。

戦
後
世
相
の

急
變
に
一禍
せ
ら
れ
本
組
合
の
事
業
も
所
．

i-

新
興
藤
業
と
同

一一一一され
た
一a一も
あ
り
ま
し
た
が
之
に

對
し
て
は

一一一一一一Jla

一解
を
せ
'
ず

時
が
自
ら
正
常
な
る

:

判
定
を
下
す
で
あ
一（ :・
う
と
堅
く
信
じ
て
今
日
に

至
り
ま
し
た

。 :一ハ今
過
ぎ
し
三
年
間
を
顧
み
そ
の
面
基
来
の

不
正
・一，一一一
犯
さ

な
か
つ
た
一…一一一--・
断
．-
-

-

:

す
る
こ
と
が
出
來
て
一a一な
く
1l～-
満
に
效
に
解
:一一一一す
る
時
機
に

速
し
た
こ
と
は
組
合
一u
各
付
と
共
に
喜
び
に
一一一一一へ
?
:

-
一

い
の

で

あ
、0
と
同
時
に

:

-S

-j
f

-
-

．一一一:一
共
に
し
た
組
合
開
係
者
拉
に
指
一導9
的
立
場
に
在
て
陰
に

陽
に
御
・一・P一投
1
-

-Jm

一た
開
係
ff
略
の
各
位
に

此
際
一一一一一' :一一一な
一一一一一一一一一意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

戰
後
北
一一一一:に
於
け
る

:
-

n
i
一
歸

流
業
區
域
の
喪
失
は
我
國
水
産
の
悲
劇
で
あ
る
が

一一一一一に
立
向

一．方
策
は
北
海
適
の
資
源
の
增
殖
確
保
の
一

途
あ
る

の
み
で
あ
り
ま
す

。
然
る
に
理
實
の
問
題
と
し
て
解
化
事
業
を
跳
め
て

見
る
と
き
に

開
係
者
の
熱
心
な
る
努
力
あ
る
に
も
'

小
拘
効
率
の

底
下
顯

著
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
一
通
一一一一一に
一一一一一へ
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
理
由
は
:一M
M

に

數
へ
上
げ
る
迄
も
な
く
一費
明
な
る
各
位
は
御
承
知
の
事

で
あ
る
か
ら
・

S
:

略
量
し
ま
す
が
之
が
對
策
に
就
て
は
各
位
と
共
に

よ
く
檢
一一一一'一し
て
成
果
を
期

一-fす
る
こ
と
に
つ
と
む
る
こ
と
が
緊
4
心

の

要
事
と

思
〇

ま
す

。

'

先
づ

一諸
解
化

一u・
業
は
誰
が
標
営
す

べ
き
か
と
の
問
に
對
し
て
は
直
接
の
受
益
者
た
る
漁
業
者
が
自
已
の
責
一u
に
於
て

行

．
-;
べ
き
で
あ
る
と

の
答
が
出
る
の
で
あ
り
ま
す

。pli-
数
に

考
ふ

べ
き
は
解
化
事
業
は
多
分
に
公
益
性
を
有
し
て
お
る
こ
と

、
-・ :

た
る
事
業
施
行
地
は
識
業
者
の
居 - 2 -
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和
三
年
の
二
オ
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b
除

;ii,t:
る
t の

、
、
、
、_---

項
 
目

正
十
四
年

4.5尾

C,9:il t
2
1
買
0
0
0

3
0
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0
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//
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″
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a a
o
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第
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a
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二
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日
一
、

大
正
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五
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g
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三

、-E
青
試
験
成
-f
の
考
察

l
'

尾

數

の

・一m～一
減

1E
育
中
の
尾
數
の
歩
減
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
魚
の
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
で
二
．一一一一・一一一M一、
一一一
年
角
に

分
け
て
考
楽
し
て
見
る

。

二
一一一一-- :

n一
二
一一一・一一一一の試
驗
池
で
あ
つ
た
第
三
號
池
に
於
け
る
大
正

+
四
年

:J:
り
昭
和
七
年
に

一一一一・ :
る
八
回
の
試
験
の
結
果
で
は

・--數
の
i
'
-
-

減
の
般
ル
が
昭
和
四
年
の
三
・
〇
%
、
最
多
が
．昭
和
六
年
の
四
三
'〇

%
で
あ
っ
て

'
八
ヶ
年
の
平
均
が

二
二
・一一一一
。に
相
常
し

、
二
・一一一r・一n一

の
歩
減
と
-
て
一T
-

:

u
-一だ
高
い
'

1f
と
な
っ
て
居
る

、一似
し

」
--
の
八
ヶ
年

の
試
驗
中

、一一一一一，減
の
三
四
・
〇
，
。。．
（大
正
十
四
年

）及
び
四
三
'C
'

%

（昭
和

．、年
）の
如
き
は
'
む
し

一（ :
特
別
ナ
:一場
合
と
思
-i;

一一一一一・
、-

も

，
〇

で

此
の
中
田-
和
六
年
の

四
一一一・
〇
o
，

-

:
:

．
-

:'
-
-

:

一一一一一の
年

八
月
中
・一-に
、
北
海
道

に
は
ル
ら

し
き
m
．の
妹
揚
げ

が
あ
り
多
数
の

発
死
を
來
し
た
結
果
で

あ
り

、
大
正
十
四
年

の
原
因
に
付
て
は
不
明
で
あ
る
が

、
今
:
-一一一一の
一用

者
を
除
き
他
の
六
回
の
平
均
を
以
て
す

れ
ば

二
ハ
'八
%
と
な
る
器

で
ぁ
る
'
然
し
此
の

一一一も普
通
二
年
角
の
・一一ル，
減

:

と
し
て
は
少
々
多
過

:

ぎ
る
様
に

思
は
れ
る

。

三
年
角

三
年
魚
は
第

一
號
及
び
第
二
號
池
に

於
て

一一一ハ一一一大
正
十

四
年
よ
り
昭
和
七
年
に
一且
る
合
計
十
五
回
の
試
驗
が
あ
り

（第
二
號

池
に
於
て
は
昭
和
三
年
に

一
回
だ
け
二
年
魚
の
試
驗
を
行
ふ
た

） :

…
:一一一

の
歩
減
の
結
果
よ
り
各
池
の
最
少
最
多
及
び
全
平
均
を
摘
一
解
す

れ
ば

女
の
機
で
ぁ
る

。

最

少

最

多

全
平
均

第

一
號
池

三
・
一
%

一八
'C
%

九
'六
%

第
二
號
池

三
・
一
″

一七
'C
一″

一
〇
'三
″

之
に
よ
-t-
ば

一用
池
に
於
け
る
結
果
が
全
平
均
に
於
て

凡
そ

一
〇
%

:

に

和
常
し
て
居
る

。
之
を
前
記

二
年
角
の
そ
れ
に
比
較
す

れ
ば
的

七
・一い
%
の
械
少
で
之
--
三
．
-一一一・一 :m一と
し
て
常
然
の
事
で
あ
る
力

、
三

一一一一一一，-一一一一一の
歩
減
と
し
て
は
少
々
多
」「ぎ
る
成
横
の
様
に

考

、ら
．

れ
る
o

2

成

長

度

即一の
成
長
度
は
放
養
率

、
．一一一一一科
の
一一一一一期、
投
（M
I

M一、
同
期
間

、・一M一一

條
等
多
く
の
條
件
に

よ
つ
て
相
述
を
來
す
こ
と
-l-
一一一、一一ま
で
も
な
く

此
等
の
-
語
條
件
と
對
照
考
楽
f
'，、き
で
あ
る
が
此
所
に
は
只
前
表
記

破
の
様
な
條
作
を
以
て

北
海
適
に

於
け
る
田出
の
成
長
度
は
凡
そ
一一e一何

程
度
に
連
す
る
も
の
か
と
一一:z
・
．
こ
と
を
一一，し
度
い
と

一一 i
、一。

先
．一
第
三
號
池
の

二
一一一一・・ :n一に
'一一一て
一一:-
-
-

一0:
の
術

養
時

三
'二
・一一一一（M一

和
三
年

）乃
一一一-一
七
・
二
n
（昭
和
-

五
年

）（八
回
の
・--

f
に
於
て
五
'

二
a
）即
ち

大
体
fi
a
内
外
の

一=一細
n一を
使
用
し
て

、
凡
そ
六
月

一
目

よ
り

九
月
来
日
ま
で
面
育
し
、
秋
の
收
推
時
に
は

三
四
'四
a
（大

正
+
五
年

）-一… ::
-
-

-

f
五

六
・
二
a
（
昭
和

七
年
）

（八
同
の
平
均
四
四
'

八
匁
）
即
ち

凡
そ
四
〇
n
内
外
の
も
の
に

な
っ
て
居
る
o

次
に

第

一
、
第
二
號
池
の
三
一一一一一一-- :n一に
於
て
は

一一～ :の
放
養
時

二
八
'

三
a
（昭
和
二
年
第

一
號
池

）
ル
至
四
五
'六
a
（昭
和
六
年
第

一

號
池

）
（jf
平
均
三
五
・
六
a
）
m一ち大
體
三
十
数
a
の
も
の
で
あ
る

が

、
秋
の
取

楊
げ
時
に
は

六
五
・
〇
a
（大
正
十
五
年
第
二
號
池

） - 8 -

乃
至
一
一
九
・四
a
（昭
和

五
年
第

一
號
池

）
（一af
平
均
九
〇
'〇
a
）

即
ち
凡
そ
八

，
九
十
・一一一見常
の
も
の
と
な
っ
て
居
る
o

'

内
地
一一 :．-一一一一細一一場
で
ぁ
れ
ば
發
生
営
年
の
秋
十

一
月
頃
ま
で
に
は
大

部
分

一n一、
六
十
匁
'
大
な
る
も
の
は

一
〇
〇
匁
に
も
な
り

、
整
年
審

五
、
ハ
十
．一一一一の
も
の
一一一一・一四
、
五
月
国
一よ
・n・
-E
育
す

れ
ば

'
秋
十

一一=
:

頃
ま
で
に
--
二
〇
〇
．一一一内
外
に
成
長
す
る
と
一一一一・、一（一H-
-
a
-

'
-lll--
和
十

四
年
）
に
比
被
す
れ
ば
誠
に

不
成

．
械
な
結
果
で
あ
る

。

此
の
不
成

一組
は
内
地
に
比
し
て

一一一一一温度
な
る
こ
と

、
E
育
期
間
の

短
少

、 :

:-
-一の
他
の
原
因
に
依
る

こ
と
で
あ
る
が

、
北
:一m
適
に
於
て

も

本
試
驗
に

於
け
る
よ
b・
は
容
及
び
秋
に

於
て

更
に
・m
-

，

し
く
一同
言
期
間

を
加

，
，一一一-'
．、
く

、
其
の
他
の
改
一-:
に

よ
っ
て

」
---
の
試
験
成
構
よ
り
・

更
に
多
少
の
成

。械
を
期

一-l-
す

る
こ
L
， J

'

．出
來
る
と
信
-
る

。

3
'

外
営
り
の
生
売
':
-

u

各
裁
，喊
池
に

於
け
る
各
年
の

一一一一・常
り
の
生
産
'-l-
に

付
一一J
-
-

L
:

第

一

表
力
-f
第
三
表
に

示
す
如
く
で
あ
る
が

、
生
産
'
:一一一一

）最
小

と
最
大
と

を
・一a:
池
-
-

）摘銘
す
れ
ば
次
の
標
で
ぁ
る

。

最

小

（年
次

）

:

般

大

（年
次

）

第

一
號

池

究
・一a
（大
正
十

」
-
年

）
一一一 :

，・一r一n
昭
和
五
年

）

第
二
號

池

八
四

・一一″（
一
″

）
-

一六
・n一'」、一
″
（
一
″

）

第
三
號

池

三
'-

一・一一一一
″
（
昭
和
六
年

）

一一元
・一一″（
，
昭
和
七
年
）

三
池
平
均

，」-7-一一一一

-

-

-
p
-

一一'一一一一
″

即
ち
成
械
優
秀
な
場
合
に
は
三
百
・一一一を
超
過
し
て
居
る

が
成
被
不

良
の
年
に
は
値
か
に
一自一・用一に
達
し
な
い

、
但
し
斯
く
の
如
・
◆

一一一 :

・
?
-・
成

一u
は
大
正
十

五
年
に
第

一及
び
第

．
f

一號
池
に

於
て
見
た
の
み
で
あ
つ
c

第

一
、
第
二

、
第
三
號
池
に

於
け
る
各
年
の
成
續
の
平
均
は
各
池
央

一一
二
〇
三
・九
n
'

一
八
五
・
一・一一一一及
び

一
六
七
・
七
n
で
'
更
に
之

を
平
均
す

れ
ば

一
八
六
・
二
匁
と
な
る

。

比
の

生
産

一一一一も
内
地
の
そ
れ
に
比
す

れ
ば

一一一一一る
1f
で
あ
る
が
然
し

本
試
驗
に

於
て
も
最
良
の
場
合
に
:

-

:
--
三
一自
・一一一を
:一一一した
例
も
ぁ
り
、

三
池
に
於
け
る
最
良
の
平
均
が
前
記
の
如
く

二
七
九
'一一一:石
一で
あ
つ

て
北
．海
通
に
於
て
も
普
通
の
一一::t'
水
・m一に
於
一T・一-
l

・

常
り

三
--
・一一一内
外
の

生
産
-i:
携
げ
得
る
こ
と
と
思
は
れ
る

。

四

、越
冬
池
拉
に
越
冬
試
驗
結
果

北
～
催

道
の
如
く
寒
冷
な
地
方
に
於
け
-

0・
細那

）． :M一一一一一一--;
-

一一一 :

:

通
特
別
な

小
面
積
の
・

″一・一一一一池，に
於
て
行
は
れ
る
が
'
・一一一，一一一一一一一一一一に
於
:
る

:

越
，?一に

は
面
械
十

二
-
:

・

（六
間
x
二
田

）
の
冬
国
池
，0

一
部

、
七
n
'

ば
か
り

を
性
切
つ
て
使
用
し
た

、
此

一一一-f・一面
一一-一は
水
深
三
K
致
，
1

:

'で
用
国
に

土
留
の
板
価
を
理
ら

し
、
池
に
に
は
…
'・;

除
け
，0

小
合
--

設
J
'
池
水

は
．
:

-一一・一期
間
も
結
水
せ
一u
程
度
に

通
水
し
て
・一一一一．っ
た

。

越
冬
の

期
田
は
凡
そ
九
:
-
:

表

，力一一0一一十
n一初
め
よ
り
M一一一:
年
一一?
月
初
め

，力'f
中
明
に
及
ん
で
居
り

、
長
き
は
二
二
'

ハ

n
'
短
か
く
も
二

）．二

日
に

し
て
全
平

均
一か
二
一
七
目

で
あ
つ
・r
。

・

第
四
表
は
大
正
十
四
年
の
冬
か
ら
昭
．-M

七
年

）冬
に
一-
'

る
間
の
超

象・一試
驗
一
締
果
で
あ
る
が
此
の
中
昭
和
二
年
の

冬
に

は
冬
国
．一一一一/の
通

水
故
障
が
あ
b
超
・ :
-一一一一M一の
異
常
な
発
死
を
本
し
た
一一一一で
之
を
除
い
て

あ
る
o

- g -
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五

、越
冬
試
驗
成
積
の
考
察

1

尾

對
一
の

歩

減

冬
国
池
に
一
越
・一一?一せ
し
め
た
魚
は
第
四
表
の
如
く
最
も
小
さ
な
年
で

一
尾
平
均
三
八
・八
・一一一（昭
和
一一一年
）
最
も
大
き
な
年
で
同
五
一一n

l

'三

象

（大
正
十
四
年

）で
全
平
均
が

四
七
・一一，一a
に
當
り
各
年
共
二
才

の
秋
か
ら
三
才
の
春
に

一旦
つ
て

越
冬
し
た
も
の
で
あ
る

。

各
年
の
冬
国
中
の
尾
数
の
・一一一～一減
を
通
:
一一置
す
る
と
'
最
少
が

一・
三

%

（昭
和
四
年

）で
あ
る
が
最
多

が

一
三

'〇
%
（昭
和
三
年

）
に

達
し

、
年
に
よ
つ
て
非
常
な
差
を
見
る
の
で
あ
る
が
總
平
均
は

五
・

六
%
に

相
當
す
る

。

此
の
一一一一一減
は
先
に
記
述
し
た
三
・一一1-・一一n一の
六
月
:
…
:

-

一-f
丸
月
に

一旦
る
（例

育
期
間
中
の
一一一一～一減
の
平
均

丸
・
六
%
に

比
較
す
る
時
に
は
冬
田
期
間

が
は
る
か
に
長
い
に
も
拘
は
ら
・
f
1

，英
の
・一一一一--m
が
却
つ
て
四
%
少
な
く

E
育
期
間
中
よ
り
も
英
の
発
死
、
其
の
他
に

よ
る
尾
数
の
減
耗
の
少

差
が
な
い
も
の
と
思
は
れ
る

。

な
き
こ
と
．，．
-

一一'
-一一し
て
居
る

。

3
'

魚

體
一…一一-f．一…一二一一～一
減

）一
想

重

量

の
:一一一一
械

次
に

越
冬
・

魚
の

一
尾
平
均
の
開
-1-
'

の
減
耗
を
見
る
と

、
最
小

六
・

布

一の
一一中

:

一一一一の
・一一一～一減
は
一一一一・一?・一・一M一を
一

一̂一需
一
と
し
て
見
た
場
合
と
各
個
體

五
%
（大
正
十
四
年
）
よ
り

最
大

一
丸
・
一
%

（昭
和
三
年

）
に

及

〇
開
重
S
-一M
-

n一と
．

に
分
け
て
考
一一一し
て
見
る

。

び
一一:一一'の
差

一
二
・
六
%
で
築
外
に

相
述
の
大
な
る
に

氣
付
く
の
で
あ

先
づ
總
一-
:

:一一一の:
-

?

．減

、
即
ち
久・

面
中
に
於
け
る
各
尾
の
體
数
の
減

る
が
か
．

減
の
全
平
均
で
は

二
一・
八

一一に相
常
す
る

。
'

、耗
と
一発
一 :

-
i

一一一 :

n一等
に
よ
る
減
r
:

-

と
を
合
し
た
も
0

に

於
て

は

、
最
小
が

尚
越
冬
中
に

於
け
る
體

「-の一M
-一一一一に
就
て
は
十
尾
又
は
-l-
-1-
の
前

一一

一
C
・
二
%
（．出
一
和
四
年

）最
大
が
二
九
・
六
%

（昭
和
三
年

）
で
全

を
一
E一と
し
て
屋
内
の
水
相

（三K
x

二
:
- :1
:

-

-
-

-
::一
、」、水
深
八
寸

）中

平
均
が

一
七
・
四
%
に
相
一一一 :E
す
る

。

に
越
・ :
1一一・一せ
し
め
た

一一 :

-一驗
が
あ
る
が
'
英
の

結
果
は
第
五
表
の
如
く
で

之
に
，r一れ
ば
北
海
適
に

於
け
る
二
才
か
ら
三
・一 :，-，
へ
の

:

越
・一?・一中
の
'

あ
る
o

．

一M一一一一一一一一一一n一等
一，
。
:

，
--
加

，た
總
一一…．
a一一の
か
．
減
は
平
均
凡
そ
二
割
と
見
れ
ば
大

'

t一一J‘」一
出

lk

-a

一一一
0
l一M
-

一一一一一一一=
S
-

（-a
、1
）

- l i



此
の
-ll-
験
結
果
中

、
昭
和
九
年
の
も
の
は
其
の
期
間
が
他
に

比
し

て

二
ヶ

・-餘
も
短
か
く
あ
っ
た
が
其
の

一一ルー一
減
が
最
も
少
な
く

六
・
一

%
に

科
つ
て
一一一一一る
'
然
し
他
の
三
同
の
試
驗
に

於
て
は

一
一・（一
、%

乃
一一一一一 :
'

-

一一・
ー

ハ
'
-一一一で
大
差
が
な
か
つ
た

。

一一一一一
，、'‘・
一-
-

，‘k

主

一一一
-:--

-lm

更
に

又
各
尾
に

標
識
し
て
英
の
體
重
を
測
定
し

、
同
標
用
内
の
水

一
相
中
に
:一一一・一一一一・一（
一一
相
中
に

四
尾
又
は
一・n
尾
收
容
）
せ
し
め
た
實
驗
結

果
が
あ
る

一一一第六
表
に
'一一一す
様
で
あ
る

。

（お

、:
）

一一一一一雷
:
-
-
:一…．0J

一
ー

2
2a

～
一一一一一4
-lli
，

，）-==
-
-

l

:a

（2
'-

2f

-

）

n

一一一一一4
一一一一一:〉
=

）一一H!～一:

l
l
l・

，）
．
ll-
-

-
J

-

（
，2
-

2m

）-
單

l
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・一一一、'

ia
l

一
2
2

．
--

、
oo
、 j

一

一一．-一一/
一

-

4
．

．
-

-一一

」
-l-
の

一E一一一一一一結
果
よ
-l・昭
和
三
年
と
四
年
と
一一・於
け
る

一ル，-
M
の
最
少

最
多
一一 :

1

'

描

一一一一一し
て
見
る
と
・一一一̂の
如
く
で
あ
る
o

年
女

最

少

最

多

差

一一一-l-l-和一二
年

一
〇
・
二
%

二
二
・
七
%

一
二
・'五

一．-

昭
和
四
年

一
一・
六

″

二
八
・
三
一

″

一
六
・
七
″

兩
年
に

於
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
各
個
開
の
體
n
の
・一一?
減
に

禁
外

大
き
た
相
速
の
あ
る
結
果
が
出
て
居
る

。
而
し
て
兩
年
の
各
個
服
の

減
-1-
の

平
:

均
に

於
て
は
央
々

一
七
・
二
%
及

一
四
・
九
%
で
大
差
が
・一一一 :一

い
o

以
上
一一一水
一一…:中
の

:

越
・ :
-
-一一一一一一一．験
は

、
前
記
左・

-i-
池
J

於

‘
-
る
よ
り
も

測
定
等
に

於
て

正
将
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
が
一一-一--の
数
回
の

一-lf験
結

果
を
總
合
し
て
i見
る
と
，
個
開
的
に
一相
常
・一
，，-

，
-一・． :一一一一，f
．

差
の
あ
る
一1J

と

が
"

:

-一め
ら
れ
從
つ
て
又
各
年
の
越
冬
成
續
に
相
常
の
0
ら
き
の
出
て

來
る
こ
と
も
-一:
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
越
表・一試
験
期
間
の
特
に

短
か

か
っ
た
Hll-
和
;・L年
を
除
き
昭
和
三

、
四

、
七
、
八
年
の
結
果
で
は
'

最
少
一
一・
C
-
'-

（昭
和
七
年
第

一一Mm

，）
最
多

一
七
・
二
%
（
田
一

和
三

年

）
總
平
均
が

一
三
・
九
Z一に相
営
し
前
述
の
冬
国
池
に
於
け
る

七

ケ

年
の
平
:

均

一
二
・'
八
%
と
相
近
き
假
一一r-f:
示
し
て
一一 :一一 :る
。
之
を
日
幕

（昭
和

九
年

）
同
部

（
昭
和
七
年

）
等
の
示
す
か
減
に

比
較
す

る
時

に

は
一相
、
良
好
な
結
果
で
あ
る

。

六

、要

約

1
元
北
海
通
一一一・一一一一大
學
的
出
水
・一一一一一一…一 :門
部
の
-一資
無
・一u
科
池
に

於
け
る

大

正
十
四
年
よ
り
昭
和
七
年
に

至
'

，（一一
加
n一の
A
同
育
及
び
越
表・一試
-f

あ

成
'一細
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る

。

2
一例
育
中
の
尾
數
の

一一一・．減
二
年
一用S
、に

於
て
一n一
特
別
な
場
合
を
除
い

た
六
回
の
試
験
結
果
の
平
的
が

一
六
・

・

八

一一・一とな
り
三
．
-
-
:
l・

．
1

n一に
於

て

は
十
r
，:一
同
S
試
一一一一'結
果
の
平
均
が

九
・
六
%
に

常
る

。
此
等
は

何
れ

も
各
・一一一一一'・一一…の
ル
械
と
し
て
少
々

多
い
結
果
と
-一は
れ
る
o

i
'
成
長
度

二
年
魚
一一於
、

て

は
'

五
a
内
外
の
-
幽一を
一ハ
月
初
に

放
養

し
て
秋
・

”
:

-
-

:
:

-
:

-

，一、迄
に

は
凡
そ
四
十

a
内
外
に

、
三
．
-一一一，．一一に於
て
は

審
三
-
数
a
の
も
の

一:一一一一一一養
-一
て
秋

一進
に

は
八
'
九
-
a
に

成
長

す
る

。
之
は
勿
論
内
地
に

於
--
る
番
郎一の
成
長
度
に

比
し
'
は
る

か
に

劣
る
も
の
で
あ
る
が
本

通
に

於
て
も
本
試

一一一成一被
よ
l-

）は
細
一

育
期
間
の
延
長
'
1

M
パ'

他
の
改

一著
に

よ
b
一更
に

多
少
の
成
長
を
期
す

る
こ
と
が
出
來
る
-

一

-
i一・
、一． o

4
'-
i

t
'

営
0
生
産
:一一一
本
試
驗
に

於
け
る
最

一 :一一一の
・一一一'一頼
で
は
三
一一 ::
．一一一一を

越
し
た
例
も
あ
る
が
'
本
道
に

於
て

も
'
-

'
i

自

a
注
度
の
生
産
は
場

げ
得
る
も
の
と
:

M
は
れ
る

。

5
越
冬
中
の
尾
験
の
か一
減

凡
そ
十
月
初
め
よ
り
一M
-一年
五
月
初
め
に

五
る

（魚
は
二
才
の
秋
よ
り
一一'
才
の
審
に
一読
'

る

）
趙
冬
試
驗
七
回

の
平
均
に

於
て

五
・
六
%
の
歩
減
を
示
し
て
居
る

。

ll-
'

同
總

「-識の
・一 :一一～-
．

減

秋
に
冬
国
池
に

收
客
後
'
望
年
審
之
を
取
揚

フー

道
に

減
一一一 il一 :- :
-

一
る
總
一

中
．
‘
:

:一一m一は
七
回

‘
0

平
均
に

於
て

一
七
・
四
-

で
'・，
っ
た

。

7
同
a一解
重
の
ル
減

・～
一一一一国
池
に

於
け
る
七
回
の

f
的
及
び
屋
'

内
水

一一…-中に
越
冬
一一一Jし
め
た
る
数
回
一S
責
驗
に

於
て

、
共
に

凡
そ

一
三

内
外
の
妙
．

減
を
示
し
て
居
る

。

參

考

文

日

一n一～ :
阿

部

同 同  同 同 同 同

一 13 -

九

一一一一
九

年

l
四
年

一，．t:
．
-
-

:
-

．

日

幕

:

一標

久

日

基

一一一 :
木

の の t '1 l

一一'、---
際

科

a
-一



養
魚
池
の
浮
游
性
藍
藻
類
が
水
質
及
び
魚
類
に

及
--r
す
影
響
に

就
い

て

北
海
道
水
産
解
化
場

江

口

集
一一一一一分
の
多
い

湖
と
か
'
池
一m
、一一一一一一一一M一池
な
ど
の
表
:

后
水
は
水
祖

が
高
く
日

射
の
一一一一い一里
に
は
一一一一'漢
の

一m
集
の
一一一一に青
い
粉
を
撒
い
た

一一一一一一に
色
が
付
く
も
の
で
あ
る
が

、
こ
れ
は

一
般
に
一
械
物
色

（Ve

9eta
tionsfa
rb
u

一一9
）
又
は
水
の
一一一一一m一・
（
Wa
t

e
r

b
l

o
o
m
）
と
呼
ば

か
て
一eb
る

。一1J

れ
を
形
成
す
る
一王
な
る
u-

義
期
は

A
na
b

9na

-

AP
han
i

zom
en
on

）

M
i

c
ro
c
y
s
t

一s-
等
が
あ
り
'M

ic
roc;

l

y s
tis

は
小
さ

い
淡
一円-1-
色
の
細
胞
が
大
集

-f
を
作
り
水
--
を
見
る
と
青
い
粉
を
一am
い

た
接
で
ぁ
る
か
ら
養
一一理
一一一は
・
）
れ
・一一一靑粉
と
呼
ん
で
一〇
る

。又

A
:

na
beana

-A
P
han
i

zom
en
o

:n

等
は
細
胞
が
長

い
結
状
體
を
作
り

、

細
い
毛
の
様
に
見
え
絲
状
體
が
も
っ
れ
合
つ
て

一一一一 :ん
一一一・一一一0
る
の
で
ど

ん
ょ
-l-
青
く
濁
つ
て
見
え
る
も
の
で
あ
る

。一1J

れ
等
藤
一
漢
知
か
，ら

な

る
彩
し
い
水
S
一”一:a9
の
出
現
は
小
一池
'
:m
'
一一一一一一一一一一一池
等
に
は
普
通
な
も

の
で
あ
0一-・一
般
に

水
の
--9
を
形
成
す
る
處
で
は
， :

-一一期
水
表
面
が
此
等

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

漢
類
の
e
:一にァ

ル

カ
リ

性
が
增
す
も
の
で
ぁ
る
が
特

に
…

一一一一一漢
の
水
の
一一一一一一一，に
よ
っ
て

一者
し
く
ァ
ル
カ

，
l・性
と
さ
れ
る
事
が
知

ら
れ
て
一e
る
-

SK
A
D
V
SK
Y

は
ロ
シ

ヤ
の
一 i一一一一一M一一の
水
の
-l9
を

一一・一と
す
る
富
榮
養

湖
で
P
a
9

．6l
9

．
9

に
及
ぶ
事
を
觀
察
し
我
國
で
も

一一一一 :M
i-li
l-
埼
1--一際
、一f一一-n
一一一一一一一--l-
に

護
斑
の
現
は
れ
る
時
は
湖
水
は
急

に
班
ア

ル
カ
リ

性
と
な
る
一…一・-一一一一報
告
し
根
來
氏
（ l
9
3
3

）
は
茨
木
解

部
の
池
でA

na
f
na

の

珍
極
で
あ
る

An
a
f
n
o
P s
u
R
a
c
if
ra

一が

一一一
ケ

月
に
直
つ
て
水
S
華
を
形
成
し
た
事
を
發
見
し
七
月
八
日

、
午

後
二
時

，:
-

一
時
'
表
而
水
ia
二
六
・
;・L度
でPH

V

9
・
9

の

強
ア

ル
カ

l-
性
を
報
告
し
て
-

0
る

。又
養
一 :

-一池
に
於
て
は
渡
送
氏

（ l
9
3
5

）
の

研
究
が
あ
り
北
大
養
前
、
池
で
八
月
二
八
日M

ic
roc
ystis

の
水
の
華
形

成
時

、
．
-
:一一，後
二
時

、
水
温
二
七
・
度
で

P
H
9
．2

を
組
一一一し
プ

ラ
ン

ク
ト

ン

の
沈

．翻
，数
．

一
立
中

一
〇
C
．C
．を
報
告
し
て
一〇
る

。M
筆
者
は

（ l9
4
8

．9
． l（
i

）
水
産
解
化
場
:一一一読
n一池
・

でM
icyoc
yst

一s
の
水
，-

華
形

成
時

、
午
後
二
時

、
水
温
二
jri-
・
八
度
で
P
H
9

．
0

を
観
測
し
、
池
水

1

〇
立
-
のM

ic
yoclyst
is

の
沈
、観
;il-
'

，
4
0C

．C

．を
測
定
し
た

。

此
等
一一MIM-一識
の
過
度
の
繁
戒
に
よ
る
水
の
華
と
い
s
も
の
は
直
接

間
接
に

水
の
物
理
的
'
化
準
的
性
質

、
競
び
に
他
の
生
物
に

對
し
て

可
成
り
大
き
な
影
響
を
興
へ
て
る
事
は
想
像
n一--
-

れ
る
も
の
で
あ
る

。

直
接
の

影
響
と
し
て
は
プ
ラ

ン
ク
ト
ン

一認
類
の
生
理
作
用
に
開
係
し

だ
も
の
で
水
中
の
酸
素

、一一M一酸
一・一一一一期
，
及
び
水
素
イ
ォ
ン

濃
度
等
は

水
中
一
植
物
の
生
理
作
用
に
影
響
さ
れ
る
事
が
最
も
多
い

。養
e
通
．に

於
て
;f
期
水
組
が
上
算
し
て
氣
象
的
原
因

、
水
中
榮
養
分
の
部
合
の - ・14 -

よ
い
時
は
」'・一ラ
ン

ク
ト
ン

一一一一期
は
非
常
な
勢
で
一番
'-lla
す
る
結
果

畫
間

は
水
中
械
物
の
同
化
作
用
・1一一一::-一 :'だ
し
く
整
ん
な
た
め
に
水
中
酸
素
は

急
激
に

」--加
し
進
離
装
酸
は
消
費
さ

れ
る
結
果
水
中
に

於
け
る
炭
酸

の
平
衡
を
保
つ
た
め
に

H
イ

オ

ン

が
失
は
れ
0
H
イ

オ
ン

が

」--加
す

る
事
に
原
因
し
て

P
H
は
高
く
な
る
が
'

以
對
に

夜
間
と
な
---
日
光
の

照
射
が
一絶
へ
た
時
に
は
同
化
作
用
が
全
く
体
11'
し
て
水
中
動
一
械
物
の

呼
吸

、
細
蘭
の
有
機
物
分
解
作
用
の
み
が
一一一a
ん
と
な
る
か
ら

一 :一一一微
に

水
中
酸
素
を
消
耗
し

、
・一一一酸
一一一一一期
は
增
加
す
る
結
果

P
H
は
低
下
す

る

。
筆
者
が

（ l
9
・ :
l

8
・
7
・
1
9

）
水
産
一一一一化場
一一一一一一一制
配一池
で
の
観
豪
結
果

を
記
述
す
れ
ば
出

目

一一一一一一加一池
の
状
況
はM

ic
yoc
ys
tis

の

水
の
華
を
形

成
し
午
後
二
時
'
水
組
三
二
・
〇
度
'
P
H
9

．8
の

銀
ア

ル

カ

リ

性
で

池
水

一
〇
立
中
の
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

沈
組
:一一一は
1
0
0
0C

．C
．の
多
最
を

1

1
一一一一0
，-

。
池
の
面
試

一
〇
一・一一一ハ
外

、
水
深
二
:

，
ー

ハ
-

底
質
、浮

一肥'
長
期

間
止
水
の
"一一
，態
で

二
年
生
金
e一七
，n l

'

尾
'
-

一一 :- :i
・一ィ
色
細

一一一一一・一:-一一〇
〇
'--
～
一

を

:一一素一一一一?一一育中
で
あ
っ
た

。酸
素
は
正
．一一一-・
明
其
の
最
高
に
一列
し（
-

．7一一一cc
/
l

（ l
3
3

%
）
で

一一a一破
一見
期
は
午
後
:
取

低
を
示
し
1

．m
9
， 'l

PH

は
上
:
a
:

・

し

て
正
午
9
・
8

を
示
し
た
が
H
沒
と
共
に

酸
素
は
次
第
に

減
少
し
て
翌

朝
日
出
時

一
時
間
位
で

一M
の
:

一一一一一一一一一に
到
し

一．一一'-cc
/

， l

（2
l

．6Z

）を
示

し
…一一一一一 :

酸
一-一期は
最
高
に
到
一
し
1

l

．
-

r
1

m
9
/l

PH

は
低
下
し
て
7

．4
-
示

し
た
）
こ
の
様
に
:
'．

養
製一池
に

於
け
る
水
素
イ

ォ
ン

濃
度
は
f
締
濃
度

高
く
'
夜
開
は
低
．

'・r
し
、
酸
素
の
目
中

變
化
と
相
伴
ふ

一
方
'
a一一一酸

一-一斯
は
n一一一間
英
の
含
有
量
少
く
夜
間
は
そ
の
量
を
增
加
し
酸
素

、
水

素
イ
ォ
ン

濃
度
と
全
く
反
對
の
增
減
を

:

'一一・す
も
の
で
あ
る

。
筆
者
の

今
回
0
紐
察
で
:

-

:
-f
目
に

債
し
た
事
は
般
素
最
低
時

（夜
明

一項
）
酸
素

量
1

．
5
3cc
l

/
-

で
全
-E
育
魚
が
水

一-
に

浮
上
し
a一上
げ
一一一一一an一施
し
て
一eb

た
事
で
之
は
酸
素
の
缺
乏
と
水
-

」
a
が
高
か
り
し
事
が
主
要
原
国
を
な

し
た
も
の
と
考
/

ら
れ
る

。期
標
に
權
物
性
'フ
ラ
ン

ク
ト
ン

の

過
度

の
繁
殖
は
破
間
そ
の
-f

E

鹿
な
呼
吸
作
用
一一'ため
一般
'- :

f一:一一一一一…一一時に
危
險

を
件
ふ
恐
れ
が
ぁ
る
か
ら
所
，=
濃
一一一池
水

と
な
ら
な
い
様
に

適
當
の

:

注
・一一一一一一-必
要

，，，J一一・一一め
る

。e
、
0

開
温
は
大
開
水
温
と
:ll:
，に
:
-一一降
す
る

か
ら
水
温
が
一一一一一一い
場
合
は
呼
吸
数
が
少
く
從
つ
て

酸
素
:

1一一を
多
く
必

要
と
し
な
ぃ
が
水
-ll-
が

高
け
れ
ば
運
動
が
烈
-
い
か
ら
呼
吸
酸
素
を

多

一一一-l-に
必
要
と
す
る
一那
で
兩
々

相
快
つ
て
-fr
、一一:-
M一上
げ
と
た一り
一発
死

と
い
ふ
事
に
な
る

。
し
か
も
一一一〈
-
m一
．i

a
l

--

f

な
節
組
な
時
に

多
く
一一界
上
げ

の
起
る
の
は
前
目
最
高
酸
素
・F
， '

が
多

一一一一一に
な
ら
た
か
っ
た
に
か
か
わ

ら
f i
，呼
吸
分
解

が
一一一一一ん
で
し
か
も
風
や

雨
の一
様
な
物
理
的
に

水
中
に

酸
素
を
供
'
給
す

る
事
情
も
少
な
ぃ
た
め
で
あ
る

。

- 15 -

池
水
の

水
一・一一一イ
ォ
ン

濃
度
は
水
中
の

生
物

有
機
物
等
ど
特
接
な

la
係
を
持
ち
此
等
の
状
況
の
相
述
K
よ
っ
て
央
々

そ
の

-f
を
異
に

す

る
も
の
で
あ
，0

。
一
般
に

水
中
生
物
は

，物
ア

ル
カ

リ

性
の
水
を
好
む

も
の
で
あ
る

一一一一・n一も
又
同
接
で
水
質
が

般
性
に
な
る
と
生
理
上
の
-a

係
か
ら
水
中
の
酸
素
を
吸
收
す
る
事
が
因
難
に
な
っ
て
來
て
一順
素
が

多

く
ぁ
っ
て
も
大
は
完
全
に
利
用
さ

．a
な
い
の

で
あ
る
が
反
對
に

水

中
の
酸
素
が
一湖
一々

少
な
く
て
も
水
質
が
適
度
の
ア
ル

カ
リ

性
で
あ
れ

ば
酸
素
は
十
分
に
利
用
さ
・一一一一一る
。水
の
酸
性
が
全
り
班
か
っ
た
り
ァ

ル
カ
リ
性
:
l一一．列
し
か
っ
た
り
す
る
と
天
然
解
料
の
審
殖
が
さ
ま
た
げ



ら
れ
・一一〈
前
'
は
般
や
ァ
ル

カ
リ

の
直
接
の
書
の
た
め
に
一発
，-i一一す
る
…

一
…

一
"・
--
に

な
る

。自
然
の
水
はP

n u

五
・
〇
以
ド
に

降
る
事
や
P
H
九
・
〇
以

上
に

な
る
事
--l

・一一・一れ
で
あ
り
養
城
用
水
と
し
て
は
P
H
六
・
八
-
八
・
〇
を

最
適
と
し
P
H
九
・
〇
以

，L :

'
P
H
'

-li-
・
〇
以
下
-j

-

，・一一・通
営
と
さ
れ
て
一〇
る

養
一一一一
．池
等
の

水
に

於
て
は

:

-
:
-一一の
P
H
は
・ :
・ :・一'
と
-
て
有

機
的
国
子

水
中
動
相
物
の
呼
吸
及
同

化
作
川

水
中
動

:

前
一物
の
:
-一需
一
等
の
一
般
一M
…

分
解

等
に

左
右

さ
れ
る
も
、一一で
あ
る

。

水
中
相
物
が
同
化
作
用
に

利
用
し
得
る
炭
酸
は
先
」一
，遊
離
な
も
の

で
一
械
物
の
多
い
水
…

界

で
は
遊
離
炭
酸
が

， L'・に
到
す
る
事
が
ル
ら

し
く

な
い
と
一一一一は
れ
て
一〇
る

。
f
術
更
に

進
む
と
半
化
合
…一M一 :

般
が
使
用
さ

れ

そ
れ
が

一 :一に:次
般
カ

ル
シ

ウ

ム

や
…一一一一 :般
マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

等
が
折
出
さ

れ
そ
の

沈
-lla
・一～一見
る
部

さ
え
あ
る
と
一一一一一．- :一
-t-
て

ゐ
一0

。
大
島
r
:
-

（ l
9

3
l

）
は
あ
る
:一一一一一-池
に

於
て

一度見
さ

れ
た
:

池
水
の
自
濁
は

，一:-一の
分
折

に
よ
つ
て
大
部
分
は
カ
ル

シ
ウ

ム

で
あ
っ
一一一J
…

一一一を
述
べ

一・J
，0
る
か
之

は
前
述
の
様
に
し
て
出
來
た
も
の
と
考
へ
ら

れ
る

。
而
し
て

こ
の
自

濁
が
甲
朝
林
薄
で
午
後
に

向
つ
て
最
・一---

:

，u
-
:

一一一一一し
か
っ
た
と
述
べ
て

一0

る
が
こ
れ
は

:

械
物
に
依
る

一一一一一一酸
一-一期
の
生
成
の
盛
表
を
明
か
に
物
語

る
も
の
で
あ
る
o

以
上
述
べ
た
如
く
一一一一一一一一一池に
於
け
る
一一議
の
過
度
の
一一一0-
-

m・
は
直
接

に
水
質
:一一一びに
他
の
生
物
に

經

影
響
を
興
へ
る
事
は
明
か
で
あ
る
が

こ
れ
の
適
度
の
審
城
は
一一一、の最
も
大
切
な
・-
・

チ
ン

コ
類
英
の
他
の
最

類
の
解
と
な
り
呼
吸
作
用
に
よ
り
平
時
水
中
酸
素
が
補
給
さ
れ
魚
の

呼
吸
を
動
-
養
魚
池
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

。
愛
知

縣
'
解
同
縣
等
養
製
の

盛
ん
な
地
方
で
は
．從
來
よ
り
一'資
和

一家
は
適
度

の
'-
，

-

-
1
:一の
青
粉
を
良
好
な
養
一殖
用
水
の

基
準
と
し
て

わ
る

。
又
最
近

We
i

一ma
一一（ l
9
3
5

）
は
ド
イ
ッ
'
シ
ユ
レ

エ
'チ
ェ
ン

地
方
に

於
て
青

粉
に

よ
っ
て
同
地
方
の
養
製
池
の
等
級
を
き
め
る
事
を
發
表
し
て

一e

る

。こ
れ
に

依
れ
ば

一
、
集
・n
1一一一分
の
一一?-．-
，し
い
:一一一も
-e
い
池
は

一
年
中
通
明
な
水
を
持
つ

て
プ

ラ
ン

ク
ト
ン

の
数
は
少
な
く
種
類
の
多
い
の

を
も
っ
て
特

徴
と
す
る
o

二
、・一一、の
階
識
S
．池
は
時
-

線
色
に

染
め
ら
れ
る

。即
ち
多

数
の

f

A

一一alx

1a

一一a
-「-i-:=--
他
の
-

，
:，，．漢
知
及
び
多
数
の
機
漢
を
合
む

。

:
'取

後
の
池
は

一
年
中
機
色
を
呈
し
:)>
'〇
ha一一izom

en
on

が
大
部

分
を

，

t

i

め
他（
）一確一一一一一一及
び
綠
漢
が
殆n
ん
ど
な
く
・一
，
一

る

。

以

上
の
様
に
し
て

W
cn
r

言
n
に
依
り
シ
ュ
レ
ェ
ジ
ェ
ン

地
方
に
於

け
る
多
數
の
池
‘に
つ
い
て

精
密
な
研
究

、
比
較
對
照
の
結
果
が
こ
れ

等
漢
期

の
發
生
と
收
獲
增
加
の
開
係
が
實
競
さ
れ
'
．-u
の

:

-
a
m

の
着
色

に
よ
っ
て
池
の
階
級
が
判
斷
さ
れ
て

一0
る
事
を
附
一記
し
御
參
考
に
供

し
た
い
o

一 l6 -

l・一、
四

二_

、_/

揚
子
江
流
域
の
淡
水
魚
に

就
い

て

一一

雜
に

難
並

木

延

以
上
で
大
服
場

」「江
流
域
に

産
す
る
'一M
要
食
用
淡
水
的

裁
と
特
異

な
二

、一一一
極
を
照
介
し
た

。

・一一へ
に
此
れ
を
要

一一一一一する
と
左
の
通
・

り
で
あ
る

。

:
l

一一 :-

一8
-

llEa

_ l L1_1°°_°_ _
C) 1 ( ) 1 0」一Cl l 〇」! 〇

17 -



一一一
認
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〇 〇 〇

參

考

文

献

河
北
習
見
魚
類
圖
識

周
漢
一格
、
張
審
霖

合
著

民
國
二
十
=

一
年
五
月

靜
生
物
調
査
所
發
行

中

團

的
、
川

誌

陳
構
一一r
lf
許
顔

合
著

民
一一f二十
四
年
十

一
月

浙
江
省
水
産
試
驗
場
集
報

第

一一一一n一
第
四
冊

華
中
水
産
股
粉
有
限
公
司
一解
文

故

一一一 :ll-
上
理
學
博
土

一
行
ノ

採
集
セ
ル

場
子
江
魚
類
報
告

中
國
一一
於
ヶ
ル

淡
水
魚
類
ノ

生
物
率
的
研
究
第

一
報

上
海
自
然
科
學
研
究
所
生
物
學
科

本
村
重

著

〇

一
装
明
島
・一一一一一一一m一一一一一一一

中
國
淡
水
魚
之
生
物
學
的
研
究

第
一一'
報

上
海
白
然
科
學
研
究
所
生
物
學
科

木
村

一一E-一
著

〇

揚

」「江
流
域
一一
於
ヶ
ル
淡
水
魚
類
ノ

一・一0--
-一一一（
一
）

富
山

一
郎

、
尾
一
附
二
郎

上
海
自
然
科
學
研
究
所
一集
報
第
十

一一一一一a一第
四
號

〇

粉

」「江流
域
一一
於
ヶ
ル

淡
水
一一m一類
ノ

養
;u
（二
）

集
一一擁
取
法

常
山

一
郎

（救
）
尾
的
二
郎

上
海
自
然
科
學
研
究
集
報
第
十
四
港
第

一
號

北

海

道

湖

沼
一
案

内

（上
）

農北

海

學道
大

部學

元

田

茂

北
海
道
に
は
大
小
五
百
餘
の
湖
沼
が
あ
り

、
そ
の
性
質
も
様
々

で
・

火
山
地
帶
に

は
青
々

と
し
た
水
を
:

-

=

西
．へ
る
深
い
カ
ル

一ァラ
湖
あ
り
又

一資
綠
色
の
水
を
海
へ
た
比
較
的
漢
い
堰
止
湖
も
見
ら
れ
る

。
大
河
川

の
流
域
に
は
河
の
本
流
か
ら
断i
た
れ
た
河
跡
湖
が
形
成
さ
れ
海
…一一:一に

は
砂
州
で
海
と
船
，離
さ
れ
た
海
跡
湖
が
存
在
す
る

。一画
又
泥

一次地
1

帶

に

生
じ
た
一科
色
の
腐一一 :

械
湖
は
本
適
に
來
て
始
め
て
a
着
に

見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る

。
期
く
の
如
く
色
・一一な
型
に
:

出
す
る
湖
沼
が
多
數
:
:

-

::

在

す
る
北
海
通
は
湖
沼
研
究
家
に
と
っ
て
眞
に

意
ま
れ
た
鹿
と
一一一一は
ね

ば
な
ら
な
い

。
水
産
上
か
ら
見
れ
ば
火
山
湖
は
冷
水
性
の

:

l一一一一館
族
の

樓
息
に
適
し

、
漢
い
一一 :m
集

養
測
は
コ
ヒ

、ヮ
カ
サ

ギ
等
が
4繁
取
し
、

海
-

-lT

の
鹹
水
湖
は
ネ

タ
テ

、
カ
キ

等
の

一0---m・
場
と
な
っ
て

一0
る

。北

-f-
通
に

於
け
る

湖
M
発
殖
の
照
更
は
明
ム
一
・一:-一年
に

始
ま
り
一刷
來
通
種

魚
族
が
各
湖
一一一一 :に
移
植
さ
れ
て
繁
殖
し
重
要
産
物
と
な
っ
た
例
は
枚

舉
に

」眼
な
く

、
同
寒
湖
の
ヒ
メ
マ
ス

、
組
-
湖
の
ヮ
カ
'

サ

ギ
は
夫
大

著
名
な
る
原
産
地
と
し
て
双
望
を
な
す
も
の
で
あ
る
o

北
海
適
の
湖
沼
に

開
-
て

は
田
中
館
博
土
の
火
山
湖
の
研
究

、
水

産
試
驗
場
の
高
安

、
五
十
一風
'
近
藤
諸
氏
の
一一 :-a一f要
湖
沼
の
一
般
調
益

の
外
'
京
大
の
宮
地
、
上
野
博
土
'
北
大
の
羽
田

、
朝
比
;a
傅
土
等

の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン

並
に

底

一n一生
物
に
開
す
る
研
究
を
始
め
と
し
其
の

他
幾
多
の
人
々
に

よ
っ
て

一牌
遠
の
．地
ま
で

一
應
調
在
の
足
跡
は
印
-

ら
れ
た

。
そ
し
て
之
等
多
数
の
研
究
者
の
愛
言

の
結
品
た
る
報
告
論

文
は
極
め
て

多
数
に
上
つ
て

ゐ
る
の
で

:

m一に一::ーハー-
の
成
果
を
面

」
a
に
紹

介
し
'．領
者

一一一M- l

:一の
參
考
に

供
し
度
い

と
E
:
-

・
，・一一（ :

，

北
，m
適
測
一一…一を
概
設
・L
， J

る

E
な
然
．

考
文
献
に

は
次
の
様
な
も
の

が

あ
る
-
田
中
一m
-

-一一一一一一一一一
（

一
九
二
'fi-

）
北
:

-

-

道
火
山
湖
一M
--
-
:
-

一
概
…

m

北
，u
通
略
發
行

宮
地
体
一一
．

郎

（

一・
"ル
三
二

）
北
:

M
-一一通
湖
一 :

mll-
の
管
見

陸
水
-a
雜

，一心
、
一
控

、
二
號

一一
n
-

，一一一一、七
（一
九
三
四

）
北
海
通
湖
一一一:
の
生
物
率
的
順
列

陸
水
率
報

一一'四
控
'
一
號

高
・…一一一一
三
次

（一・
儿
三
七

）
北
海
適
の

湖
一 :

m
に

就
て

北
海
適
化
は一協會
會
報

、一
二
號

一川
中
館
秀
三

（一
九
三
七

）
北
，一一一一一
通
湖

一m
湖
前
の
成
因

姚一節
集
報
'
-

〇
一一一0一
、
三
二
號

羽
田

良
禾

（一・1:一三八
）一一し一一M一地
湖
:
:一一の生
物

'
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目

本
事
術
協
會
報
告
'一
三
一一一0一、四
號

上
野

益
一一一
（一
九
一一
．

八

）北
海
道
湖
m
動
物
相
の
特
性

動
物
學
維
誌

、
五
〇
一一一一一一
、
四
號

五
+
風
彦
仁

（一
九
四
〇
1
四

一
）北
海
適
に
於
け
る
湖
一m
水
質

の
化
學
的
特
性
及
び
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

北
海
適
水
藤
試
驗
器
事
業
旬
報

四
七
八
1
四
八
・1:l一號
、
後
細

（一
）
渡

島

大

-k
タ

刑
;
解

一
国
ヶ

．一」南
一M一一一に
あ
り
大
紹

、
小
沼

、
部
楽
相
よ
り
成
る
も
の
で
風

光
の
明
期
な
る
を
以

一」・一一一 :- '傳
さ
れ
て

一0
る
o
・一

^一mは:-m
一前一一
=
・

〇
米

面
一破
五
・
一
二
平
方
粁
で

一一 :一野邊
川
'
，-
川

、 :一刈
湖
川
::
-一M、他
の
流
入

川
を
有
し
北
-
-
-一端
姚
子
ロ
か
ら
折
f-
川
と
な
つ
て
排
水
す
る

。
大

正

五
年
最
深
部

一
'

'
-

・
六
米
を
測
つ
た
が
M :

:

和
四
年
六
月
の
駒
一一一・一一一……'明

火
後
測
一民
・

は

一
般
に

渡
く
な
り
現
在
*
、
田
期
，水
期
に

も

一
二
'二
米

が
最
深
の
様
一一一．．一あ
る

。
底
質
は
大
部
分
M
無
色

一泥で
そ
の
表

一一9に
は
'一一一一一

漢
、:一一一一一漢
等
の
較
肥
が
混
つ
て

一e
、る

。
湖
水
は
富
集
養
化
し
水
e
資

綠
色
を
-里
し
透
明
度

一'
・
五
米
以
下

、
通
常
二
-
一一一
米
で
あ
る

。例

年

+
二

:

=
:

上

i

u
J

乃
一f一一中
旬
よ
-l・一一'
月
下
，一一一～:
…

:
-

-一一・一一'四
月

」・一・ :

=一ま
で
結
氷

す
る

。
本
測
一一:一一一一一く
廣
い
た
め
風
に

よ
る
湖
水
の
一
投
動
激
し
く
結
氷

期
以
外
は
成

:

府
が
亂
さ
れ
る

が
'

l

，一一一一一一一・停
-e
期
に
無

:

風
の
目

が
織
け

ば
最
深
部
---
無
mm
-
-一一一:一M一態
と
な
る
事
が
あ
る

。

大
一m
を
一襲
0
-一す
る
河
川
は
駒
ヶ
ー
出

か
ら

來
る
も
の
で
あ
る
か
ら
昭

和
四
年
の
駒
ヶ
一一一r
爆
發
は
大

一 :

m
の
水
一一一一に
大
き
な
影
特
を
興
へ
た
o

之
に
反
し
小
一 :

m
、
部
菜
一m
の
一装
地
域
は
地
形
上
一国
一

ヶ

一一一一 :一一の水
の
影

響
を
一家
ら
な
い
場
所
で
あ
る

。仍
つ
て
大
部
の
水
廣
は
他
二
湖
と
一H
-一

だ
趣
を
異
に

し
可
格
性
全
固
形
物
及
無
投
物
質
は
他
二
湖
一一一約
一一一
倍

1
:

， j一順
理
は
約
二
解

'
-
:m
酸
-一は
・一一・一mの
五
倍

、一導
集
-ll-
の
約

一
〇
倍

を
含
有
し
て
-

0
る

。
更
に

興
味
を
感
・

ず
る

の
は
冬
期
停
-e
期
に

底
部

に

可
游
性
全
同
形
物

、
無
機
物
質
並
に

硫
:

般
康
の
一差
'

-
'降
一 :

加
が
認
め

ら
れ

、
そ
の
水

一-一が
i

例
ケ
品
，よ
り
一一一E出す
る
泉
水
靈
-n
水
の
水
質
と

一西
だ
よ
く
似

一， J
，

-

:一る
事
で
あ
る

。即
ち

駒
ヶ
ー
出…

全
山
の
水
が
各
所
よ

り
水
面
下
一一-一一一水を
な
し
て

大
-～l-
に
:一n
入
し

一一J
一一一一一一，-一一一に一一様さ
れ

る
o大
M
の
底
構
生
物
はC

hir
on
om
u
P

-um
osu
s

（
オ
本

-・

ス
リ

カ

）

動
虫
が
大
部
分
を
-
め
英
の
外
他
の
ュ
ス
リ
ヵ
動
座
'

、．、，、，n
-
期
が
み

ら
れ
所
調Plu

m
osus

型
で
あ
る
o

ブ
ラ

ン

ク
ト
ン

に
出
'

'、一，，mで
殊
に

植

物
性
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

が
多
い

。
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

最
は
秋
に
:
'一も盤
富

で
次
は
存
が
多
く
・一一一一一一に
は
:
取

小
と
な
る

。

小
m
は
大
部
の
-m
西
に

位
し
海
拔
大
am
に

等
し
く
'
面
統

:

-

'

'八
・

平
方
粁
を

，
l-
め
最
深
部
は

五
・
五
米
で
あ
る

。
結
氷
期
及
解
水
期
は

一．ーハ
'm
よ
-

）数
日
-
r
い
の
が
普
通
で
あ
る

。流
入
川
は
細
流
0
み
で
排

水
一一一一セ
'ー

ッ
ト

で
鐵
適
の
下

を
通
り
大
部
に

注
が
れ
ンー

。
水
色
'
透

明
度
・一A-・一m
と
大
開
同
じ
で
プ
ラ

ン

ク
ト
ン

も
大

a
に

似

一J
'-

・r一漢
類
が

多
量
で
あ
る

。

部
菜
m
は
湖
面
高
く
．，m
拔

一一五
六
米
に
位
-
面
一一一一一ハ
一'
七
一
五
平
方

将

、:
'取

深
部
五
米
で
湖
盆
北
方
に

括
れ
あ
り

、一部
楽
小
紹
と
一'K
は
れ

一 n-

る
副
測
盆
．一，-一一J
な
し
て
一eb
る

。
注
入
川
は
こ

の
副
湖
盆
に

一一n
野
送
川
か

ら
分
れ
た
細
流
が
入
つ
て
-e
る
が
注
入
部
の
す
・

ぐ
傍
で
排
水
路
を
通

じ
同
．
-

l
-

・nn

野
邊
川
に
流
れ
出
し
て

一0
る

。
水
質
は
前
記
二
湖
と
異
な

り
水
色
:

-f
色
．一一一・一一一一一…・
び
透
明
度

一
-
二
・
二
五
米
し
か
な
く

反
應
は
多

少
一m一性
に

3
い
て

居
り
酸
素
も
減
少

し
て
ゐ
る

。之
等
は
腐-
械
質
の

影
響
に

よ
る
も
の
で
殊
に
副
湖
盆
の
方
は
腐-

:

械
集
養
化
が
進
ん
で

一e

る

。・腐
一一M一質
の
多
い
水
域
は
一一一一一が一一一一一 :一一一 :に
含
ま
れ
て
一の
る
も
の
で
一一一M

の
含
有
am
-

・一f
:

一一一
い
と
こ
ろ
に

は
部

一集が
生
育
し
本

m
も
有
数
の
那
楽
標

取
地
と
な
っ
て
b
る

。

上
述
の
如
く
本
一
湖
一一一M，'-・一，一部
楽
-ll-
は
多
少
一～9
一
械

:

一

築
一一一一一一 :一r-
，，一て
ゐ
る
が

大
部
'
小
一 :m
1

':一何
れ
も
:

m
-一用 :

， :

的
な
----
集
一一一一測
で
生
産
力
高
く
年
産
-la

獲
一一一一二
〇

、
三
二
六
賞

（昭
一
八

）
（通
廳
f
，査
'
以
下
同
じ

）
に

及
ん
で
ゐ
る

。
生
産
物
の
-
な
も
の
-
，ヮ
力

サ
ギ

、
コ
ヒ

、
フ

ナ

、

ウ
ナ

ギ

、
ド
，チ
m
ウ

、
ス

ヂ
ェ
ビ

、
ジ
ュ
ン

サ
イ
等
で
あ
る

が
ヮ
カ

サ
ギ
は
昭
和
二
年
始
め
て

細

一li～湖
か
ら
前
卵
・一一r一
移
:

相
し
:

英
後
人
工
解

化
放
流
及
'大
然
繁
殖
で
殖
へ
た
も
の
で
今
:

-

:
-

・一人
一一…名
産
と
な
り
一相一m l

，

を
他
一測
へ
供
給
す
る
ま
で
に
一f
-
'

つ
た
o

抑
々

北
海
適
の
湖
一 :

m一一一一一m・
事
業
は
明
治
九
年
開
拓
使
に
よ
つ
て
東

京
か
ら
一一…'p
楽
m
に
r一
ヒ

、
フ

ナ

、
ウ
ナ
ギ
2に

移
し
た
の
が
始
ま
り
で

共
後
本
湖

一一一に移
植
さ
れ
た
も
の
に
は
前
記
ワ
カ
サ

ギ
の
外
ス
'チ
ェ

ビ
'
ヒ
が
イ

、
ヒ
ー

マ
ス

、
ア
メ

マ
ス

、
マ
ス

'
ク
ラ
ッ
ピ

I

（米

目
よ
り

）
シ
ロ
マ
ス

（露
國
よ
り

）等
が
あ
る

。
併
し
ヒ
ガ
イ
以
下

の
一一一一一期
は
移

:

種
結
果
が
不
成
積
で
あ
っ
た

。

:

n

游
P

ィ

'-
'表・
m
一一一M…

（一
一
）

孤
事
和
湖
及
岩
雄
登
．r
群

孤
狗
犯
湖
は
雷
電
山
西
南
部
山
al-
海
拔
五
七
五
米
の
處
に

生
じ
た

堰
上
湖
で
面
被
五
四
八
〇
平
方
米

、
最
深
部
八
米
を
有
し
'
水
は
線

色
を
帶
び
透
明
度
'

五
米
餘
、プ
ラ

ン
ク
ト
ン

は
比
較
的
少
量
で
あ
る
o

ェ
'ソ
サ

ン

セ
'

ウ
ウ

オ

が
'M一一息
す
る
ば
か
・ :
:
・
，

で
あ
つ
た
が
一一
ジ
マ
ス

、

一一r-
・・一，
マ
ス

が
移
械
さ
れ
た
事
が
あ
る
o

…
石

離
登
M
排
は
需
'

電
火
山
限
中
に
あ
る
大

m
、
長

m
、
中
m
等
で

jll-
拔
八
五
C
米
一 :… ::
-

一、n
七
七
〇
米
に

あ
り
'
大

一m
-
火
=
に

生
じ
た
も

の
で
面
積
八
二
・
L:
平
方
米

、
最
深
部

一
五
米
を
測
り
水
色
青
無
色
、

透
明
度

一
〇
米
で
水
，l--
中
性
で
あ
る

。プ
ラ
ン
ク

ト

ン

比
較
的
多
く

就
中
機
四
期

A
can
t

-

．

o
dia
P

'

tom
u
yam
n
aa
nsls

が
多
い
o

長

m

は
集
止
'

湖
で
面
統

六
二
・
'
1

一平
方
米

、
最

一深
部

五
''
'

'

米

、
水
色
綠

色
に
一近
く
-ll-
・・
成

ま
で
透
m
出
來
る

。山
・
'一-
も

:

解
…
一ィ
ー一一一1t
．湖
で
ず
っ
と

小
さ
く

、
1l-
-ll-
は
一一一?
-
l一一，地
で
高

:一 :

M
-
:

-E
t
i
f

原
を
な
し
て

b
:

，--

。

（三
）
，-一・

月

．湖

般
実
---
一
，
--:

（マ
ツ
力

-ー
ヌ

プ
リ

）西
施
の
側
火
山
上
の
火
口
に
生

じ
た
も
の
で
，m
拔
'

一
一-;（
）米に
位
し

、
面
被

C
・
〇
四
f-
平
・一一 :-
一a
-

'

湖
底
は
深
さ
三
米
位
の

・-lf面
の
東
部
に
陷
沒
せ
る
i-
注
を
有
し
そ
の

最
大
深
度

一
八
・
二
米
に

達
す
る

。
流
入
川

、
排
水
川
共
に
存
在
し

な
い
が
少
し
離
れ
た
處
に

一一一一出
す
る
泉
水
は
湖
一医
よ
り
の
編
水
に

よ

る
の
で
は
な
い
か
と

:

一一一は
れ
る

。
湖
底
泥
土
は
半
流
動
性
で
多
量
の

一一一n…一一一一一と
笹
藻
を
含
み
資
褐
色
を
呈
し
て
-b
る

。

- 2! -



湖
水
は
富
榮
養
化
し
水
色
-ia
色
で
透
明
度
一一一
1
五
米
で
あ
る

。夏

季
停
-e
期
に

於
け
る
水
温
の
成

一一一一一は
著
し
く
特
に
一一'
1
四
米
間
の
組

度
領
斜
は
六
・
六
度
（-一M
-

:一 :

-一）-
J

及
び
本
邦
湖
一一-
中
有
數
の
飛
離
度
を

示
し
て
一の
る

。
こ
の
M一一一一一用一-
丁
度
構

一推の
上
部
に
相
， :一…
し
て
-
1
:

-
:

ー

リ

、

商
-----
内

一
'一一1
，一一一以
深
の
水
は
一開

一一一一一・
，J-
七
度
を
保
つ
て
一の
る

。'
期
く

の
如
く
用
年
に
一且
つ
て
:
取

大
一一-
度

一一5
度
た
る
四
度
を
越
へ
た
温
度
の

水
が
深
部
に

存
在
す
る
の
は

．湖
民
一一一一一一一一の
影
響
で

，-一な
い
か
と
一一一'〈

ら
れ
る

。
水
一素
イ
ォ
ン

n
‘
-

度
は
四
米
ま
で
は
ァ
ル
カ
リ

性
で
あ
る
が

五
米
よ
り
一一'--一
に
一般
性
と
な
り
そ
の
變
化
す
る
境
界
が
は
つ
き
り
し
て

e
る

。
般
素
も
・
、米
に
下
る
と
， :
'一に
減
つ
て

七
米
以
深
は
械
め
て
徴

一f一
と
な
り

、
-lla
-l-
の
消
失
し
た

一一一一一一 :

に
は
疏
化
水
素
が
含
ま
れ
て
ゐ

る

。
本
測
の
一u-
水
后
は
生
化
一一学
的
原
因
，
J

よ
る

高
鹹
水
が
用
一一一，'
停
押

し
一一一～ ::
秋
の
測
水
の
術
-a
は
上
活
，一みに
限
ら

-t-
所
調
部
分
一一-
環
湖
と

稱
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

。

底
一一一一一生物
はC

h
irom
u
s
P

-nm
osu
s

-G
ly
P toten
d
iP
e

3
・

の
二
一一n
の
ュ
ス
リ
カ
幼
i一が
約
四

、
五
米
以
漢
に
:

M
-
・一 :一一一し
そ
れ
以
深

は
完

一一一一な
無
生
物
帯
を
な
し
て
，0
る

。
プ
ラ
ン

ク
ト

ン
も

一一S一一一一に
は

存
在
せ
・
f
、
上
后
に
は
枝
角
知
、
輪
虫
類

、
義
漢
期
が
か
な
り
豊
富

に
み
ら
れ
る

。
高
等
動
物
は
在
來
エ
'ソ
サ
ン

セ

ウ
ウ
ォ
の
み
で
あ
つ

た
が
n
ヒ
'
フ
ナ

、
ヒ
メ

マ
ス

、
ウ
ナ
ギ
等
が
放
養
さ
れ
た
事
あ
り

一一一r一
、
フ
ナ

等
は
繁
殖
し
て

-b
る

。

ト

ウ

ヤ

（四
）
洞

爺

湖

有
珠
、一-一田
一E
部
に

時
る
大
湖
で
-
水
の
最
組
に

商
み

湖
1g-
に
温

泉
一一一E出し
組
光
行
樂
の
地
と
し
て
名
高
い

。
湖
作
月
ill-
に

は
1

国

館
水

一一匯
，一一門
製
・

校
臨
湖

一一一一一一驗
所
が
あ
る

。

成
国
は
火
山
地

一一一一一に
生
じ
た
大
規
模
な
m
沒
で
所

一一ヵル
一ァ
ラ
ー--m

と
稱
・一一られ
る
も
の
で
あ
る

。
．測
面
海
技
八
'

'

米
で
測
中
に

中
ノ
島

観
一一一．
，
-

島
'
-的

一一明
島
の
三
島
あ
り

、
．

:

:
-
・一・一一・』
除
い
た
面
一:-
六
九
'
六
平
力

将
に
及
ぶ

。
本
湖
0

最
大
水
深
に

就
て
は
明
:一一一:十
f-
年
水

」端
部
の

測
深
で
は

一
八
八
米
と
さ
れ
た

，．、:
そ
の
後
の
調
在
e
は
こ
の
深
さ
-l;

破
見
さ
れ
ず
、
大
開

一
七
九
・
-
米
が
:
'取

大
'-'

，ら
ぅ
と
有
ぜ
ら
れ
る

。

流
入
川
は
幌
別
川
，一一一:一:
取

大
と
し
他
に
小
川
，

l

，-
．

・一f・
サ拍
り

、
排
水
は
商

東
機
の一
":

．
j
一一 ::
川
で
行
は
-t--
直
ち
に
、．M
と
な
っ
て
長
流
川
に

合
流
す
る

。

本
湖
r
--:
北
，m
通
と
し
て
は
組
吸
な
地
に

あ
る
上
に

流
波
低
く
面
～-
測

が
接
だ
大
き
く
深
く
て
全
開
が
冷
却

'-u
れ
一一一一一い
か
一-
，左一期
--
測
而
に

結
氷
を
み

な
い

。

水
色
は
靑
色
、
透
明
度
は

一
三
-
一
七
米
位
で
あ
る

が
昭
和
十

三

年
に

は

二
三
・
五
米
が
測
ら

れ
た

。
資
築
養
湖
で
あ
る
か
ら
深
-i-
ま

で
酸
素
は
十
分
港
解
し
て
一e
る

。底
接
生
物
は
費
集
-

9
湖
の
特
微
を

理
は
し
、
酸
發
の
欠
乏
に
耐
へ
な
い
Ta
n
y
t
a
r
s
u
．s
-

'enu
in
u
s

（
ュ
ス

リ
カ

） :
期
一

・M一や
端
関
類
、
費
毛
期
が
分
布
す
る
o

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は

械
物
性
少
く

、一著
し
い
の
は
機
開
一・
類

C
y
c

-oP
s
st
ren
u
u
s

枝

f
r
j

期

Daph
n
ja
lon

9sipm
a
hy
a
lina

其
他
で

、
支
物
湖
に

多
量
に
一一一一一一-一

す
る
機
脚
類A

can
th
odh
p
t
om
u
s
y

基n
sis

は
本
湖
で
は
發

見
さ
れ
な
ぃ

。

- 22-

本
湖
の
産
物
-:
メ

マ
'

ス
は
明
治
二
十
六
年
一
阿
表
湖
か
ら
種
卵
を
移

入
し
た
の
に
始
ま
る
が

、
本
湖
の
環
境
は
ヒ
メ

マ
ス
に
適
し
て
-b
る

ら
し
く
魚
f-
が
大
き
く
な
っ
て
そ
の
原
種
た
る
海
楼
の
一一一
ニ
f

ス

（0nc
orhyn
ch
u
s
n
erk
a

）
の
形
態
に
復
1llf
し
た
か
の
観
が
あ
る
o

一一」メ
マ
ス

の
主
要
解
科

:

は
一一一aphnia

long
isp
ina
h
ya

-i
i
M

で
支
笏
湖

の
．ヒ
メ

マ
ス

が

Acan
th
odiia
P t
om
u
s

を
-一
要
解
料
と
し
て

--b
る
の

l
對
照
的
で
あ
る
o

こ
の
外
コ
ヒ

、
一一
ジ
マ
ス

、
ワ
カ
サ

ギ

、
本

ン

マ
ス

（サ
ク
ラ

マ
ス

）、シ
ロ
マ
ス
等
も
他
よ
り
移

:

械
さ
れ
た
o
i

fl-
要

漁
獲
物
は
ヮ
カ
サ
ギ

、
ヒ
メ

マ
ス

'
マ
ス
等
で
年
産
八

、
七

一
五
一一一一一一

（昭
一
八

）
に

達
す
る
o
・ツ
一一
ラ

（五
）
換

多

樂

湖

登
別
-a
泉
よ
り

二
・
五
-F-
の
地
に

あ
る
火
ロ
湖
で

．海
拔

一
七
九
米

に
し
て
:

構
郭
始n
ど
国
形

、湖
周
は
環
一一m- i

に
よ
つ
て
一続
ら
さ
れ
流
入
川

、

排
水
川
共
に
存
在
し
な
い

。處
・一一に
湖
岸
よ
り
沖
に
向
つ
て
深
い
岩

の
梨
目
が
あ
り
ェ
ン

ガ
マ
と
呼
ば
れ
て
一e
る

。
面
積

一一一・
四
三
平
方

神
．一一一 :

-

， :め
湖
盆
は
急
簡
科
し
て
深
く
な
り
最
大
深
度

一
四
七
・
五
米

t
測
る

。
成
質
は
浮
泥
の
沈
積
少
く
大
體
白
一 :-
］-
-

:
:

石
よ
り
成
り
一
神
前

山
一一一一一出
物
が
堆
積
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
o

例
年

一
月
二
十
日

一項
か
ら

四
月
下
旬
ま
で
結
氷
し
て
一〇
る

。
極
端
な
費
榮
養
湖
で
水
は
一1-M
色
を

呈
し
透
明
度
一一
-

-
二
四
・一一一
米
を
記
一
解

す
る

。

湖
底
生
物
は
ュ
ス
リ
カ
幼
虫
と
一資
毛
類
よ
り
成
り

、
プ
ラ
ン

ク
ト

ン
は
一資

:一物
で
特
に
植
物
性
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は
微
一一一一一で
あ
る

。
稍
・一一多

い
の
は
機
角
類
で
又
機
脚
類
Acan
t

h
o
di
ie
to
m
us-
は
以
前
分
布
し
な

か
っ
た
が
人
工
的
に
移
さ
れ
て
繁
殖
し
現
在
は
採
集
さ
れ
る

。
魚
類

の
移
植
は
明
治
四
十
一一'
年
の
ヒ
ー

マ
ス
放
流
を
始
め
ゥ
グ
ィ

、
コ
一一J

フ

ナ

、
カ
ヂ
ヵ
等
の
移
殖
・-a
が
試
み

ら
れ
た
が
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

が
少
な

い
か
ら
增
殖
成
救
は
思
は
し
く
な
い

．
o

本
湖
の
ェ
，y
サ
ン

セ
ウ
ウ
オ

は
成
長
後
も
a8
を
有
し
所
一開
期

形
成
熱
〇

理
象
を
一 :--一す
る
事
が
知
ら

れ
て
-

の
る

。

・・

（六
）
カ
ル
ル
ス

洲

（ウ
一ハ
シ
ア
ン

一m
、
橘
池

）

登
別
-a
泉
の
奥
に

あ
る
カ
ル
ル
ス

温
泉
に

-f
る
約

一粁
手
前
右
方

に

あ
り

、
そ
の
成
国
は
火
口

生
成
後
の

一的一M
-一に
よ
る
と
-la
は
れ
る

。

海
拔
四
三
〇
米

、
面
積
〇
・
一
一
五
平
方
杆
を
有
し
:一一一大
深
度

一
三
'

八
米
を
測
る

。
川
は

一
つ
も
な
く
湖
面
は
十

一
月
下
句
よ
り
四
月
下

f可
ま
で
の
間
結
氷
に
一一一一はれ
る

。
水
色
機
色
で
多
少
暗
色
を
帶
び

、

透
明
度
四
-
八
米
位
で
あ
る

。
水
質
補
一一一一般
性
で

一m…
存
築
養
物
質
は

少
く
費
集
発
湖
に
屬
し
、
ブ
ラ
ン

ク
ト
ン

も
少
一aa一
で
あ
る
o

エ
'ソ
サ

ン

セ

ウ
ウ
ォ
が
一m fn

-i

し
て
一〇
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
明
:
-

-

四
十
二
年
ウ

グ
イ
を
放
養
し
後
=

:一J

・一一移一械
し
て
よ
い
成
一
積
を
あ
げ
た
o

ヒ
メ
マ

ス

の
移
械
は
成
織
不
良
の
機
で
あ
る

。

シ

1

ツ

（七
）
支

笏

湖

北
海
道

一
の
大
さ
を
有
す
る
廣
大
な
カ
ル

一ァラ
湖
で
千
義
よ
り
約

二
〇
杆
で
達
す
る

。湖
解
は
隆
蒼
た
る
森
林
を
な
し
伏
牛

、一概 :
前

、

恵
庭
の
諸
岳
を
湖
周
に
配
し
雄
大
幽
送
な
る
最
観
を
一一fす
る

。湖
面



海
拔
二
四
八
米
'
面
横

七
七
・
二
平
方
将
を
一一 :一め
、
そ
の
深
さ
は
明

治
四
十
四
年

、
最
深
部
四
五
C
米
と
報
告
re--;
れ
た
が

:

=一ハ後
詳
細
な
調

益
の
結
果
現
在
で
は
一'
六
三
米
が
:一大深
度
と
信
ぜ
ら
れ
て

わ
る

。

責
に

111
總
---a
に
次
ぐ
本
邦
第
二
の
深
湖
で
あ
る

。流
入
川
は
美
一9
川

、

ニ

ナ
ル

川

、
オ
コ
タ
ン

べ
川
等
あ
り
、
排
水
は
千

一以
川
に

よ
つ
て
行

は
れ
る

）
測
が
成
く
深
い
た
め
冬
一一一'・・
も
械
く
'価
に

し
か
結
水
す
る
事

は
な
ぃ
o

水
は
・
的
一a
-一で
青
…一一一一色
元に

見
し
透
明
度
'

-

〇
米
内
外
を一
測
る

一〇
〇
以
一深
S
，

深
府
水
程
は
一‘理'ar
停
滯
期
に

も
雑
'

民
四
度
以
下
が
示

さ
れ
る

が
之
は
・一?一率
冷
却
さ
れ
た
深

．一一一一の水
が
低
温
を
持
續
し
た
も

の
で

、
か
・一-
る
深
時
で
は
高
生
'

、‘一一 :一
，り

水
の
最
大
響

度
は
水
温
四
度

以
一・1

-
:一一一て

得
ら
れ
る
か
ら
水
:一一一は一「定
し
て

わ
る
理
で
ぁ
ろ

。一-

存
化
''製
・

物
一一一 :

“は
体
少
で
測
水
に
性
し
く
一一器
、・一一一一一一一化
し
て
一〇

，つ
。

底
構
生
物
・

“オ
水

ユ
ス

リ
力
:一一-一一と
一an
'・ :
L
-
-

-一を
E
と
L
、
プ
一ッ
ン

ク
ト
ン

中
最
も
一者
し
ぃ
の
は
・一一…一，一一一色
～

機
開
一期
A
c
a
n
t
-

'（）d
i

a
P
t

o
mu
s

l・ll:
ama
n
a
c
c
n
s
-

s

で
一=-
-l-
の
外

Da
p

一一n，n ia
l

o
n
g
i

s
p
-

n
a
h
y
a
u
n
a
-

Sca
P
:ho
l

e
be
r
i

s
．

muc
ro
n
a
t
a
，

B
o
s
-
r
-
i

n
a
c
o
rc
9
o
n
i

等
の
:一一、一…一一期
も

普
通
に
み

ら
れ
る
o

A
ca
n
t

一一一od
i

a
P
t

o
mu
s

の
赤
一一 i-ll「色
の
::
-

，一色
原
----
を

な
す
カ
:一チ
ノ

イ
ド

色
一素
は
動
'

物
需
一内
で
は
合
成
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
（西
と
な
る
微
細
な

一一一漢
か
ら
山
來
す
る
も
〇
で
あ
ら
う
o

本
湖
一一J
採

一m、さ
れ
る
ヒ
ド
ラ

が
時
と
し
て
や

は
り
赤
紅
色
を
:
f

し
て

一〇
る
の
は

A
ca
n
t

:ho
l=

」 ia
P
t
o
m
us
を

一那〈 l

一一a一
す
る
た
め
と
考
へ
ら

れ
る

。

尚
本
測
の

Ac
a
:n
t
h
o
di
i

ap
to
m
usl-

は
著
し
い
益
夜
移
動
の
習
性
を
有

し
日
中
は

一
五
-
二
〇
米
に
期
集
し
一一一一間に
な
つ
て
表
-i-
に
擇
山
現

は
れ
て
く
る
o

本
湖
の
接
息
動
物
と
し
て
は
在
來
ア
メ
マ
ス

（イ
ヮ
ナ

）'
カ
，チ
カ

、

ェ
ソ
サ

ン

セ

ウ
ウ
ォ

、ザ
リ
ガ
ニ

等
が

一準げ
ら
れ
る

が
こ
の
中
ザ
リ

ガ
一一
は
昭
和
一一
年
'

明
か
ら
瑞:
ど
見
ら
れ
な
く
な
つ
た

。
移
一和
種
と
し

て
は
ヒ
メ

マ
ス

、
マ
ス

、
一一
ジ
マ
ス

、
シ
ロ
マ
ス

、
カ
ハ
マ
ス

、
ウ

ク

イ

、
フ
ナ

、
ス
'

チ
ェ
ビ
等
が
ぁ
り

、
そ
の
中
マ
ス

は
理
在
容
を
見

ず
ス

ヂ
ェ
ビ
は
よ
く
一一一一一一一M・
-一ニ
ジ
マ
ス
も
始
:

，殖
し
て
一9
る

。
又
フ

ナ

は
丸
的
温
泉
附
一近
や

一一-…一一 :-
-

一
川
=

、美

一M川
n
で
一的
れ
，o
と
云
-

に

れ
る

。

昭
和
四
一一一一一一一一一一・一一囲
か
ら
移
入
し
た
シ
ロ
マ
ス

は
M一
和
八
年
に
に

一
尾
獲

れ
た
記

，難
あ
り

、
又
田

:

和
一ハ
年
米
関
か
ら
移
人
-

一た
力

ハ

一'ス
は
時

々

漁
獲
さ
れ
る
事
が
あ
る

。
最
も
よ
く
'

増
'一烟
-
常

．湖
S
'

名
一一一一一と
な
っ

た
の
r
f

ヒ
メ

マ
ス

で
あ
る
が

、
ヒ
メ

マ
ー

一一'
-
元
一一一、・一-
・一果、
．湖
に
ァ
イ
ス

語
で
力

パ
チ
I

ッ
ポ
と
一一構
す
，

，，一…一が
あ
一～

之
，，
=
-

'i・
の
結
果
-一一一一一--
，一の

一一一
一一
マ
ス

（0
n
c
o
r
-
◆

-

・

n
c
一一us
n
c
r
k
:
-

）
の
陸
対
組
な
り
．

と
一-
定
さ
れ

て
明
:一一二十
六
年

千

一成
解

化
f
に
卵
を
移
し
て
解
化
式
験
を
行
一n
）

一一，''十
七
年
か
ら
'

'
'

ケ

年
に
一且
り

M
基一湖
か
ら

組
那
を
支
・

7
-
湖
に

移

t
た
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
新
し
く

服

．
随
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
支
一一一 :-'

測
々

呼
シ

リ
セ

ツ
ナ

イ
川
n
に

解
化
場
を
設
け
明
j

-
'
-

'

十

一
年
よ
り

本
．測
内
で
も
標
期
，人
T
解
一
化
放
流
が
行
は
れ
た
結
果
一一一る一確
に
繁
殖

し
本
測
一S
最
も
一中
'

要
な
一一M
-

一期
と
な
つ
た

。
そ
し
て

進
に
本
湖
は
ヒ
メ

マ
一一一一一M
・

那
一の
供
給
地
と
な
り
道
内
外
の
一一一一
．湖に
那
か・
移
出
し
更
に
始

め
統
卵
の
'
，一一一．給
を
仰
い
一一．一一同一一一一湖
に

對
し
て
逆
移
出
一一一一一::一
行
つ
た
一…p
さ

へ
あ
る

。然
し
乍
ら
機
息
:一…，の
一一一 ::大
と
共
に
照
ら

れ
た
湖
内
の
一一一u-一科
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が
不
足
し
魚
體
の
小
形
化
を
來
し
て
組
族
と
し
て
表
--
し
か
け
た
と

こ
ろ
に
一Mm
被
と
卵
一一一本一一一一一n一病の
發
生
に
通
一 :-一一
魚
能

一は
激
減
し
て
大
正

十
四
年
か
ら
六
年
間
と
い

．
-;
も
の
始:
ど
親
一一一一一一が
採
補
さ
れ
・
ず
止
む
を

得
・f i
1

，一器
一一一島
ウ

ル
モ
一一一ツ
か
ら
原
種
た
る
べ
一一
マ
ス

の
卵
を
移
入
し

又
洞

．
爺
湖
か
ら
ヒ
メ

マ
ス

卵
を
人
れ
た
り
等
し
た
が
資
源
S

同
複
は

一
時
的
で
田

:

和
十

一
年
一3一か
ら

:

…

-

び
表
理
の
兆
願
然
と
な
り
現
在
で

は
年

一座
四

、
五
〇
八
尾

（昭
一
八

）
程
度
の
漁
題
で
あ
る

。

一は
破
性

（P
H

四
・
九
-
五
・
〇

）
で
分
析
結
果
は
硫
酸
a
-

一
相
々

多
最

で
あ
る

。
そ
の
他
の
化
學
物
質
は
使
少
で
湖
水
は
、資
集
養
般
態
に

あ

り

、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン

も
・

少

く

、
そ
の
中
で
は
A
ca
n
t

h
o
d
h
i
n
P
t
o
mu
s

がが

=・
力.、

一M-一
息
す
る

。（九
）
ウ

ト

ナ

イ

o
m
u
s

で
あ
る
力

施
肥
武
，驗
一-
行
は
れ
た
事

lり
五
回
一一e::
-
・

:
…
:

・一一…一安
一
〇

‘）策
と
し
て

測
水
の
楽
養
化
を
岡
る

る

。
即
ち
1la
和
二
年
か
ら
四
年
に
:u一

を
一一一-
・

使

、
過

一一一一一般
一右
灰

一
(、)

を
七

:

．
， :・
使
測
中
に

技
じ
、
そ
の
結
果
細
水
中
に
ァ
ン

一e'
一
ァ
配

加
を
み

．一一一J
・一一一も
そ
の
効
果
--
昭
和
六
年
ま
で
し
か
一一一一一一か
ず

、
又

l一は
一…一一y・-
'

に
よ
る
吸
着
の
た
め
湖
水
に

對
す
る
肥
効
'---
な
か
っ

で
あ
る

（八
）
ォ

n

タ

ン

ぺ

--la

支
一-S
測
北
西
送
に

流
人
す
る
ォ
コ
タ
ン

べ
川
の
水
源
を
な
す

小
M
-

止
湖
で
海
波
・n
七
二
米
に
:一～-一し
測
一．- ::
は
山
施
一:一り
四
つ
の
小
川
が
流

入
-
て
ゎ
。
る
-

湖
水
は
南
東
端
で
T-
…一-
の
間
か
ら
排
出
-
直
ち
に

程

布
と
な
っ
一T一一0- :一流
し
ォ
:

タ

ン

べ
川
と
な
り
數
例
の
:
-一一一布
を
經
て
支

笏
測
に
:

注
--，

。湖
面
面
積

C
・
四
六
平
方
-F F
、
最
深
部
二
一
米
を
測

る

。
底
一M
は
大
部
分
一一一一一一一 :-

-一で
水
は
…

船

色
を
::
-
:一し
極
め
て
透
明
、
水
一一:一---T

%
拂
部

:

械
一一E
村
に
あ
る
一一例'
色
淡
水
洲
--
面
積

三
・
七

，一平
方
-F1:
を

l
l-
め
:一一一深
部
使
に

C
・
九
米
で
あ
る

。
同
邊
'--

:
-

一m
-n
-

-
:

地
で
美
々
川
外

四
川
流
入
し
商
端
の
一切
拂
川

か
ら
排
水
す
る

。
-llE
質
は
火
山

一以
を
混

じ
た
・一一一， '，'が
大
部
分
・一，-・一
一' :， iめ
一0
。水
質
は
略
-

中

性
で
あ
る
が
流
人

川
河
r1
一-l!-
く
は
1ll-
性
を
'

:
f一す
る

。一一一… :1-:
物
':-
一
「一に多

:

‘一で
あ
る
o

か
く

の
如
く
沼
津
地
の
川
か
ら
腐-
:

械

一 :一が :
-li-
人
さ
れ
て
一〇
る
が
:

-一一，水
が
一一一一

ど
酸
性
な
ら
ざ
る
た
め
一一 :一一発
、・r
OJ

化
し
生
産
力
は
大
き
ぃ

。-
的
:一一一'，Mの

存
在
す
る
と
き
水
が
酸
性
な
れ
ば
M
本
'

食

物
質
は
吸
'
'川

-
れ
'

◆

生
産
力

は
低
下
す
る
の
が
例
で
あ
る

。

a一知
'f
ウ

グ
イ
、
イ

ト
ウ

オ

、
フ

ナ

、
コ
ヒ

、
ウ
ナ

ギ

、
ウ

キ

f

リ

、
カ

ヂ
力

、
タ
カ
ノ

ハ

ガ
レ

イ

、
フ

ク
ド
ヂ
ョ
ー

'、
ワ
カ

サ

ギ

等

が
M
‘り
ス
'f
エ
ビ
も

構
息
す
る

。E
'

要
油
整
物
，ー

ウ

グ
・

，、
コ
ヒ

、

ス
，チ
ェ
ビ
等
で
．一一- i
1

m
，

二

）三買
（llM
一
八

）
に
一一一、一す
る

。
本
--l/
の
ウ

グ
ィ

（T
r
i

bo「一odio
n
h
a
k
u
e
:ns
i

s

一・一一一a
k
u
e
n
s
i

s

）

は
存
解
，ll9
a
を
:
-
-r
す

る
が
未
産
卵
の
・一一・一-
功
-a
川
を
下
つ
て

一
:
=
． :
-

一一一一に
入
り

、一一一一M一 :び
1l-

近
の
別
の
川

、
例
〈
，
ば
期
川
川
等
に

遡
上
-
て

一一一一一一'm一を
行
ふ

。
こ
の
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構
に

産
卵
期
に

一
旦
降
海
し
て

か
ら
別
の
川
に
遡
つ
て
一一一一一一n一す
る
習

性
は
他
に

例
の
な
い
慮
で
之
は
沼
内
及
勇
桃
川
の
川
床
が
火
山
灰
の

泥
，一，一一一一一地で
産
卵
に
不
適
な
た
め
で
あ
ら
う
と
一一一一はれ
る
o

（一
〇

）
石

一一i一一古
川

石
特
川
が
石
特
平
野
を
蛇
行
す
る
湖
曲
部
は
新
流
路
の
開
整
に
伴

ひ
昭
和
六
年

一f-
月
本
流
と
の
開
係
を
紹
た
れ
て
石
一一一一-n
川
と
呼
ば
れ

る
人
爲
的
河
跡
湖
と
な
っ
た
o

そ
の
長
さ
は

一
六
粁
一一一一:一
越
一一最
大
深

度
一一:-一一一:-一一一a一、附
近
で

一
二
米
を
測
り
，
深
活
に
は
管
て
本
流
時
代
に

:
-一一一

入
せ
る

一一一一一一水
が
残
存

一S:
和
し
て

一e
る

。底
質
は
九
米
以
、深
は
黒
色
戦

泥
が
一一一一一横
し
八
米
で
は
灰
色
の
納
土
が
之
を
組
〇

七
米
以
漢
で
は
之

に
多
少
の

砂
質
を
混
じ
て
一e
る

。
水
色
は
一御
色
で
透
明
度

〇
'六

1

〇
・
八
米
し
か
な
い

。
一
〇
米
か
ら
下
に

は
多
:

一一一一一f一分
が
含
ま
れ

最
深
部
の
底
'

-一一一の
-一素
基
ハ
〇
〇
〇
延
/
立
以
上
に
及
び
、
酸
素
は

一C
米
、以
深
皆
無
と
な

一一て一e
る

。こ
の
停
福
后
は
秋
の
術
環
期
の

最
中
に

も
観
察
さ
れ
用
年
経
續
す
る
可
能
性
が
多
い

。

底
控
生
物
は
好
厳
性
の
一一ス
カ
リ
幼
虫
が
優
占
す
る

。
尚
奥
部
に

於
て
底
一一一一一ま
で
淡
水
が
占
め
る
と
こ
ろ
に
も
好
鹹
性
の
ゴ
カ
イ
類

N
o
to
mas
t
u
s

が
底
土
中
に
發
見
き
れ
る
の
は
底
泥
含
有
水
中
に

理

分
が
残
存
し
て

一0
る
た
〇
で
あ
ら
う

。
こ
の
底
泥
含
有
水
中
の

理
分

は
除
-

に
上
部
の
水

一一一一一中
に

一締
け
石

一一一一・一・口川
は
全
體
と
し
て
年
・一一淡

水
化
さ
れ
て
行
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
o

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は
豊
富
で

一

-
i

:一類が
最
も
多
く
甲
設
類
も
優
勢
で
あ
る

。
主
要
漁
獲
物
は
ヮ
カ

サ
ギ
で

、
こ
-』の
ワ

カ
サ

ギ
は
m一一一化
後

一
ケ

月
經
た
體
長

二
'五
一
洞

以
下
の
時
代
に
は

B
rac
h
i

o
n
u
s

a
n
9
u
l

a
r
i

s

（輪
虫
a
）、
機
脚
類
の

Na
u

．
D
l
j

u
s

幼
生
、
E
u
r
y
t
e
mo
ra
a
f
f
i

n
i

s

-

，一浦
-

開
一期
）
等
を
食
し

、

體
長

=

．
L
-
:
:

--
一組
に

達
す
る
と
主
に

E
u
r
y
t
e
mo
ra

を
;f
り

、
體
長
三

I
四
組
．
-

，一一一。一
越
す
と

E
u
r
y
te
mo
ra

の
み
を
報
食
す
る

。二
歳
魚
と
な

つ
て

體
長
八
一E一以下
の
間
は
・一・一・一一
と
し
て

E
u
r
y
t
e
mo
ra
-

L
e

．
o
t
〇（
-

o
r
a
k

一n
a
t
i

i
-

M
e
so
c
y
c
l

o
p
s
l

e
u
c
k
a
r
t

一
一一一一'・，一一・一一一一m
り
、
開
長

八
組
．
-

-
-

．
:

一
越
し
た
も
の
は
遊
:

次
索
解
活
が
深
く
な
る
開
係
で
下
活
に
分

布
す
る

N
e
o
m
y
s
i

s
i

n
t

e
r

me
-

-
i

a

を
多

量
に

無
食
す
る
一様
に

な
る
o

（一
一
）
札
幌
附
一近
の

泥
…一?一m

札
幌
東
方
の
低
地
帶
-
は
幾
多
の
腐
，抽
表
発
化

一，る・--
'
機一一が存

在
し
比
較
的
大
き
い
も
の
と
し
て

は
千
歳
川
流
域
に

あ
る
長
都
・m・
'

馬
追
洲

、g
m
等
が
舉
げ
ら

れ
る

。

長
都
沼
は
恵
庭
第
東
方
約
八
杆
に
あ
り
馬
進
一 :

m-
は
更
に
そ
の
東
北

約
二
粁
の
地
に

あ
っ
て
一
E
紹
共
南
北
に
長
く
約
三
将
の
長
さ
が
あ
る

一m
水
は
一一:一し…
次

地
か
ら
湊
透
す
る
水
の
た
め
に

腐
．

:

械
一一一一一に
一n一み加
排
色

で
過
マ
ン

一一一0ン
破
加
E・一
消
費
:
l

M
'

が
高
い

。
長
都
-l-=
に

は
ス
'チ
ェ
ビ

、

モ
ク
ズ
ガ
ニ

、
イ
シ
ガ
ィ

、
カ
ハ
シ
ン

ジ

』
ガ
イ

、
一一一一マ
が
イ

、
英

他
a
識
が
機
息
し
主
要
漁
獲
物
は
ヮ
カ
サ

ギ

'
ウ
グ
イ

、
フ
ナ

等
で

年
産
二

、
0
七
C
一-一--t
（昭
一
七

）
を
場
げ
て
一e
る

。職
時
中
．編
地
-alr

の
干
拓
の
た
め
排
水
稚-
が
造
ら

れ
た
の
で

一m
の
水
位
は

一
居
低
下
し

て

來
た

。
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a
沼
は
幌
向
村
に

あ
り
面
積

-

・
三
七
平
方
杆
で

要
形
を
し
て

e
る
o
:

-
:

l

-一時
は
四
米
位
の
深
r
-一--
-

が
あ
つ
た
が
明
治
四
十
一一一
年
の
大
洪

水
後
水
深
一9
，、な
り

、
理
在
深
-
-
-

一
米
以
下
で
あ
る
．。
排
水
川
は
昭

和
八
年
に

夕
張
川
か
ら
江
別
川
に

切
り
か
へ
ら
れ
た

。
商
一
械

一一a一の
た

:

0
沼
水
は
-a
調
色
を
一 :--一し
透
明
度
は
一
五
1
六
六
一觀
位
し
か
な
い

。

参
季
結
水
中
と
雖
も
氷
の
下
の
間
一園
か
ら

一一一ルM
-

一一地
の
水
が
一a一一一透
し
て

來
る

の
で
水
は
冬
李
一
居
酸
性
と
な
り
酸
一
素
も
禮
し
く
消
耗
さ
れ
る

在
來
か
ら
力

ク
ド
プ
ガ
ィ
及
イ
シ
ガ
イ
が
按
息
し
て
一〇
た
が
ド
プ
ガ

イ

（方
言
シ
マ
ガ
イ

）
（
昭
和
一一一-
六
年
）
及
ヵ
ハ

シ

ン
ジ
ュ
ガ
ィ

i
（
昭
和
六
年

）
が
移
殖
さ
れ

、
又
昭
和
ハ
年
北
米
か
ら
析一一一一一'角

fa
t

mu
c
k
e
t

（
L
a
m
P
s
i

一 is
l

u
t
e
o
l

a

）
が
一移
:

組
さ
れ
た
が
一Mm
'寒
時
な

り
し
た
め
':
i

～

ん
で
了
つ
た

。
ウ

グ

イ

、
コ
ヒ

、
フ

ナ

等
が
接
息
し

，

榮
養
状
態
は
良
i一一一1lfで
あ
る

が
始
:

水
期
に

沼
が
氾
艦
し

一，・、一 :m
外
に

流
r一、---

れ
て
了

．
-;
の
で
養
殖
に
は
不
適
で
あ
る

。9
一 :

m
の
北
西
二
，粁
餘
に

あ

る
自
島
-l-=
で
は
チ
シ
マ
ド

プ
一ガ
イ

（A
n
o
（-o
n
t
a
b
e
r

一n
9

i

a
n
a
）

が
發

l

見
さ
れ
る

。
尚
以
上
の
外
に

石
特
J-
の
流
域
に
は
長
m
、
モ
ェ
レ

ー--f

彙

報

北
海
道
鮭
鱒
養
殖
水
産
組
合
の
解
散

（
li
'

珠
-lll
） :
英
の
他
多
く
の
小
さ
い
-1--
一一一一一一…が
あ
る

。
（以
下
・一八'號
）

昭
和
二
十

一
年
九
月
一
日
付
を
も
っ
て
北
海
適
知
事
の
認
可
を
一得

て
設
立
さ
れ
た
北
海
通
難
館
養
殖
水
産
組
合
は
爾
來
満
一:
質
年
間
'

英
の
使
命
と
す
る
北
海
適
水
産
解

始
場
の
事
業
に
協
力
し
一
難
一m一族
の

器
殖
保
護
を
圖
り
本
適
姚
館
漁
業
の
健
全
な
る
發
達
を
促
し
以
て

細

合
f-
の
共
同
利
益
を

一一 ::進し
て
來
た
の
で
あ
る
が
偶
'一一一一一村一一一 :

-
-

-
， r
:

化

の
た
め
公
布
さ
れ
た
水
産
業
協
同
組
合
法
の
賀
施
に
作
〇
昭
和
二
十

四
年
・儿
一-一十
六
目
同
法
に
::
-

a

き
新
に
設
立
一一一一Jれ
た
北
海
道
陸
ae
漁
業

協
同
組
合
に
:

-

:一一ハの
事
業

一
切

一，～。一一一一一，-a一
す
る
た
め
發
展
的
解
消
を
な
す

こ
と
と
な
り
組
合

f-
總
一-

i一一ハ百
七
十
五
名
中
四
一n
五
十

六
名

、
即
ち

三
分
の
二
の
同
意
を

一-た
の
で
同
年
九
月
三
十
日
札
幌
市
南
三
條
西

六

「目一一
n

1
'ク

ラ

ン
ド
に

．
1

ne

い
て
臨
時
總
一
會
・一，-一に一
開
催
し
滿
場

一一 :

t一一

左
記
一
五
名
を
清
算
人
に

選
任
し
て
解

一放
す
る
こ
と
に

-・--議
を
な
し
た

而
し
て
同
年
十
月
二
十
四
日
付
を
以
て
北
海
這
知
事
よ
り
解
散
の
認

可
が
あ
っ
た
の
で
:一一一に
滿
一二
年
間
の
集
え
あ
る
活
動
の
幕
・一一一:一閉
じ
た

記

清
算
人

半

E
一一方
一

男

氏

（組
合
長

）

同

:

械

松

適

氏

（副
組
合
長

）
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同

三

一一一一一
竹

勇

氏

（理

一一 :

-
-
・

）

同

大

西

眞

平

民

（理

事

）

同

本

m
普

助

氏

（總

代

）

i

-

．．同
配
時
總
〈
-

W
に

お
け
る
半
川
組
合
長
の
，
換
拶
要

一一:
は

一一一一一一頭
a一

般
文
・

）通
・
-

で
あ
る
o

北
海
---
鮭
總
漁
業
協
同
組
合
の
設
立

水

一m一一一一一 :一一同細
合
法
の

K
施

．
-

l
・
リ

本
通
一
回
一一一一地一…M一と
す

る
一解

一師
の
業
的-
別
一一-n業協
同
細
合
．一一一:一設
・一:，一，--
-一一一一n
の
經
、一済
的
社
會
的
-

地
:

-一一…一

の
向
-

r
・一一・同
る
と
共
に

北
海
通
姓
館
一，9
效
水
産
組
含
の

事
業
一一一一:・一
繼
承

し
一J
-

-

i・
．・

W
資
源
の
維
持
確
保
を
同
る
た
め
昭
和
二
十
四
年
四
月
三
十

日
難
8一静
，業
者

、
大
西
S

，一一一一一一，・
外
十
九
名
の
設
立
獲
起
人

、
札
幌
市
一一

ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
に
參
集
-
て

;l-
の
自
1-1
な
る
意
志
の
下
に

領
重
協
議

し
て

目
論
見
書
を
作
成
し
た
o

次
で
田

:

和
二
-
四
年
五
月
一一
，1
五
目

設
立
發
起
人

、
大
西
-f-
平
外

二
一-'
四
名
・一
基
所
に
參
集
し
て
設
立
準
備
合
・一一r一
開
き
全
員
二
十
五
名

を
定
．一一一一作成
委
--
に

選
任
し

、同
委
員
に

ま
い
て
定
．一一一一Mの
作
成
が
あ

つ
た
の
で
同
年
六
月
二
十
七
日
創
立
總
會
を
開
き
定
・

一一一の承
認
、
事

業
計
商
の
設
定
'
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
理
事
及
び
監
事
f
通

尋
1
同
年
九
月
一-'
六
日

付
を
以
て
農
林

、
大
:
城

一E
大
一 :

E一fの
認
可
を
受

け
同
年

+
月

一
日
f--
事
'
半
m
-
:
:

-

一一…一外十
四
名
が
神
り
な
，

、
（
設
立
事

務
の
引
渡
．，．
-一一． :一
受
け
'

同
一 :a
，，
-

，

，・--，．三
一-
ロ
出
資
の
排
込
が
完
了
し
た

。

よ
っ
て
同
年
． l'

一
月
十

一
日
札
税
法
務
，M
に

:l-
い
て

左
記

--
項

一一一
登

記
を
完
了
し
た
の
で
班
に

法
人
と
-
て

完
全
に

成
立
-
た

。

記

一
、
名

納

北
海
適
難
館
--
華
'

協
同
細
合

二
、
事

務

所

札
幌
市
:

北
一一'…一條
一:四
i一一一，

「国 ::
-一一一一一一前
一一

三
、
地

一…-

北
:一m
道

一
同
の

M
域

四
、
日

的

（一
）
組
合

:

u
の
事
業
又
一
生
r一に必
要
な
'

「f金
）
-

一一::一付

（二
）
組
合

---
の
一一一一金の
受
入

（三
）
組
合
一:
:一の
事
業
又
・

--;
生
一一一一r
1

一必
要
な
一物
・一一一、 ::-
'・

-l--
-一一‘

（四
）
組
合
:
=

:

の

一…一一一・
業
又
，

‘生
活
に

必
要
な
共
同
利
用
に

開
す

る
施
設

（五
）
組
合
:
-
:一及
び
組
合
の
…一一一一一一一'
施
行
に

作
ふ
漁
独
物
そ

一一一他

生
産
物
の
運
搬

、
加
工

、
保
:
-
-

=
又
に
販
資

（六
）

組
合
員
の
=通
難
防
止
一着
く
は
通
難
・前
一一一一m一に開
す
る
施
設

又
は
油
船
保
險
の
特
旋

（
七

）
態
館
族
の
人
工
解
化
及
び
天
然
器
殖
保
護
の

施
設

（八
）
難一m
漁
業
の
改
良
發
進
を
促
す
た
め
の
試
．
-
-一一一及
び
調
在

（九
）
離
館
漁
業
の

技
術
及
び
組
合
事
業
に
一開
す

る
知

一'成
の
向

と
を
国
る
た
め
の
教
育
並
に

組
合

u
に

對
す

る

一
般
的

構
報
提
供
に

開
す
る
施
設
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〇
）

組
合
:

9
の
経
演
的
地
:
-
-

の
改

一書
の
た
め
に

す
る
日
體

:

協
約
の
締
結

（
一
一
）
前
各
號
の
事
業
に

附
帶
す
る
事
業

五

、
出
資
の
總
=
数

四

百

參
一
論

口

六

、拂
込
た
る
出
資
の
總
額

金

四
給

參

再
国

七
、
出
-l-
一
口
の

金
額

金

登

千

国

八

、
出
資
一一W込
の
方
法

全
額

一
時
拂
込
と
・

「る

?

、
理
事
及
監
--l-
の

一・一 :-一名
'
:
-

:
所

札
幌
1--
南
十
四
保
西

一
T・
目
一-

四
番

:

m一

被

別
部
被

別
町
大
字
被
別
村
九

十
四
:

一一一一一地
一M- :
毛
部

一M- :
毛
町
大
字
阿
分
村
三

十
九
林
地

札
1・--市
南
二
十
線
西
五
丁
-一

札
a-
市
北
一n
使
西
二
十

「目
七

養
地

一 29 -
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一一
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一、一一一一E一
一0
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量
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-
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〈
o
一一一一

一
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国
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t

a
0
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、
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-u
一
、
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、
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-
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、

K
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=

一0
l

一一

E
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0

、
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一

一一、実
，一

一
、-

'

一一、'一一一一一一一
一、8
0
-

，
n

（
，f
l
l
'一、一a

一一
、0
0
0

、

雄

計

操

卵

数

（粒
）

親

魚

數

（
:

一一一）

(四)

昭
和
=
十
三
年
度
-a
親
魚
捕
撞
採
卵
成
-if
表

（a一一一一一、
排
太
的

、
合
計
表
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-
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a
、一-一一

i

．入

一
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（一
）

（
二

）
;（三
）
（四
）
（五
）
（六
）
（七
、一

本
一
場
長

式
・器

一解
代
場
長
代
表

（養
殖
組
合
長
）
:
:

M
-
n一

山
一M
-
'

千

一成町
長
祝
、解

渡
部
町
會

識
長
・

解
--

波
部
町
會
議
:
国
:一M
-一 :一一

石
川
北
見
支
場
長
:
:一一一一一一一一一

千
競
支
場
長
換
移

式

木

村

範

・r
i

'

- 38 -- 39 -
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年

．・一一-li-
へ
る
の（
あ
リ
・
-
す
:一一一-一化
場
の
一破一
展
の
離
史
--
0a
:

が
千
茂
町
一境
展

の
際
．a一一（
あ
リ
・一一一，-
し
・
7
o

今
日
の
千

一一一一-i-町
-;-

、
そ
の
曾
製
興
地
の
一a-
要
な
-f

場
と
し
て
一M一展
し
-la
整
多
く
-la
実
六
大
都
市
の

一っ
と
し

て
著
名
に
っ

「:そ

の

一一ろ
か
m
び
-lli
長
の

照
-一一・一一al一返
し
っ

、，-
連
上
:

用

が
設
け
ら
れ

f-…
民
;ili

一途
・一一一努 近 汕

力-lll- リ
文
化

一一一逆
む
に
っ
れ
て
内
地
人
の
來
一一 :

一n

に
入
リ
大
東
i--u

l9
争
の

眞
中
に
-

-

年
々

て
内
船

河
川
及
び
一一…'…一一一‘漁
業
に
一一一一．大
の

-la
係
あ
る
，-
，一-一一一一化
一一一一一一一一一・一一一一思
ふ

と
、'-

、

町
の

境
:
M
-一と
・一一一 :

提

．不
離
の
開
保
を
結
び
な
が
ら

一一ル一一一一一一來
つ

「:過・一一一一と
-lf
來
な

一一一び
、
愛
構

「フ
カ

パ

」
の

名
と
:一 :一ハ
に
本
場
の

班
展
な
所
リ

一
言
配
一n-
i

・一一一一中

上
げ
る
次
:一一・、あリ
ま
f
o

一一一設
立
-e
れ
以
來
六
十
年
間
離
代
場
長
の
解
化
施
設
改
壽

一0一力
に
ー

リ
現
在

◆
津

一の
解
化

場
と
な
っ
f
の
一て
あ
リ
ー-
す
o

今
や

:a
E
lt
lf
大
北
千

島
の
大
ia
国
・一一一央〇
「る
今
日
河
川
in
業
の

-
大

な
事
は
言
・一一一ま・7
・一 :一一い
所
一て
あ
リ
ー-l-
す
o

最
近
消
岸
漁
業
の

注
獲
に

-
り
日
本
識
業
將
來
性
に
っ
-
'-一一一一は一'、一一れ
一て
居

る
今
日
斯

:

-一一な
立
派

一一:一一 :

-一一化
施
設
・一一一一有
す
る
千
一一一一一一一一化場
の
使
命
は
設
に
大

な
る

-
の
が
あ
る
と
思
ふ

の
一て
あ
リ
・一一一，一す
o

本
日
千
一一一一蘇
一化
場
創
立
六
十
用
年
記

念
式
典
に
一腦

ル
所
震
の

一端
・一一一一述
べ

an一一に
代
へ
る
化

一、一一一一・、あ
リ
ま

一7
o

昭
和
二
十
三

年
十
n
三
十

一n:
千

一一一一一
町

渡

部

集

藏

n-
和
ル
・ :
:

三

一事十
月
一一一十
一

千

一一一一一
町

長

山

崎

友

吉

祝

解

私
は
址
と

一結
に

此
の
解
化

場（
生
れ
f
-
の（
す
o
的
-:ー
マ

ス
子

、
兄

は
・一一一一一一て
す
o

a
は
大
津
に
行
く
郁
郎

一一一、あ
っ

・:か
-
知
リ
ま
--

ん
o
山
べ
と

一
株
に
千

歳
川
に
の

ば
リ
四
十
年
に
な
リ
ー-l-
し

・:o
此
度
n一化
場
が
六
十
年
・一一一迎
へ
-

し
て
十
代
か
十
一五
代
n
:

か

-
知
れ
な
ぃ
-
i

の
子
一一一一と一0
:一ハ
に
心
か
ら
御
iia
申
上

一:一る
-
o

の（
あ
リ
・一一一，一す
o

書
の
藤
村
一、一、--ん
、
森
脇
一一、e
，～
、
内
海

'--

，～、
波
多
野
;--
ん

、
半
m :

---
ん

、

第
地
・一、--ん
各
小
父
・一一ん
方
が

、
あ
る
い
は
a
-

・一一一;l◆f
へ
水

一9の
一一一一な
．-E
水
・一一一'-一一

ち
又

、一一一一・一一一一一會
・一一一ねリ
場
内
の

子
一一一一一・一一一n:
一一一一--れ
「:こ
の
一
解

地
・一一一一一一一一く
般
の

優
の
般
一一一aと
な
・一一れ
・:御
信
一一一一一-:-
、一::
々
の
般
も
は-
-

‘設
-l9（
あ
リ
一一一-;-一一
，「o

思
い

一一一一音
に
は
一一一一て
感
激
に
び
f
る
と
:一 :一一に
そ
の

御

一～- :一一一一 :・一一一一一一一から
一a一社一
申

上
る

-
の
イ
、
あ
リ
ま
す
o
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昭
和
二
十
三
，一a
，度
採
卵
成
績

優

秀

者

表

彰

式
舉

行

本
組
合
に

於
て
は
十
勝
事
業
所
管
内
御

一一一一一一一腑一
化
室
の
新
楽
竣
1-一
し

た
る
を
好
機
と
し
之
が
收
容
般
態
を
發
表
す
る
と
共
に
同
事
一
業
所
管

内
各
採

」
-la
場
に

於
け
る
昭
和
二
十

三
年
度
採
卵
一一一'一組
優
秀
者
を
表
彰

し
て
-tf
來
技
術
の
向
上
に
資
-
併
せ
て
十
勝
川

:

-
n
一一開
解

化

事

業

の

一au
展
を
同
る
こ
と
に

决
定
し
た

。
依
て
-
器
在
委
員
と
し
て
水
産
解
化

場
十
勝
支
場
、r一り
幸
内
做
次
郎
、
安
川
直
-
-

'
操
一一一一一一M一一:-一文
の

三
一 :…一一一を

本
組
合
十
M
M
-
-

-
・
J
-

-
1
:

-一所
よ
り
平
野
:
-
1一:
'
松
m
一一一一一，
高
野
武
の
三
氏
を
一一一一ハ

一一委
咽
し

一作'本-
要
領
と
し
て

（一
）
過
去
の
一一一一一態
（二
）
標
卵
成

，組

（三
）
親
-h

--l-
獲
成
横

（四
）
作
業
一状
態

（五
）天
然
の
現
象
等
に

つ
き
各
査
-=
線
'

1
'
-
1一一議
S
結
果
左
記
の
如
き
成
紙
を
得
た
の
で
昨
年

十
月
十

一n
帶
廣
--i
十
m
i一商

工
搬
大

脚
會
館

一
號
に
於
て

來

一一n
十
勝
支

」
e
長
外
朝
野
の

名
士
並
管
下
標
-llP
場
一一一一一任
者
等
五
十
三
名
參
列
の
も

と
に
御
影
解
化
室
竣
工
報
告
を
か

一一 :一採・
用
一成
績
優
秀
者
表
彰
式
を
舉

行
し
た

。

式

」
uL
は
定
刻
年
前
十

一時
三
十
分
開
式

一 :

」言
後
十
m
i一一一計・業

所
平
野

主
任
よ
り
御
影
M一一一化
室
設
置
の
報
告
あ
り
次
で
半
m
細
合
長
の
換
拶

あ
り
次
で
一一 :一一卵
成
一
細
優
一一0一者に
對
し
表
彰
般
並
記
念
品
の
-ll9
是
を
な

し
次
で
十
勝
支
-a
長

、
御
影
村
長
及
大
津
村
長
等
の
來
一一n
一一一一一M一あ
り

次
で
被
表
影
者
を
代
表
し
て
西
三
號
採
卵
場

、
鄕

一
雄
氏
の
答

一一一一あ

り
て
午
後

一
時
半
閉
式

、
引
械
き
同
會
場
に

於
て
祝
賀
會
を
開
一
き
各

四

、
發
m
者
並
其
の
減
一一一

1
'

細
n
け
館
の
正
體
に
つ
い
て

北
-
-
一通
水
産
試
驗
場
增
殖
科
技
官

川
合
豊
太
郎
氏

2

北
:
'

出

適
の
河
川
で
は
ど
ん
な
割
合
で
姓一贓
が

術
ら
れ
て
一0b
る
か

北
海
道
水
産
解
化
場
事
業
一課
長

装
--

三
原
m
-

一大一 :一一

3
'

密
神
般
況
と
英
の
對
策
に

つ
い
て

北
海
適
水
産
解
化
場
長

木
村
範
郎
一・一 :

-

五
、
研
究
發
表
並
恐
談
會
の
一Ek
-

一一一 :
:

-

定
刻
一一一-・r11
組
合
長
の
換
拶
あ
り
て

一一使
講
一--i-
會
に
移
る

、先
づ
水

一一一a--，'-一験
場
川
合
技
官
よ
り
一
細
ぬ
け
一
難
の

正
體
に
っ
い
て

．一
の

題
に

よ
り
:
::一ハ0
研
究
に
な
る
建
細
を
脱
し
た
一一一一 iに
開
し
調
査
続

計
一一 :一一一一一一一一一-
-一一・
-l-:
展
一一小
し
て
詳
細
の
一一一一一--明
あ
り

、
次
で
水
藤
解
化
場

一一'
原
技
青
よ
り
一'
北
海
適
一一一河
川
で
は
ど
ん
な
割
合

一 :J :一一一一姆
が

捕
一．り
:
-

，て
い
る
か
一
と
題
し

本
道
一一-…
'

:
:

に
來
游
す
る
難一の
一
響

一一は
約
三
，n
i

M
尾
で
あ
る
が

其
の
内
一一一‘一一一 :で漁
獲
さ
れ
る
数

:

:一一一は
=一一の
約
，3

%
と
み
て

二

百
三

、一四
十
一萬
尾
で
あ
り
残
る
六
十
商

"- :-

-

N

，一八
十
高
尾
よ
河

川
で
抽
渡
さ
れ
て
い
る
'
英
の
河
川
で
加
独
さ

れ
る
一a
M
1

u
:
:

，・
，

-・一

調
べ
て
見
る
と
全
適
四
三
六
、河
川
中
約

一
三
一
河
川
で
そ
の

3
%
ま
で
抽
ら
れ
て
居
る
が
こ
の

一
三

一
河
川
中
六
六
河
川

に
は
能
9
解
化
場
が
あ
つ
て
其
處
で
約
三
十
乃
至
四
十
高
尾

が
抽
ら
れ
る

、
こ
の
量
量
は
北
海
道
に
洞
游
し
て
來
る
館
の

名
士
の
餘
興
あ
つ
て
午
後
三
時
半
に
極
め
て
盛
况
祖
に
経
了
し
た

。

成

績

第

一
位

西
三
號
-n
Jlla
場

第
七
位

札
内
標
卵
場

第
二
位

・ :

i
l一三
號

″

第
八
:一u
1
J
一一・室
:

″

第
三
位

一一一 ::
更

″一

第
九
位

佐
幌

″

第
四
位

御

影

一
″

第
十
:一…一
千
代
川
一

″

第
五
位

一 :一し一一・
別

″

第
十

一
位

愛
國

″

第
六
位

千

性

″

北
海
通
・

，n-一降
附
化
場
企
証
一
本
組
合
後
投
に

よ
る
文
化
映
--
:
-

:
1

一一一一一一の

流9

生

」
の
製
作
が
完
了
し
だ
る
一一-一 :
1一一一
-
好
期
と
し
本
-lln
合

（北
一一一r一適
姚
錦

養
殖
水
産
組
合

）
・i
1

-
:

=
-

-
-・一

-
fl1-
を
以
て
一m
i
一
館
研
究
並
懇
f
M
會
を一一…m
l

m:
し
た

。

英
の
概
要
は
左
の
通
り
で
あ
る

。

P
J-:言

一
、
目

時

昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日

自
午
後

一
時

一一H
・一同
・

五
時
三
十
分

二
'
場

所

札
幌
市
丸
井

一ァパ
ー
ト

四
階

三

、
出
席
者

北
海
適
水
産
解
化
場
長
木
村
範
郎
氏

、
北
海
道
水

産
試
驗
場
長
大
島
幸
吉
氏
、
-a
立
小
一
神
水

産
高

等

學
校
長
飛
島
貢
治
氏
外
開
係
方
面
の
名
士
約
五
十

名

'
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總
数
:一一一の
約
十
分
の

一
に

過
ぎ
な
い

こ
と
と
な
つ
て

:
-
:

-
:'

る

。

こ
の
來
游
の
状
况
は
解
化
場
の
あ
る
所
に
集
中
的
に
一
例
上
し

て
來
る
管

需
で
あ
り
こ
の

三
、
四
-・・一-
:一一一の
補
一m
範

一一-一一か
ら

二
一姓
一
"

:
-

8
方
粒
を
解
化
放
流
し

一-一一一-一の
資
源

一和
特
を
同
つ
て
居
る

理
で
あ
る
o

陸
の
酒
游
研
究
の
最
経
一n一標
は
解
化
一-
-
-一
流
数
の

:

積
大
に
ょ
つ

て
親
一 :

-

の
多
一独
を
期
す
る
に

あ
る
か
ら
来
熟
-lla
で
は
駄
目
で

あ
る
か
ら
將
-

一一一一一一報
試
験
に
よ
り
解
化
成
一細
の
增
大
を
圖
ら

ね
ば
な
ら
一u
。

次
に

館
は
本
通
し

-lli

．
-
:
:-

に
は
六

、
七
一-:
方

尾
來

一商す
る
が
そ
一一

中
の
20
%

」
-
ち
一

「 i五
十
方
尾
位
が
河
川
に
．例
上
一し
て
來
る

。

一

河
川
に

1la
上
し
て
來
る
も
の
-

内
14
～
15
%

」
-P
-

）約
十
四

、

43

五
．

力

尾
が
一川hl-
整
さ
れ
る
が
之
も
一一一-，一一一一一一 :少
の
傾
向
を
示
し
て

一

來
て
居
る

。
i9
は
上
流
で
熟
卵
・

と
な
る
の
で
途
中
で
抽
一一一一一-
-

-

ら
る

，・
と
来
熱
卵
で
解
化
に
は
適
'r
J

9
か
ら

熟
・

那
を
得
て
解

化
:一一一流
を
增
加
す
る
こ
と
が
繁
要
な
研
究

一a'一一一w期
で
あ
る

．一

と
識
明
せ
ら
れ
次
で
水
産
解
化
場
長
木
村
-
地
郎
氏
よ
り
一'
特
:一
額

般
況
と
其
の
對
策
に

つ
い
て

」
の
題
下
に

1l

一体年
本
道
一一一:-一一 :に
來
游
す
る
一M一一は
約
三
一自
方
尾
と
し
て
:
-
n一ハの

一
割
即
ち
三
十
万
尾
位
が
解
化
場
で
一
和
一一一一
．

l
:

-一一卵
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
そ
れ
と
ほ
一:
、一
同
数
位
が
一一一…一m
r
-一--
-

れ
て
い
る
の
で
難
館

の
資
源
維
持
上
:

河
に

量
慮
に
增
え
一u
資
情
で
あ
る
之
が
取
締

に
っ
い
て
は
極
力
動
行
し
て
居
る
が

一一一解:一一の
開
係
で
未
だ
充



分
の
質
續
:i:
率
げ
得
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
〇
る

、
そ
れ
で
民

間
の

:

S一力を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
沿
岸
の

:一一il
f
漁
業
者

の

み
で
は
資
源
の
維
持
が
出
來
な
い

。

改
正
．漁
業
法
が
實
施
さ
れ
れ
ば
内
水
面
-la
場
管
理
委
員
會
で

検
一一一一一・，，）て
行
く
～:
と
に

な
る
が

一
般
の
協
力
も
切
に
要
一一i-一す

る
;
、第
で
あ
る
一
と
述
べ
ら
る
o

以
上
制
究
發
表
あ
り
て
一構
一一一，・川
組
合
長
座
長
席
に

つ
き
悉
談
會

に

移
り

、
水
産
試
験
場
長
大

一一一一・一・' :-
t一:il

a
章
言
氏
、
食
上
政
幹
一一:一、
随
立

小
神-
水
席
高
等
單
校
長
飛
島
買
治

氏
、
北
i---
這
水
産
新
聞
社
長

島
・一， l
:
:
:

-
-一・一・二
郎
氏
等
よ
-l-
趣
-

有
益
な
る
御
意
見
一一發表
あ
り
極

め
て
成

營
相
に

，，・後
五
時
閉
會
し
た

。
次
で
五
階
北
海
適
一一r一

ー

ス

Ml
i=
場
に

於
て
一
制

一の
延
，生
，一

外
一一心一一一一の
文
化
映
一a
，を
鑑

f-
し
て

-
後
五
時
三
十
分

一一一一會し
た
Q

一一-日
は
寒
氣
殊
の
外
嚴
し
か
っ
た
が
天
最
極

め
て
一一前 :
則
で
あ
っ
た

た
め
關
係
朝
野
の
名
土
五
十
有
餘
名
の
多
数
が
參
列
さ
れ
た

。

先
づ
定
刻
係
一
日
開
式
-
-

n一
-

n
し
、
次
で
木
村
水
産
S一一一化
場
長
の
告
解

が
あ
り
'
次
で
m
中
地
方
技
宮
よ
り
工
事
の

經
過
報
告
あ
り
て
後

建
設
請
f-
者
札
幌
市

、岡
m
建
設
株
式
合
一一一一一一一一一
長
同
m
進
一 :一 :1一に
對

す
る
感
謝
般
の

投
興
が
あ
lリ

、
次
で
來
一n
就

．1-aと
し
て

-lf
部
北
・一一M一

適
水
産
部
長

、
土
橋
割
路
國
支
一一一E長
、
林
北
海
適
-f-
ill-
保
護
協
力

會
連
合
會
長
並
半
m
北
-ll-
通
～

i
l

i

一n一一一漁
業
協
同

要
r

長
等

一一一・成
辭
期

淑

あ
り
更
に
水
産
照
一一一一E:漁
業
一
課
長
其
の
他
數
氏
よ
り
の
・m
電
械

露
あ
り
て
機
閉
式

。
式
後
直
ち
に
同
所
に

f
い
て
協
一一一一一一一一 :長
，I
橋

武
士
氏
主
使
に

か
-』
る
．m
m賀
會
に
ぅ
っ
り

、
本
通
・一一?
i

-
-
-

一
功

一a一一一一一:一一一一

ll9
久
翁
の

一m赫
化
場
水
源
地
探
本分

の
一M一一一:----
-

一一一一 :
心
生一あり
一
同
大
に一

一W l一發せ
ら
る

、
・
處
あ
り
概
を
っ
く
し
て
年
後
三
時
終
了
し
た

。

（昭
和
二
f-
、
二

、
二
〇
）
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北
海
道
水
産
孵
化
場
十
勝

支
場

釧
路
事
業
場
增
築
落
成
式
の
擧
行

本

道

開

發

功
勞

者

表

彰

川
上
部
第

」「-lla
町
大
字
一一一子一一一村字
美
留
和
に
あ
る
北
海
適
水
産

-lB
化
場
十
勝
支
場
割
路
事
業
場
に
一一一eい
て
は
～:
の
度
二
千
五
百
一力
粒

收
容
の
解
化

一一f一一一一一一一一一一工
事
が
竣
工
し
た
の
で
去
る
二
月
十
三
日
牛
後

一時
よ
り
同
村
美
留
和
小
a
l

一
校
に
?
-
e

い
て
:

-a
…

成
式
が
舉
行
さ
れ
た
が

英
の
概
況
は
次
の
通
り
で
あ
る

。

昭
和
二
十
三
年
十

一
月
適
議
會
議
場
に
お
い
て
舉
行
さ

れ
た
本
道

開
發
八
十
年
記
念
式
典
に
営
り
半
田
組
合
長
に
は
適
開
發
功

:

ぉ

一者
と

し
て
他
の
數
氏
と
共
に
北
海
適
知
事
よ
り
表
彰
せ
ら
れ
表

一一一一'ルm
並
に

記
念
品
を
投
興
----
れ
た

。

開

孵

化

事

業

の

と

こ

ろ

ぐ

故

秋

味

二一

平

昭
和

二
十

三
年
は
一院
一E一一の
如
く
と
び
去
・r
、
今
正
に
二
十
四
年
を

迎
へ
三
平
も
年

一
年
と

一
足
づ
・
、近
く
な
る
に
も
係
ら
・一一一一・，
、
野
郎
又

-

何
か
く
だ
ら
一u
事
を
普
き
並
べ
た
a
-
と
云
ふ
人
々

が
擇
山
居
ら

れ
る
の
は
御
最
も
の
話
で
あ
る

、
而
し
何
は
一一一一一て
」置
き
之
れ
一一．一け
は

何
分
生
れ
が
生
れ
だ
か
ら
人
機
の
様
に
眞
面
目
な
事
な
ぞ
は
三
平
に

は
思
い
も
依
ら
な
い

。含
津
の
山
奥
解
初
山
の
確
に
持
つ
て
生
れ
た

野
人

、證
を
矢
す
る
の
だ
か
ら
日
の
一玉
の
白
一r 1一一し
て
居
る
内
は
到
底

直
る
見
込
は
な
い

'
そ
こ
で
先
般
廃
造
大
先
生
に
:

側

つ
た
ら
・

「
馬
鹿

は
死
な
な
き
ゃ
直
ら
な
い
．一
。

一一mて
激
石
先
生
の
浦
韓
と
こ
ろ

く
を
ま
ね
た
一部
で
も
な
い
が

、

生
來
駄
法
螺
を
吹
く
事
に
於
て
は
敢
て
人
後
に
將
ち
一u
三
一一一，の
事
だ

か
ら

、
腦
味
暗
を
出
來
る
だ
け

:

設
つ
て
何
か
と
こ
ろ
，，一一，、、、・・・
．
一一一一書い
て

見
る
事
に
す
る

。
先
つ
此
の
-l-
の
中
と
'一一一・一一一一も
の
は
一
六
の
養
の
日

の
様
な
も
の
で
T
と
張
'っ
た
ら
半

が
出
る
'
半
に

張
つ
0
:

-一ら
T
が
出

る

、
さ
て
何
が
出
る
や
ら
o

中

の
'

島

の
と

一J
ろ

ぐ

中
の
・一一B
の
水

一一一a孵
化
場
も
意
-

陣
容
が
整
つ
て

'
名
場
長
の
下
に

は
一
騎
富
千
の
若
武
着
が
全
部
出
描
つ
た

、
そ
れ
で
先
づ
名
-l-
共

に
大
整
石
で
あ
る
o

而
し;
そ
ん
な
事
に
は
何
の
係
り
合
も
な
い
が

、

最
近
の
中
の
崎
E一一一化
場
が
何
故
こ
ん
な
に
明
一
期
に

な
っ
た
の
か
不
思

議
な
位
だ

、
今
迄
の
解
化
場
の

一Ma氣
と
一一一-も
の
は
性

一に
御
話
に
な

ら
9
變
ん
な
心
持
ち
で
あ
っ
た

、
三
平
も
永
い
間
あ
の
・
，?
氣
の
中
に

さ
ま
よ
ぅ
て

居
つ
た
事
も
あ
っ
た
が
'
今
か
ら
之
れ
を
考
へ
れ
ば
自

分
な
が
ら
よ
く
も
動
ま
つ
た
も
の
だ
と
驚
い
て

居
る

。
去
、つ
た
機
で

も
時
た
ま
要
作
が
あ
つ
て
解
化
場
に
行
く
時

、
あ
の
n
ン

ク
リ
ー
ト

の
国
注
よ
り
内
に
入
る
の
が
何
ん
と
な
く
氣
が
進
ま
9
--l-
も

一
度
や

二
度
で
は
な
か
っ
た

、
要
談
中
で
も
自
分
の
前
後
に

は
何
か
光
か
つ

て
居
る
者
が
あ
る
様
な
氣
持
で
早
一一一と
し
て
師
つ
た
も
の
で
あ
る

。

そ
れ
が
最
近
に

な
っ
て

こ
ん
な
に
廟
ら
か
に

な
る
と
は
流
石
の
三
平

も
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た

、
今
更
な
が
ら
感
概
無
:

M
'

で

'
解
化
場
の
一a一

め
否
本
適
解
化
事
業
の
爲
め
慶
賀
に
地
一へ
な
い

、
そ
こ
で
三
平
も
浮

い
・一一一一一氣
分
に
な
っ
て

一っ
一
騎
営
千
の
方

，一を
側
面
か
ら

一
'-':
'

'
放
送

し
て

見
る
事
と
す
る
o

．

先
づ
第

一
に

三
原
事
業
課
長
で
あ
る

、氏
は
何
ん
と
云
ふ
て
も
中

の
島
の
ピ
カ

一
で
あ
る
事
は

一般
の
定
評
で
あ
る

。
氏
は
少
年
時
代 - 4S -



即
ち
札
幌

一
中
在
學
中
あ
の

一'
千
有
餘
名
の
一a
計

:

事
長
と
し
て
號
令
叱

生
し
た
ぁ
の
氣
一一:'一（
が

、
今

一画
ほ
仕
事
上
に
役
立
つ
て
居
る
一那
で
も
あ

0一
ま
い
が

、
木
村
場
長
新
任
と
同
時
に
一一一一一-lfに
面
自
い
話
が
あ
る

。一一一一一

時
世
間
の
小
一一一一m一達
は
場
長
は
此
度
．-l=-
れ
を
事
業
課
長
に

採
用
す
る
か

と
色
々

-li
評
が
あ
っ
た

、
日
く
誰
日

く
誰
れ
と
'
人
々
の
氏
名
が
話

題
に
上
て
居
つ
た

、或
る
H
三
平
は
適

」
l--
の
水
産
課
に

油
を
資
り
に

行
つ
た
時
二
三
人
の
御
役
人
様
が
机
の
隅
の
方
に
て
、
解
化
場
長
は

此
度
--l-
業
課
長
に
一護
れ
を
据
へ
る
の
だ
ろ
う
と
し
き
り
に
慢
談
最
中

で

、
-
-
-一時
:

l
:
-
-一技
師
は
そ
れ
は
調
在n
の
三
原
氏
以
外
に
今
の
度
適
任
者

は
居
ら
ん
よ
，
勿
論
一一一原
氏
さ

-
と

，一一一一然
と
し
て
一一一一・一た
。其
時
他

の
連
中
は
以
外
に
驚
い
た
許
り
で
な
く

一
齊
に
之
れ
を
一
否

定
し
た

、

:

::一ハの
理
由
は
三
原
氏
は
水

一一一一f
i

M
驗
場
時
代
か
ら
今
日
に
一一一一一'る
も
訓
査

研
究
の
人
で
調
在
課
長
な
ら
い

一rc
知
ら
・
ず

、
事
業
…

:一一一一長
は
無
理
で

、

且
つ
又
本
人
も
今
迄
の
仕
事
を
無
駄
に
す
る
か
ら
非
常
な
械
失
で
あ

る
と
一一一・r一一意
見
が
出
た

、
今
に
な
っ
て

見
れ
ば
一一:米
技
師
の
あ
の

一
言

は
全
く
営
を
得

た
意
見
で

一-一に
先
見
の
明
あ
-l-
と
一X
わ

一、一一一る
を
得
な

い

、
之
-
は
別
に

三
平
は
何
も
付
け
加
へ
た
詳
で
も
な
く

、
唯
-

當

時
の
事
を
其
ま

、書い
た
に

過
ぎ
な
い

。

三
原
課
長
の
下
に
は
音
か
ら
功
將
の
下
に
弱
率
な
い
と
一一A
ふ
推
の

通
り
'
若
手
と
し
て

は
最
も
未
來
を
理

一一一一 iさ
れ
て
居

一〇
一o
i一

能
の
士
一理

見
氏
が
居
り

、
更
に
本
一通
一一一 l

i
一
館

解
化
事
業
の
老
將
一角
地
民
と
'
更
に

又
樺
太
よ
り
一通
・一一る
海
を
越
へ
て
御
來
這
の
金
田
氏
が
あ
る
の
で
、

今
後
事
業
の
指
事
監
番
の
任
に
一
営
ら
れ
る
も
の
と
思
ふ
か
ら

、
之
れ

で
本
一a
の
事
業
課
と
し
て
は
力

事
一力
端
〇
K
と
云
ふ
處
で
あ
ろ

，
i;

。

借
て
次
ぎ
は
企
整
引課
で
あ
る
が

、
何
分
課
長
の
柴
-H
氏
が
目
下
病

氣
辨
養
中
で
あ
る
か
ら
流
石
の
三
平
も
此
度
だ
け
は
御
違
慮
申
上
る

事
と
す
る

。唯
一一一次
一m
に
武
田
氏
が
居
る
が
'
同
一=-
'

は
識
れ
も
知
つ

て

居
る
運
り
人
間
と
し
て
一一・一一一一 :のと
れ
た
国
浦
な
る
常
識
の
所
有
者

で
實
に
よ
く
出
來
た
人
で
あ
る

。
目
下
氏
の
仕
事
は

^
一一一一一一E
と
一一一ふよ

り
も

、
本
場

一
般
の
仕
事
が
多
い
様
に
見
受
け
ら
れ
る

，
又
ど
ん
な

-fl:
事
で
も
氏
の
手
に
餘
る
様
な
事
は
な
く
全
部
見
事
に

應
理
し
て
行

く
-la
な
ぞ
は
一・一:-一に
あ
ら
，さ
れ
ば
絶
對
出
來
n一
故
に

本
場
と
し
て
は
な

く
て

な
ら
一u
人
で
あ
る

。
尚
ほ
〈一一一一一面に
は
資
材
の
新
;i-
t一:1一が
居
る
事

を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ

、
昨
个
の
如
き

一一一一品
一と
一一K
わ
・一-・
、一一一一一間
と
一一一わ

ず

、
事
業
を
行

，
-;
に
は
先
づ
第

一
に

要
す
る
の
は

一n'-一-
で
あ
る
◆

其

の
資
材
の
入
手
如
何
に

:一一一一り
事
業
の
成
紙
を
左
右
す
る
の
は
明
か
な

事
-llf
で
あ
る
'
率
に

し
て
同
氏
は
着
々
と
し
て
=

:一一一成
一
細
を
舉
げ
っ
-
，

あ
る
の
は
氏
の
努
力
に
依
る
も
の
に
て
木
村
場
長
の
先
見

一一 ::一一一一一を
得

た
る
も
の
と
一一一わ'h
る
を
得
な
い

，
然
る
に

費
f-一
な
る
資
材
保
管
に

つ
い
て

は
構
内
の
一一一一一m
所
の
建
物
は
装
飾
の
一 :--S
め
に

建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
ま
い
か
ら

、
宣
し
く
活
用
す
ぺ
き
で
あ
ろ
ぅ

、
解
て

企
一
f

課
も
:

ル一一一一一一一にし
て
次
ぎ
に

は
fl--
務
課
に
ジ
ヤ
ン

プ
す
る
o

小
林
一
課
長
は
何
ん
と
云
・、一ても
押
t
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
庶
務
課
長

と
し
て

一
點
の
比
を
打
つ
----
は
な
い

、
今
よ
り
約
三

、
四
年
前
に
中

の
島
水
産
解
化
場
に
．

一
大
旋
風
が
卷
き
起
つ
た
事
が
あ
つ
た
'
あ
の

時
事
業
主
任
は
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
と
永
い
人
で

一
年
餘
o
，

短
か
い
人
で

一 4B -

一
年
足
ら
・

ず
で
旋
風
に
卷
き
こ
ま
れ
丸
で
映
飛
佐
助
さ
ん
の
様
に

何

れ
か
に

と
び
去
つ
た

、
遂
に

は
主
任
の
精
子
も
一一一一一一席
と
迄
な
っ
た

、

或
は
庶
務
に

せ
よ
事
業
に
せ
よ
又
は
調
・一一n
に
せ
よ

一
ト
一一一一一一一の
職
員
で

之
れ
又
次
，
-

一一一一
，

、
--
，，J・一 :ー

ル
．

馬
確
の
如
く
、---
職
者
が
續
出
し
た

、
常
時
は

寄
る
と
さ
わ
る
と

、
此
度
は
一一一一一れか
、
次
ぎ
は
識
れ
の
番
か

、
又
は

此
度
で
何
人
目
だ
と
:
i
:
l一（
の
数
日
と
共
に
增
加
し
、
三
平
な
ど
も
営
時

十

二
三
人
口
で
あ
つ
た
株
に
記
憶
し
て
を
る

。
然
る
に
英
の
優
秀
な

る
人
々

は
必

一一一，::一一一き
-llf
來
一再
び
戻
る
事
と
常
時
考
/

て
居
つ
た
が

、

果
せ
る
:
-一一一w- '一一一一っ
く
英
の
R要
が
現
は
れ
て
來
た
事
は
之
、
m一一 :一-lfに
営
然

と
一一一一一・e
な
け
れ
ば
な
る
ま
い

、
情
て

一除
一一一一一一は
別
と
し
て
其
の
低
氣
一一一一一一

の
眞
唯
中
に

泰
然
1-l-
若
と
し
て
小
林

一-
任
の
精
子
は
一絶
對
に

動
か
な

か
っ
た
'
而
し
其
の
半
面
に

流
石
の
f

Er

氏
と
難
も

一一M時
は
相
一
極---
人
知

れ
fi
，-一T
一一 :

し
い
事
の
あ
つ
た
事
は
識
れ

一
人
と
し
て
知
ら
9
者
は
な
か

つ
た

、
氏
は
常
に

血
S・
涙
で
あ
っ
た
に

も
係
ら
す
'
常
に

表
面
に

は

七
分
の
笑
に

三
分
の
愛
'

始
を
以
て
少
し
も
外
面
に

は
見
せ

な
か
つ
た

事
は
流
石
の
前
様
も
御
存
じ
は
な
か
っ
た

。
石
の
上
に
も
三
年
と
一一一

．
--
が
氏
は
少
な
く
と
も
一五
年
位
は
座
て
居
つ
た
一一一一一eあ
っ
た

。=
ん

な
一部
だ
か
ら

一
つ
の
fl;
事
も
調
在
．
に

調
本性

を
1-
-la
二
'
三
年
は
科
る

と
は
口
の

一一一一い
職
員
の
一一一一一一」一一一一で
あ
る

。
今

一r
前
述
の
如
く
場
内
は
旋

風
も
過
ぎ
去
り
明
期
な
解
化
場
と
な
--
小
林

一一一一一長
の
下
に

は
一一一別
支

場
長
と
し
て

、
其
名
を
一一一 :はれ
た
聖
人
着
子
の
小
野
氏
が
女
房
役
と

し
て
居
ら

れ
る
か
ら
'
先
づ

く
申
分
の
な
い
天
下
無
比
の
名
r一
ン

ビ
で
あ
る

。英
の
他
仕
-;l-
に

・-狩
野
氏
が
居
る
事
は
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
'
氏
も
fl:
拂
に
は
生
字
引
で
相
営
に

根
も
は
り
枝
も
集
へ
一力
年
支

拂
課
長
で
も
あ
る
ま
い

、
何
時
か
は
ウ
ド
ン

一ゲ
の
花
映
く
時
期
も
あ

c

事
を
三
平
は
確
信
し
て
居
る

。

調
益-
課
に
は
山
本
一一一一f
長
を
切
め

、
課
員
と
し
て
は
石
田
氏
あ
-l
''

江
口
氏
あ
り
、
西
野
氏
あ
り
'
何
れ
も
毎
日
顯
微

鏡
と
と
っ
組
ん
で

l
身
を
整

一げ
'
購
化
事
業
其
他
に
對
し
調
在-
研

一一一 :-一に
努
力
し
っ

、次

ぎ

く
と
貴
重
な
る
發
表
を
さ
れ
て
居
る
事
は
一… :-一
に
感

一 :-M
に

た
へ
な

い
次
第
で
あ
る

。

尚
ほ
本
場
に
は

今

一っ
の
有
名
な
る
名
物
が
あ
る

、．今
や

中
の
島

は
S
論
札
幌
市
内
の
水
産
關
係
團
體
及
び

一=公
a一一 :
の
水
産
人
と
し
て

知
ら
ぬ
者
は

一
人
も
あ
る
ま
い

、
然
ら
は
英
名
物
は
何
か
?
=
く
一
持

内
の
應
糊
か

、一=
く
廳
合
の
ポ
ス
ト
・ン
ー一 :

一一か
、
成
は
幽一で
も
金
魚
で

も
な
く

、
之
れ
は
:

識
者
に

一
任
す
る
よ
り
外
に
あ
る
ま
い

。

各

支

場

の

と

一J
ろ

ぐ

'

解
…

て

三
平
は
一…一一 :
び
こ

，、・
に
ト

ツ
プ
o

ス

テ
ツ
ゾ
o

ジ

ヤ
ン

プ

し
て

各
支
場
を

一
め
ぐ
り
さ
せ
て
一m
，一一一一一ま
す

、
本
場
長
は
各
支
場
長
を
通

材
適
所
に
配
一置
ト
一一
ら
れ
た
事
は
今
更
改
め
て
中
述
，・，
，る
必
要
も
あ
る

ま
い

、一一一?
に
木
村
人
事
行
政
は
中
分
が
な
い

、先
づ
・n
～一島
支
對
長
の

水
戸
部
一・、一は
構
大
よ
り
更
に
揮
提
の
各
解
化
場
に
永
く
動
務
さ
れ
て

居
つ
た
開
係
上
離
館
解
化
事
業
に
つ
い
て
は
第

一
人
者
で
あ
る
o

今

日
這
の
經
一確
よ
り
見
れ
ば
或
は
役
不
足
で
あ
る
か
も
知
ら
ん
が

、
而

し
本
適
0
南
部
に
於
け
る
孵
化
事
業
は
悪
口
を
中
上
て
は
濟
み
ま

一一一一一 一 47 -



ん
が
'
始:
ん
ど
冬
限
し
て
居
る
様
な
一一一一一一態
だ
'
之
れ
は
場
所
柄
不
止

得
る
事
で
あ
る
が

、
今
や
報
提

、
国
後
等
を
失
つ
た
本
適
と
し
て
は

此
際
南
北
を
間
は
・一一，微
一一一的に
解
化
事
業
に
全
力
を
注
ぎ

、
且
つ
又

技
術
の
向
上
を
計
り
以
て
往
時
の
全
盛
時
代
に

再
現
す
る
に

は
今
後

同
氏
に

期
特
す
る

一一一一大
な
る

べ
く

、
現
在
…一一-
評
の
如
く
渡
島
支
理
管

内
の
解
化
場
の

一
部
に

は
一米
一一一M
-一一池
に

は
難
草
が
流
忙

々

と
密
生
し
て
居

る
，-- :
・

、
畑
や

水
川
に
は
車

一本
も
な
い
と
云
ふ
悪
:

=
は

一
日
も
-i-
く

解
消
し
た
い
も
の
で
あ
る

、
水
一一 :

L
，

部
氏
に

一一一一一一の
御
密
一一一を一前
る

。

天
国

一支
場
の
設
置
に

對
し
て
は
永
年
の
計
-lf
で
あ
つ
た
が

、
現
場

長
に

依
て

-llf
現
さ
れ
た
事
は
本
通
鮮
館

．流
業
の
一一一一一め
械
び
に
た
へ
な

い

、
こ
・・一-，に
木
村
場
長
に
對
し
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
'
本
這

の
河
川
に
於
て
は
石
'n一 :
川
を
初
め
と
し
て
十
解
川

、
釧
路
川

、
英
他

重
な
る

、
各
河
川
に

は
今
日
這
解
化
事
業
に
は
多
大
の
成
一一一一一を
舉
げ

つ
-l
'
あ
る
に

も
係
ら
ず
'
本
適
の
三
大
河
川
の
一
な
る
天
一
理
川
に

は

僅
に

上
名

一一一一に
一
解
化
場
を
見
る
に
過
一一一一一一一f
，、
英
規
模
極
め
て

小
に

し
て
到
底
御
話
に
な
ら

9
'
然
る
に
今
回
美
深
B-
」に一
大
離
一化
場
の

設
置
を
見
る
に
至
り
た
る
は
將
來
天
良
国
沿
岸
の
'-

，'
．一g

一的
-a
業
に
貢
献

す
る
と
こ
ろ
大
な
る
こ
と
に

想
到
す

，
1

．
-t-
ば

、
賀
に

感
謝
に
一一一一一へ
な
い

從
て
此
際
新
任
の
， ::1--
田
支
場
長
の
一 :一一一一の
御
努
力
を
御
願
し
て
止
ま

一n
次
第
で
あ
る

。

北
見
支
場
管
内
の
孵
化
事
業
は
流
石
石
川
支
場
長
の
続
括
下
に
あ

る
蘭
係
上

、
所
屬
事
一業
場
は
何
れ
も
着
一

-一一一俯し
っ
・・一一あ
る
は
勿
論

更
に

新
設

:

積
張
を
見
つ
-』あ
る
事
は
同
氏
の
計
-lf
よ
ろ
し
き
を
得
た

る
結
果
に
外
な
ら
ず

、
尚
ほ
氏
は
解
化
事
業
技
行
者
で
は
あ
る
が
一
確

れ
云
，一・一とな
く
氏
は
實
に
立
紙
な
る
政
治
的
手
院
の
持
主
で
將
來
其

の
點
に
相
営
重
、-t一
を
な
し
て
居
る
機
に

見
ら
れ
て
居
る

。果
し
て

然

ら
ば
政
界
に

馬
を
進
め
て
中
原
の
鹿
を
獲
止
め
る
時
期
の
fu
來
す
る

事
を
三
平
は
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
前
つ
て
止
一一一、-l-
ぬ

。

此
度
一一一別
支
場
長
に
果
轉
せ
ら
れ
た
る
新

一一一a-
一:一: l一は
，m
-一に
今
国

f

を
飾
つ
て
赴
任
さ
れ
た
一
部
で
自
他
共
に
．脱
一illf
せ
ざ
る
を
得

な
ぃ

。
同

氏
は
今
を
去
る
-ll;
約
二
十
年
前
に
虹
'

別
に
在
職
さ
れ
て
居
つ
た
が

、

営
時
の

m
中
支
場
整
過
任
と
共
に
虹
'

別
を
去
ら
れ
其
後
押
提
島
;
民
間

解
化
場
に
在
職
せ
ら
れ
て
居
つ
た
が

、
苦
節
二
十
年
送
に
今
回
虹
別

支
場
長
の
精
子
を
独
得
さ
れ
た
の
は
全
く
氏
の
努
力
の
結
果
に

し
て

一一一 :llf
に
慶
賀
に

た
へ
な
い
と
同
時
に
此
錦
を
決
し
て

-J
f
----
ぬ
機
に

と

老
婆
心
な
が
ら
中
上
る
次
第
で
あ
る

。

本
道
の
解
化
場
中
十
勝
解
化
場
程

、
創
設
以
來
茨
の
途
を
ふ
ん
で

來
た
解
化
場
は
あ
る
ま
い

。一正
に

七
轉
八
起
と
云
ふ
-a
で
あ
る
'
明

治
三
十
二
年
即
ち
今
を
去
る
事
五
十
餘
年
前
十
勝
外
四
部
一一一一一一m一養
殖

水
産
組
合
に
依
り
帶
廣
市
外
の
オ
一一一
リ
一一一
リ
に
初
め
て
出
來
た
答
時

三
平
等
の
先
華
鴨
川
齊
氏
が
技
一有f
者
と
し
て
千
，一一一一解
化
場
よ
り
:

超
任

r
-
---;
れ
た
の
で
よ
く
知
つ
て

居
る
が
'
今
日
十
勝
が
千
:
成

解
化
場
を
渡

-lle
す
る
程
の
大
解
化
場
に
な
っ
た
一隆
に
は
営
局
は
勿
論
常
該
技
術
者

は
血
の
見
る
機
な
苦
心
を
被
け
て
今
日
に
一一一一一一fつ
た
の
で
あ
る
事
は

、

今
更
改
め
て
申
述
る
必
要
は
な
い

。
官
管
に

移
管
と
共
に
此
處
に

と

-0:
込
ん
だ
の
が

、
現
在
の
幸
内
支
a
長
で
氏
は
赴
任
と
同
時
に

-
解 - ,●B -

管
内
に

於
け
る
解
化
事
一業
を
根
本
よ
り
之
れ
を
改
革
し

、
着
々

と
し

て
其
成
績
を
舉
げ
今
日

の
一
大
盛
況
を
見
る
に

至
り
た
る
は
一一一o一に
感

謝
に
た
へ
な
い
一E一で
あ
る
が

、
又
こ
の
一藤
に
は
民
間
人
に
し
て

此
の

事
業
に

死
力
を
盡
し
て

く
れ
た
人
が
あ
つ
た
事
を
忘
れ
て

は
な
ら
一9

官
廳
の
事
業
と
し
て
は
豫
算
其
他
0

）開係
上
ど
ん
な
計
il--
が
あ
っ
た

と
し
て

も
一一u一行
不
可
能
の
場
合
の
あ
る
事
は
常
然
で

、
英
時
に
富
り

之
れ
を
表
よ
・n
-

，

或
は
裏
よ
り
應
援
せ
ら
れ

、
今
日
幸
内
氏
の
成
功
を

見
る
に
至
り
た
る
は
全
く
十
勝
解
化
場
は
官
民
一E
力
の
典
型
と
し
て

孵
化
一一a一・
業
界
に
誇
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ

'
-

，J
こ
に
記

し
て
辛
内
氏
並
に

産
の
應
投
者
に
對
し
感
前
の
意
を
表
す
る
と
共
に

三
平
は
各
支
場
並
に

各
事
業
場
に

も
斯
の
如
・一一一一．一一一計・
を
望
ん
で
止
ま
ぬ

も
の
で
あ
る

。

千
競
解
化
場
が
昨
年
創
立
六
十
一同
年
記
念
式
を
舉
行
さ
れ
た
'
此

の
千
一一一一一は
北
海
道
一一一一一日
本
の
代
表
的
解
化
場
で
あ
る
事
な
ぞ
は

、
物

知
り
一
顕
で
く
ど
、/

、しく述
べ
る
必
要
は
な
い

、
唯
・

々

一二
平
の
今
此

處
に
一一一わ
ん
と
欲
す
る
處
は
往
時
七
、
八
千
万
粒
よ
'

り

一
億
一方
粒
の

解
化
放
流
を
行
・

っ
た
あ
の

一
大
解
化
場
が

、
昨
今
英
の
十
分
の

一
に

も
足
ら
n
解
化
放
流
よ
り
出
來
な
く
な
っ
た

、
其
原
因
は
何

」
--
に

あ

0

か
'
そ
れ
に
は
一一一一一一（な
開
係
も
あ
ろ
ぅ
し

、
又
は
六
ケ

數
い
理
病

も
あ
ろ
4
が
，
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
何
ん
と
か

一
日
も
早
く
元
の
解

化
放
流
-ia
と
は
行
か
ぬ
と
し
て
も
せ
め
て

其
の
半
分
位
で
も
賀
現
re--;

せ
る
事
が
急
務
で
は
な
か
ろ
ぅ
か

、
幸
に
今
回
新
任

'

の
佐
野
支

a
長

に
依
て
必
・一「や
f
現
さ
れ
る
事
を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る

。氏
は
責

に
不
言
責
行
の
人
で
他
の
人
機
の
様
に

俗
に

一一一一r-
-

，
-

-
:
:

海
游
旅
術
に

す

ぐ
れ
た
人
で
も
な
く
自
分
の
信
念
で
行
く
處
な
ど
は
fa
底
他
の
人
の

及
ぶ
處
で
な
く

、
幸
に

部
下
と
し
て
は

星
野

一:一 :-一の
如
き
有
材
の

士
が

佐
野
氏
の
片
腕
と
な
つ
て
居
ら
る
・・-一以
上
必
」f
ゃ

、
近
き
將
來
に
於

て
千

一一一一m一一一化
場
に

一
大
變
化
を
見
る
事
を
大
に
期
一一一付
し
て
止
ま
9
も

の
で
あ
る
o解

化

技

術

の

と

こ

ろ

，，、一、・

最
近
各
方
面
に

孵
化
技
術
が
低
下
し
た
と
一'一一一、一・一一一一が
聞
こ
え
る
様

に
な
っ
て
來
た
事
は
水
産
人
と
し
て
一一:一一一だ
一一一'通
館
の
次
第
で
あ
る

、
而

し
之
れ
は

一
概
に
御
最
も
と
聞
き
流
す
a
-一にも
行
か
ぬ
が
多
少
な
り

と
も
此
の
事
業
に

携
つ
た
者
に

は

一
考
せ
，さ
る

を
得
な
い
事
が
．
-

一一一一一一一一

あ
る

。
今
英
の
低
下
の
原
因
と
も
一一一ふ
べ
き
事
補
を
よ
く
考
へ
て
見

れ
ば

、
次
ぎ
の
様
な
事
が
::
-一一'の
一
因
と
な
つ
て
居
る

の
で
は
な
か
ろ

う
か
?

一
、解
一一一化
事
業
に

使
用
す
べ
き
資
材
入
手
の
因
難

一
'

事
業
一n一一一 :一一一の
不
足

一
、
技
術
者
が
事
業
即
ち
賀
務
に

速
'さ
か
つ
た

事
'
其
他
色
一一一一
あ
る
だ
ろ
ふ
が
重
な
る
原
因
は
以
上
の
様
に

考
へ
ら

れ
る

。今
之
れ
に
對
し
少
し
く
述
べ
て
當
事
者
の
參
考
に

供
し
た
い

と
思
ふ

。
第

一
に

資
材
入
手
が
困
難
で
事
業
上
非
常
な
る
院
跌
を
生

じ
た
''
其
結
果
捕
整
事
業
な
ぞ
に
最
も
大
な
る
支
障
を
生
じ
た
事
は

爭
は
れ
ぬ
事
責
で
あ
る

。
第
二
は
海
算
不
足
の
開
係
事
業
上
に
支
時

を
生
じ
た
る
事
も
技
術
低
下
の
'

一原
因
f一
あ
る

、
之
一一一一「 L等は
或
る
時

期
に
依
り
必
・

ず
や
解
決
す
べ
・
さ
も
の
で
敢
て
非
難
す
る
必
要
は
な
い - 49-



と
:
-
:一は
れ
る
o

第
三
の
投
術
者

き
な
原
因
で
は
な
か
ろ
ふ
か

、

場
に

於
て

も
事
務
が
非
常
に
多

日
々

忙
殺
さ
れ
て

居
る
事
は
事

の
事
務
家
も
配
置
r
-
----
れ
て

居
る

り
解
一
化
室
内
に
経
日
卵
子
の
取

來
な
く
'
'船=
ん
ど
全
部
の
人
が

室
な
ぞ
に

於
て

賀
務
に

携
は
る

理
な
:

，
n
文
か
も
知
ら
ん
が

、
賀

始
ん
ど
人

一
^に依
つ
て
卵
子
の

務
を
行
ふ
機
な
直
も
あ
る
機
に

に
解
化
に
開
係
せ
-a
と
一'--一一J一一一-

め
に

解
化
・

，-f-
に

造
手
が
延
び
a

は
將
漁
と
か
成
は
之
れ
に
開
聯

ひ
一H
も
な
い
座
も
あ
る

。
尚
ほ

者
程

^T以
て

文
化
の
恩
感
に

速

に
-l-
、-9
・n一
、一一一，，一
是
腐-
無一一一、一一
器
一者

が
實
最
近
く
却

機 さ' 各 す の -C 見 收 際 な 事 扱 が 賀
に か 支 る  が1よ  う 容 最 ぞ 務 を  、で

な け 解 近 は 室 t 往 あ て の 務
い ら 化 の 昨 に て 時 る 事 解 に

'

實
際
継
務
場
は
っ
て
も
相

速
ざ
か
っ
た
事
が
:

取
も
大

化
場
は
支
場
は
勿
論
事
業

業
よ
り
も
事
務
の
爲
め
に

最
も
其
爲
め
に
は
事
門

の
様
に
場
一一員全
部
が
朝
よ

居
る
と
一一K
ふ
事
は
一絶
對
出

l一a
-
一
始
し
て
居
る
か
ら
解
化

今
の
解
化
場
と
し
て
は
無

解
化
室
の
'
状
況
を
見
る
に

放
流
に
一至
る
這
一
切
の

實

れ
る
-

勿
論
職
員
は
一絶
對

が
各
自
が
擔
一':
-

事
務
0

姆

の
現
状
で
あ
る

。
今
一
っ

0

爲
め
事
業
を
刷
り
見
る

別
と
1一
て

も
解
化
場
技
術

m
日
世
間
の
人
様
の
目

営
離
れ
て
山
奧
に

十
年
二

十
年
三
十
年
と
在
職
し
:
-
:

上
、
子

:一第の
教
育
の

爲
め
に

は
一一一一一一子
と
別

れ

、
高
野
山
に
で
も
立
館
つ
て

居
る
様
な
生
活
の
人
建
は
事
業
場
に

は
来
だ

〈
-

h
:一られ
る

。
之
等
に
開
し
て
は
三
平
は
先
・一一一一に
一'
北
．加

の
水
産

」紙
上
に
雅
第

表
-
て

'
識
者
の
一
考
を
望
ん
だ
事
が
ぁ

が
::
一一一點
に
對
-
て
--:
識
-

l一一で
も
同
油
せ
ざ
る
を
得
な
い
が

、
而

り
に
…一一一間
よ
り
速
一一、一J
か
つ
た

開
係
上
、

．
--l:
化
に
を
く
れ
る
許
り
し つ
全 た
で
も

な
く
'
自
分
の
職
務
な
る
弱
化
事
業
に

も
一一一一一一々
を
く
れ

、
二
十
年
三

十
年
前
の
仕

一一f・を
今
以
て
繰
J
-

・
，
l-
返
し
居
る
人
も
な
い
て
も
な
い

。
世

の
中
が
日
に

〈
變
る
と
共
に

附
化
事
業
其
の
も
一一も日
-一月
に

進

か
し
て

居
る
と
一一一--
事
を
意
れ
て

は
な
ら
な
い

。
本
場
の
調
本-

課
其

他
よ
り
は
試
驗

一一一成
識
は

'
次
ぎ

く
と
發
表
さ
れ
て
に一る
。
此
の

費
重
な
る
調
査
報
告
等
を
，'-一、ま
-
唆
め
て

居
つ
て
は
何
等
-f
値
が
な

い

。解
化
技
衛
者
は
革
に

一出年
秋
に

卵
子
を
收
容
し
落
に

ナ
ー
て
放

流
す
れ
ば
よ
い
と
一一一ふ考
へ
方
は
非
常
な
時
代
を
く
れ
と
な

一た
。

一一一一一く-
姚
館
增
殖
事
業
に

係
る
以
上
は
事
業
異
も
の
に

對
し
'
沿
岸

演
業
の
:一一態、
観
a一回
師
の
般
況
'
或
は
器
取
0

時
密
'
他
産
業
と

の

開
係
'
其
他
總
て

の
解
化
放
流
に
對
し
'
常
に
調
一一n
研
究
を
要
す

る
事
と
な
っ
て
來
た

一一一一であ
る
か
ら
技
衛
者
諸
者
に

於
て

も
:

管

の
接

に

附
化
放
流
さ
へ
す
れ
ば
我
が
事
終
れ
り
と
一'K

ふ
機
な
'
戰
時
型
の

時
代
は
過
ざ
去
、っ
た

。
而
し

一
方
昨
今
の
機
に

世
の
中
が
:一一Jち
が
ら

く
な
・

っ
て
來
た
、
生
活
の
開
係
上

、
国
畑
と
排
作
す
る
事
も
必
要
だ

ろ
ふ

、
叉
は
發
M
f

一一一、
、
鳥
酸
釣
り

'
:

英
他
の
仕
一… :一一も
必
要
で
-j

あ
る

が
'
之
れ
等
は
何
れ
も
限
度
が
あ
-l-

、
孵
化

室
に

は
足
， :
端
む
度
な

く

、
養
和

一池
に
一一:一推
革
が

一港
々

と
し
て

あ
-l-
'
其
他
技
術
一一・
^
-一に
と
つ

て

は
最
'b
大
切
な
る

生
・
1ii-
と
も
一一一ふべ
き
解
化

一一0l:::業
一一一然
り
と
す
れ

ば
'
一
寸
識
れ
で
も
考
へ
ら

れ
る

。
若
し
こ
ん
な
事
が
あ
つ
た
と
せ

ば
取
て

一
考
を
望
ん
で
止
'

ま
ぬ
次
第
で
あ
る

。
最
近
に

は
算・
提
'
口

後
兩
島
の
優

一一一な
る
技
術
者

語
;9
も
大
言

く
と
-af
選
せ
ら
．a
た

、

今
日
今
後
の
解
化

事
業
の
向
上
を
見
る
の
も
決
-
て
速
--
は
あ
る
ま

一 50-

い
o以

上
'
下
ら

a
事
を
書
き
並
べ
輕
か
ら

ぬ
一非
を
造
つ
た
事
は
誠
に

申
那
な
い

と
ぉ
も
つ
て

居
る

。尚
ほ
千
石
一綱

ia-
長
よ
り
興
へ
ら
れ
た

る
貴

一一一一な
る
紙
面
を
超
過
せ
し
事
を
も
ぁ
わ
せ
て
御
--l-
す
る

。

（二
四

、
一
、三
〇
記

）

1
-
1
-
1
-
1
-
1
●

1
-
●
-
1
-
1
-
1
●
1
-
1
1

，

内

海

重

左
工

門

君

を

悼

む

半

田

一一一一力

男
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本
適
難
館
解
化
事
業
界
の
者
一一n
内
海
重
左
1-
'

門
着

の
逝
去
は
平
素

一一一・一一一M一明
期
な
人
で
あ
っ
た
だ
け
に

本
営
に
一 :一一ん
だ
と
は
思
は
れ
な
い

今
に
ヒ
ョ
ツ
r一
リ

何
處
か
ら
か
例
の
笑
一國
で
出
て
來
る
の
で
は
な
い

か
と
云
ふ
感
じ
が
す
る
o

恐
ら
く
多
く
の
知
人
が
内
海
指
の

死
去
に

つ
い
て
私
と
同
じ
く
こ
ん
な
氣
持
で
あ
る
だ
ろ
ぅ
と
思
ふ

。

私
が
内
:一一一一着
を
初
め
て

知
つ
た
の
は
可
な
り
f
口

い
こ
と
で
あ
る

。

そ
れ
は
明
治
四
十

二
年
の
十
二
月
に

陸
人
工
解
化
の
實
:

青

に

千
茂
解

化
場
に
出
か
け
た
時
で
T
度
同
君
が
一一一一k
所
に

動
務
し
て
お
つ
た
際
で

あ
る

。
然
も
私
共
の
宿
合
は
同
君
が
未
だ
獨
身
で
自
炊
し
て
お
つ
た

官
合
の
難一一
重
の
隣
で
あ
っ
た
の
で
i一量一一一W-一り
の
一一一共の
騒
ぎ
が
烈

-
か
っ
た
の
を
内
海
者
に

シ
ツ
カ
ー-

'聽
か
れ
て
了
〇
あ
と
で
冷
か
さ

れ
た
り
大
目
-一
を
喰
つ
た
り
し
た
の
で
同
君
に
對
す
る
印
象
が
特
に

深
い
の
で
あ
る

。
と
一1
，J

ろ
が
私
は
そ
の
望
年
學
校
を
率
業
し
て
千
一一一一一

解
化
場
に
華
職
す
る
こ
と
-
な
り
今
度
は
毎
日
顔
を
合
は
せ
る
構
に

な
っ
た
の
だ
が
之
も
何
か
の
因
線
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い

。

私
が
千
一-a
に

動
め
て
か
ら

一年
半
を
経
て
同
君
は
西
別
孵
化
場
長

に
集
轉
し
千
歳
を
去
つ
た
が
然
し
前
後
本
當
に

死
ぬ
・一一一一S前
化
事
業
に

E
係
し
て
・一一一一る
の
で
公
私
共
交
際
を
機
け
て
來
た

。

同
君
は
本
道
の
解
化
事
業
一a
始
期
の
恩
人
藤
村
信
吉
氏

、藤
井
顯

氏

、．森
B
幾
茂
氏

（以
上
何
れ
も
放
人

）か
ら
i

廳f
分
と
可
要
一一が
ら
れ



そ
の
薫
-f
に

よ
つ
て
本
事
業
に

経
始
す
る
こ
と
が
出
來
た
と
一一一:・ふて

も
よ
い

。
そ
れ
に

同
お
は
非
常
に

器
用
な
性
一一一 :一で
解
化
技
衛
者
と
し

て
は
最
適
任
で
あ
つ
た
し
一一同
間
一a1
、
裏
眞
術
は
趣
味
を
通
り
越
し
て

本
職
沈
是
-
と
一一一一一・一・一てよ
い
位
に
一一一一能r
1一--
;

れ
た

。
性
一一一 :
:
l
:

は
明
一別
測
達

奇
智
縦
横
で
ど
ん
な
場
合
で
も
同
第

が
期
を
出
す
席
は
忽

一一り…燃
一
笑
と

抱
鹿
に

順

、
の
一一一 :-一一:
通
で
あ
つ
た

。そ
れ
文
け

一留
か
ら
観
し
ま
れ
る

存
在
で
あ
っ
た

。

同
右
--
事
年
六
十
五
一
茂
で
逝
去
・re

れ
た
が
性
格
が
前
述
の
如
く
で

あ
る
か
ら
若
い
人
の
間
に
伍
し
て
話
が
よ
く
合
つ
た
し
氣
持
ち
も
伸

-

に

若
い
と
こ
ろ
あ
り
映
一
斑
に

野
球
に

行
く
と
こ

ろ
と
し
て
可
な
ら

さ
る
な
し
と
一一一、一・一もの
が
あ
つ
た

。

終
戰
と
共
に

我
國
水
産
業
の
受
け
た
打
準
は
い
ろ
、/

、あるが
館

一期
一m一業
は
そ
の
中
で
顯
一者
な
も
の
で
あ
る

。之
が
對
策
は
解
化
事
業

の
張
化

:

積
充
に
よ
る
途
が
唯

一
の
も
の
で
あ
る

。
從
て
期
う

し
た
重

要
時
期
に
一爾
て
斯
業
の
大
一一一一一'理
…一・た
る
内
海
者
を
失
つ
た
こ
と
は
誠
に

殘
念
に

増
一（
な
い

。

内

海

重

左

工

門

君

を
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l

養
和
界
の
一
患
人
内
海
--
左
'

工
-:j
者
の

長
班
は
，河
に
期

界
に

一
'--一一

寂
し
さ
を
覺
え

る
'
そ
の

心
血
を
そ
が
れ
た
．一…一一一別
支
場
に
つ
い
て

考

へ
て
見
た
い

。

本
適
郎
期
附
化
事
業
は
明
治
二
十

一
年
千
一一一一一解
化
場
の
創
立
に

よ

つ
て

'
愈
．々

本
格
的
と
な
っ
た
も
の

で
ぁ
る

が
'
同
二
十
三
年
に

は

根
室
西
別
川
の
上
流
水
源
地
に
西
別
購
化
場
が
記-
生
し
て

、
更
に

根

索
国

一
回
の
r
:l--
要
河
川
に
範
を
垂
れ

、
民
間
解
化
事
業
が
一一一一9めに
大

い
に
気
を
-

，
t
'

い
た
一一要
．一が
、
何
事
も
人
が
間
題
に

な
る

。一確
一館
漁
業

の
將
來
は
人
工
一解
化
に
候
た
-a
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

、
張
い
信
念
の
持

ち
主

、
故
小
池
仁
郎
氏
が
'
西
別
原
野
を
縦
横
に
3一座
一
し
て
解
化
場

の
適
地
を
調
在
．

し
て
各
地
に
解
化
場
を
建
設
し
た

。明
:一一四十
年
に

は
地
方
-ll-
に
移
つ
た
が

、
解
化
場
と
し
て
は
ま
だ

〈
四
、
五
百
万

粒
か
ら
八
百
一力
粒
程
度
の

採
卵
で
あ
っ
た
が
'
明
治
四
十

五
年
四
月

に
君
は
実
如
と
し
て

千
一一一一一解
化
場
か
ら

同
解
化
場
一-
任

の
命
4
-
1

，一
受
け

て
'
二
十
七
激
の
一一 :-
年
官
更
が
活
一
照
の

一一一外・一一=
を
興
へ
ら
れ
た
が
'
同

場
は
海
一一一一一 :か
ら
二
十
餘
里

、
西
別
一一，一…
の
下
で
標
茶
か
ら

七
里
で

、
捕

獲
に
し
ろ

、
採
卵
に
し
ろ
'
將
又
那
子
輪
送
に

し
て
も
、
人
跡
未
船n

だ
っ
た
営
時
に
於
て

、
之
れ
一一一:-一建
行
す
る
事
の
-;f
苦
は
實
に
一一一W-
一一一な

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
:

除
り
あ
る

。商
來
;9
の
努
力
は
非

常
な
も
の
で

'
十
五
歳
の
弱
年
か
ら
十
餘
年
千
歳
で
叩
き
上
げ
ら
れ

た
開
で
'
技
衛
面
に
於
て

も
幾
多
の
改
善
を
な
し
て
居
る

が

、
解
化

場
の
使
命
と
-
て

最
も
中

要
な
採
那
数
の
向
上
を
計
る
事
は

、
そ
の

成
熟
規
m一
--h
、
．
-
-
-

・:
一
得
る
・一一一，n
苦
心
に
在
る

が
'
元
來
西
動
川
の
長
い
流
域

に
於
て
，

多

く
の
・一一…一漁
者
に
よ
っ
て

捕
ら
れ
る
数
は
非
常
に

多
く
勢

a
補
渡
場
は
下
流
に

於
て

之
を
求
め
る
事
に
な
る
が

、
此
の
事
に
よ

つ
て
又
親

．m
の
成
熟
は
思
う
に
任
か
せ
・n
と
い
う
點
に
進
著
す
る

。

君
は
之
れ
を
二
1-
'

留
式
に

改
正
し
た
が
'
結
果
は
非
常
に
良

一一一一一で
'

19
來
採
卵
数
の
激
一一一 :を
見

、
解
化
場
の
設
備
も
湖
進
し
て

遂
に
千
競

に
っ
ぐ
大
孵
化
場
と
し
て

、
内
外
に
認
め
ら
れ
る
に

至
つ
た
事
は
'

大
な
る
功
描
で
あ
り
期
界
の
概
び
で
あ
っ
た
o

而
し
て
君
は
こ
れ
を

以
て
滿
足
一一一j・一一一，に
、
換

一一f一國
の
体
-

aS
漁
班
高
を
し
て
u一国
日

の
成

找
に

取
り
一一一一す
べ
く

，
管
内
の
漁
業
械

j

自

S
十
ヶ
統
に

對
し

、
一
ケ

統
i

自-

石
を
流

一一一一一一せ
-
め
一一2
-
:一に、
根
室
の
河
川
か
ら

一
値
一，n一千
方

粒
を
解

化
放
流
せ
ん
と
す
る
一
大
一一一=
科

一'一一一一 :一
樹
--:
樹
て

、
大
い
に
．一一一力
し
た
常
年
の

君

一一意氣
や

--l-
．
に
:
-

?一と
す
る
も
の

が
あ
つ
た
o

又
神
・
'解
の
湖
水
確
用a

湖
に

對
し
一-l'
一
歸
の
移
殖
を
斷
行
し
、
今
日
適
内
唯

一
の
種
卵
供
給
地

と
な
っ
て
居
る
事
も

、一一一一が在
職
中
に

於
け
る

苦
心
の
結
品
と
い
一一一一）

得
る

。
昭
和
六
年
職
を
退
く
迄
一一一一一
別
に

在
る
こ
と
二
十
年

、
其
の
後

適
廳

'
水
産
解
化
場
'
館
節
養
殖
水
産

要
，等
に

堀
託
と
し
て
動
務

----
れ
，
本
年
八
月
沒
す
る
迄

一
買
し
て
解
化
一
那
業
の
-1S
に

始
終
さ
れ

た
こ
と
實
に

五
十
年
の
長
き
に
一旦
つ
て

居
る
こ
と
は

、
本
邦
に

於
て

も
全
く
そ
の
例
を
見
な
い
も
の
と
思
う

。予
君
と
相
知
る
事
四
十
除

年
常
に

交
を
深
く
し

、
清
の
長
逝
に

逢
つ
て

一河
に

言
う
べ
か
ら
ざ
る

寂

一a一を
i

0一え
る

、
此
開
の
E一心

一一一一出
を
機
れ
ば
資
に

限
り
な
い
も
の
が

あ
る
が
別
の
機
會
に

ゆ
づ
る

。
君
が
常
に
恵
～

，．
無
に

も
腦
裡
に

去
來
し

た
一一一一一別
解
化
場
も
今
や
-t-
灯
が
観

一き
、
場

:

国f
も
亦
営
時
に

教
倍
し

、

新
構
組
の
下
に

お
が
業
-llf
を
し
て
失
--E
せ
し
め
さ
ら
ん
こ
と
・一 1r一
念
と

し
て
努
力
し
て
居
ら
れ
る

。
着
が
馬
一商
に
一一一一一一つ
て
馳
'

-lla
し
た
:
忙

漢
た

る

一一一一一別
原
野
に

は

、
今
や

幾
多
の
町
村
が
出
來
鐵
道
が
數
か
れ
て
居

る

。西
別
一一 :一…
は
背
な
が
ら
の
條
容
を
以
て

--l-
が
功
一組
，一，-一一，-・-
一・
A
-

・～

る
よ

う
に

雑

，
て
居
る

。者
以
て
脱
、
す

べ
き
で
あ
る

。

（昭
和
二
四
'

一
二

、
一一一 :

:一
）
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故

内

海

重

左
工
門

さ
・
～

を

追

憶

～・
て

窪

田

私
が
内
海
さ
ん
に

御
世
話
に

な
っ
た
の
は
今
か
ら
十
五
'
六
年

前

に

適
略
水

一一一一操
に

奉
職
し
た
其
の
時
か
ら
で
あ
つ
た

。
い
ま
内
海
さ

ん
を
追
組
し
て

-llf
に

-i-
構
な
場
面
の
あ
っ
た
こ
と
を

、一
つ
想
0
出
し

た
の
で
あ
る
o



常
時
適
9
の
動
務
時
間
ln:
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
這
で
あ
つ
た

或
る
年
の

秋
も
過
ぎ
た
十
二
月
初
何
の
午
後
四
時
半
過
ぎ
で
戸
外
は

も
う
す
っ
か
り
一器
れ
て
退
略
時
間
は
S
に

定
一刻
を
三
十
分
以
上
も
經

過
し
て

'課
--l
一
同
f-
事
は
身
に

つ
か
-・:腰
を
一一一 ::
か
せ
な
が
ら
唯
'
:

-
:
-
-一

課
長
の
退
廳
す

る
の
を
特
つ
ば
か
り
で
ぁ
る
o

い
ま
思
へ
ば
思
M
i
:

と

言
へ
よ
う
-
J
・

'
我
◆一小
験
に

と
つ
て
は
、選
廳
時
間
が
過
ぎ
て
:

一・ :・一--
課
長

連

、係
長
連
さ
ん
の

選

」
e
す
る
這
は
な
か

く
選
散
す
る
こ
と
も
差

:

種
へ
る
如
く
無
意
味
に

時
間
を
過
す
こ
と
が
多
く
誠
に

裏
れ
な
存
在

で
あ
つ
た

。 :一「n一
）日
も
そ
れ
か
ら
約
二
十
分
注
経
過
し
て
か
ら
湖
く

課
長
は
-ue
随
・r
べ
く
書
類
を
一班
理
さ
れ
て
部
屋
を
出
ら
れ
た

。課
員

一同
は
ゃ
れ

〈
と
今
日
の
動
め
も
ど
ぅ
に

か
経
つ
た
わ
い
と
--l'
ふ

安
情
の
．
-

一一一一一一-一一-し
て
机
上
の
整
理
に

取
り
か
・・・
つ
た
'
と
こ
ろ
，r一長

身
の
内
海
さ
ん
が
何
を
思
つ
た
か
素
早
く
席
を
立
つ
て
課
長

一一一にど

っ
か
--
と
着
席
し
て
一
f
n
等
御
苦
勞

く
、
も
う
節
へ
り
給
へ
」
と

放
言
し
て
、一課
員

一
同
を
難
笑
r
-
----
せ
て
お
つ
た
-
度
其
の
時
で
あ
る

、

一既
に

-u
廳
さ
れ
た
も
の

と
ば
か
り
思
つ
て
一〇
た
:

:-一一一引課
長
が

一一一つ
こ
り

と
一一一一一一一一に一 :

-一一ら
れ
た
の
で
あ
る

。さ
あ
大
一一3-一長
身
の
内
海
re-l;
ん
は
猫

に

追
-j:
れ
た
一一一の如
〈
一一::を
丸
め
て
白
一一一，，に
一一一一一一，0
:

-

・

一好は
私
が
表
理

す
る
よ
り
も
一一一一一機
に

よ
つ
て
一一:一一一の
場
面
を
御
想
像
下
一一一一一つ
た
方
が
よ

く
fa

解
り
か
と
存
じ
上
げ

一一-す
o
'

以
上
一談
に

-fi-
-

f
に

中
し
上
げ
L一一r一し
た
が
内
海
さ
ん
が
常

．
J

明
助
な

方
で
あ
っ
た

一
例
を
中
し
上
げ
て

故
・一一'海
;--;
ん
の
御
陳
、'm
．一一一一。…一一一な
が

ら
ぉ
一一明
リ

中
し
上
げ
ま
す
o
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秋

味

三
平

大

老

の

想
-

6

出

武

秋
味
三
平
解
化
居
士
、
こ
れ
が
生
前
内
海
大
老
の
一=
・
灘
に

し
て
．．
-一一e

ら
れ
た
成
名
で
あ
っ
た
が

、
自
負
◆

、一一れ
た
だ
け
に

:

E
-

一
解

孵
化

一一業
に

一買
献
さ
れ
た
業
跡
は
:itj
に

大
き
い

。

現
在
第

一一一一．を
賂
み
出
し
た
ば
か
り
の
小
華
か
ら
見
る
と
責
に
ji0

接
の
よ
う
な
存
在
で
あ
-l・大
老
逝
き
一-、e
今
更
な
が
ら
そ
の
億
大
な
る

功
續
に

發
す
る
も
の
で
あ
る
o

小
S
1一が
内
海
大
老
に

正
式
初
對
面
の
集
に
浴
し
た
の
は
昭
和
十
五

年
の
秋
一
明
が
と
記
憶
す
る
が

、
そ
の
一明
の
小
華
は
道
随
に

操
用
re---
れ

た
ば
か
り
の

一一一一一器
一・で
あ
り
亦
最
下

要
E
更
で
も
ぁ
っ
て

、
そ
の

上
現

在
の
よ
う
な

零
0
M
で
も
な
か
つ
，

た
の
で
自
然
と
部
外
に
對
す
る
接

構
は
少
く
從
て
・一一～一一'
机
に
-a
り
っ
い
て
一確
務
ば
か
り
仰
せ
っ
か
っ
て

ib
た
明
で
あ
っ
た

。

時
折
役
所
に

顔
を
見
せ
て
識
彼
の
差
別
な
く
一'

ャ
ァ

、
ャ
ァ

．一
と

聲
を
か
け

'
お
偉
方
連
の
属
を
叩
い
て

無
歡
-

を
時
'

い
て

ゐ
る
内
海

大
老
の
委
を
見
て

、
型一一一一端ば
も
の
な
ど
是
元
に

も
寄
り
付
け
-a
存

在
の
よ
う
に

敬
意
・一一一- :

地
い
て
一e
た
も
の
で
あ
っ
た
が
'
あ
る
時
小
一m…一・

の
知
人
が
來
訪
さ
れ
是
非
中
の
島
の

:
l

M
i

一
郷
解
化
一n一を
見
學
さ
せ
て
賞

ひ
た
い
か
ら
案
内
し
て
異
れ
な
ぃ
か
と
一X
ふ
依
頼
が
あ
っ
た
'
そ
こ

で
從
來
小
奪

一
度
も
尋
ね
た
こ
と
の
な
い
中
の
島
解
化
場
に
一楽
内
し

た
の
で
a
0

る
が

、偶
然
に

も
そ
の
時
場
内
．一一一一・一一楽
内
し
て
下
さ
っ
た
の

が
日
明
提
做
し
て

お
つ
た
そ
の
内
海
大
老
で
ぁ
っ
た

。
こ
れ
が
正
式

對
面
の
始
ま
り
で
'

あ
る

。そ
れ
ま
で
列
底
是
元
に
も
寄
り
っ
け

ぬ
と

思
つ
て

一e
た
大
老
に
初
對
面
し
た
と
こ
ろ

、そ
の
打
解
け
た
態
度
と

云
い
人
の
一
氣
を
そ
ら
さ
ぬ
話
振
り

と
一一
，一い
、
小
:
-
M・

の
如
き
端
ば
も
の

に

一一一して
も

「ャ
ァ
よ
く
來
て

異
れ
た
一 :
-ta
、
r
-
--l-
あ
ど
ぅ
ぞ
〇

つ
く
り

見
て
行
つ
て
下
;-l-
い
一

と
丁
率
な
'-

， :
-

M
f

．一一一一一M一っ
た

。そ
一J
で

、
小
一一一一

一n-'
一〇
式
に
日
を
パ

チ
ク
リ

「
ハ
ァ

．一
と
四
十
一一一:一
度
の
敬

・m一一:J
．一一一一一答
え

し
た
の
で
あ
つ
た
（ :
-

・一一一'論
ご
案
内
は
隅
か
ら
隅
ま
で
微
に

入
り

細
に

入
り
と
一一X
ふ
具
合
で

、
知
人
の
喜
び
た
る
や

亦
一
段
と
優
つ
て

b
た

l
-
e

か
げ
で
知
人
に

對
す
る
小
華
一一面目
も
離
如
た
る
も
の
が
あ
つ
た

當
時
'

強
想
も
し
な
か
つ
た
こ

の
像
大
な
る
内
海
大
老
と
職
を
共
に

し

膝
つ
き
合
・一 :一て
因
'

-一一一一も
出
來
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
六

年
後
の
昭
和
二
十

一
年
の
秋
で
あ
る
か
r
-一
、
築
外
世
間
は
廣
い
様
で

狭
い
も
の
で
あ
る

。

内
海
大
老
が
こ
の
世
を
去
る
ま
で
た
つ
た
三
年
間
で
は
あ
る
が
同

條
と
-
て
の
職
製
生
活
か
ら
得
た
想
一 :::-一
出
は
数
多
い
が
'
い
ざ
ぺ
ン

を
と
る
と
な
る
と
伸
・一（
書
け
ぬ
も
の
で
あ
る

。
無
理
に
書
こ
う
と
す

れ
ば
何
と
な
'く
間
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る

。
で
も
北
-

か
ね
ば

a

が
'す
ま
9

。
そ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
を
能
商

い
た
ん
で
に
か
の
世
の
大
老

か
ら
ぉ
叱
り
を
一一一aる
か
も
知
れ
ん
が
'
故
人
の
:

u
M

一
，～一
一一～一一
，一び
を
し
つ

要
面
か
ら
明
い
た
想
〇
出
を
書
い
て
見
よ
う

。

内
海

一一一人
は
大
變
文
一a一一的
一理
味
が
發
達
し
て

ゐ
．

，
人
の
よ
う
で
よ

く
映
-

，
:
M

'
一一一一劇一一一一， i一一一・一一一一一-一流
行
の

〇
〇
シ

ヨ
ウ

等
の
翻
-:

:一席
に
:

-

?

一属

一一一一
顔
を
見
:一一一一
て
ゐ
た
よ
う

で
あ
る

。
大
老
の
一一' :-
-

，

．
，
:

-一一一m
:
-

・
，

る
な
ら
ば
r

:

細
者
は
映

一-ゃ一械
劇
一
等
は
そ
の
内
容
に
興
味
を
池
い
て
見
に

行
く
ん

i
り

や

な
い

、
常
に
光
線
の
具
合
を
研
究
す
る
た
め
の
見
一
準
で
あ
る
o

今
の
'

若
い
者
は
〇
〇
シ

ョ
ウ

な
，

，か
と
'
-

，
-

・

一一と
口
一一 :
色
・一一一一變
え
て

見

に
行
く
が
相
者
位
に
・一一．-一る
と
そ
/-
な
も
の
は
何

）姓
力
も
な
い

、
唯

こ
ん
な
ポ
ー
ズ
の
時
は
こ
ん
な
光
線
を
送
れ
ば
・

J:
い

'
こ
ん
な
場
一画

に
は
と
の
角
度
か
ら
光
組
を
反
射
さ
せ
る

べ
き
か
等
と
一一一一
，一光線
事

の
研
究
---:
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
一
と
理
調
さ
れ
て

一0
た
が
或
は
そ
う

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ん

。

或
日

こ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た

。
元
氣
な
大
者

が
珍
ら
し
く
二
日
程

欠
動
し
た
望
日
の
發
過
興
ぶ
ら
っ
と
一一一一流し
委
で
::一一一手
に
一器
a一を
持

ち
他
の

一
方
に

は
例

‘
〇

抹
番
鯨
の
ス
テ

ツ
キ

ー
っ
い
て

一一一一一M所
に
現

は
れ
た

。
大
老
一fn
極
元
気
が
な
い

。一響
い
更
の
日
一一一一一りで
胞
を
一u
わ

し
た
と
一一一はれ
っ
-

」「今
病
院
ま
で
來
た
の
で

一
寸
寄
つ
て
見
た

、

こ
わ
く
て
や

り
切
れ
な
い
か
ら
こ
れ
か
ら
-f
つ
て
接
る
ん
だ

」
と
一一一 - S5 -



つ
て
一e
た
の
で
我
大

も
大
い
に
そ
ぅ
す

べ
く
進
言
し
た
の
で
あ
る
が

…一一?
は
か
ら
ん
や

'
直
ぐ
1llf
-

-
す
る
特
一一o大老
が
ど
ぅ
這
を
間
違

，
～

た

の
か
そ
れ
か
ら
数
分
後
に
は
自
-
と
は
正
反
對
の

-ll-
野
に

在
る
松
竹

座
の

二
階
に
・一、一・rb
ま
っ
て
一の
た
と
一一一一・，-一の
で
あ
る
か
ら
仲
・一一以
て
文

蘇

商
方
面
の
研

一一一一一一一心
が
-if-
盛
で
あ
つ
た

。そ
の
日
松
竹
座
の

一一-物
は

例
の
ス
ェ
ー
ク
ス

ビ
ヤ

も
の

、
ヴ

ェ
一一
ス

の
商
人
で
有
名
な
前
進
座

の
開
．税
で
あ
つ
た
が
、
M一一一日
あ
る
人
か
ら
大
老
の
直

大
な
着
流
し
姿

を
認
め
た
と

の
報
告
を
受
け
て

、
1llE
．
然
た
る
も
の
が
あ
つ
た

。
そ
し

て

大
一一一一一一は
-la
日
よ
り
出
動
r
-一--
;

れ
た
が
前
進
座
の
-

セ

の
字
も
口
に
出
さ

な
か
っ
た

、
處
が
或
日
四
方
山
話
の
最
中

一
寸
し
た
は
づ
み
に

ウ

ツ

カ
リ
口
を
、一一
．
～

ら
し
て

し
ま
つ
た

。
そ
の
と
き
の
大
者
一四
を
か
き
か
き

1

捕
明
大
い
に

努
め
て

一の
た
が
'
今
な
」f
e
一一一5
時
の

一一一一0一が
愉
:
-一一一・一r
．
-
一

組
ひ
出

の
一
つ
と
し
て

頭
の
中
に

残
つ
て

b
る

。

そ
れ
か
ら
北
大
附
屬
械
物
一国
の
木
戸
御
一
究
も
ま
た
有
名
な
も
の
で

あ
る

。權
物
園
に

一
憩
を
得

ん
と
す
る
者
は

、
能
で
も
大
老
の
限
に

-la
ま
つ
て
r
-
----
え

-b
れ
ば
木
戸
御
免
で
入
場
が
出
來

、
歸
り
に
は
温
室

を
明
い
て
草
花
の

一 :

-a一
も
4
土
産
に

頂
般
出
來
る
と
一X
ふ
も
の一●一一．J
あ

つ
た
o

審
と
も
な
れ
ば
ォ
フ

イ
ス

の

机
の

上
に
は
描
物
間
か
ら
一一n:
借
し
た

可
愛
い
小
抹
の
花
で
無
聊
を
慰
め
ら
れ
た
も
の

で
ぁ
る
が

今
年
か

ら
は
大
老
と
共
に
小

一n-一の
花
も
眺
の
ら
れ

一一一，一
入
類
し
さ
が
身
に

泌

み
る
o

・

花
間
の
一一一一一き
な
大
老
は
个
明
は
一大
國
と
や

ら
で
迷
華
の
合
に

限
掛

て
花
開
を
眺
め
樂
し
ん
で
一一の
る
こ
と
や

ら

、
そ
れ
と
も
三
途
の

河
と

や
ら
で
一大
布

一一一人工
解
化
の
指
導
で
も
ゃ
つ
て
．

ー

ハ
ー
～

る
こ
と
で
あ
ろ
う

が

。
最
後
に

大
老
の
一 :
-一
に

一
，
-一可

を
控
げ

、
そ
の
-M
、
-M
-一一一一一一る。

一，更に
a
-

一理:
す
い
さ
を
忍
ぶ
れ
9

一逆
き
に

し
御
，一需
み
や

も
す
る
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長

友

内
海

重

左
工
門

君

の

思
出
千

石

吉

，

雄

昭
和
二
十
四
年
七
月
二
一-'
五
日

，
-

浦

と
し
て
他
界
さ
れ
た

-l0
に

愛
惜
の
念
に
'一一'一一一一えな
い

。

私
が
初
め
て

君
を
知
つ
た
の
は
随
分

一-く
昭
和
七
年
一m一で
あ
っ

た
か
と
憶

-
そ
の
興
私
は
北
海
道
9
の
西
裏
に

あ
っ
た
元
北
海
道

水
産
會
に
奉
職
中
で
あ
っ
た
が
そ
の
時
の
會
長
r
-一--
;

ん
は
難
館
增
殖
事

業
に
對
す
る
御
造
請
の
深
か
っ
た
代
議
士
の
故
小
池
仁
郎
翁
で
あ
り

同
條
中
に
は
f
歳
解
化
場
長
と
し
て
令
名
の
高
か
・・
、一つ
た
期
地
a
-一助

re---
ん
が
'

そ
の
年
の
春

要
日
さ
れ
て
就
職
し
て

-b
ら
れ
た
」
T
度
そ
lz
）

要

、
内
海
さ
ん
は
道
略
水
産
課
に
動
務
中
で
あ
ら
れ
た
が
從
來
か
ら

小
池
會
長
や
一第
地
re--;
ん
と
親
交
の
あ
ら
れ
た
と
見
え
一選
休
み
に

な
る

と
ぉ
出
で
に

な
っ
て
は
一第
地
さ
ん
と
概
談
を
交
re---
れ
て
行
か
る
る
の

が
常
で
あ
っ
た

、
こ
う
一-
ふ
部
で
私
も
自
然
内
海
さ
ん
と
ぉ
近
づ
き

に
な
る
機
會
を
得
た
の
で
あ
つ
た

。

併
し
な
が
ら
組
し
く
着
の
要
一M-
・一一に
接
し
て

冗
談
を
交
は
す
一c
と
の

出
來
る
一一r-
． ・一
な
っ
た

）は
ご
く
般
近
の

こ
と
で
あ
る

。
即
ち
昭
和
二

十

一
年
の
秋
私
が
北
海
適
姚一的
養
施
水
産
組
合
に
．一一一e
世
話
に
な
つ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
る

。
初
め
て
組
合
に

出
動
、し
て
見
る
と
偶
然
に

も

一9
知
の
内
海
さ
ん
が
そ
--:
に

微
M

大
・一一一一-・は
せ
て

控
へ
て
．
-
-

．一一出
で
に

な

ら
れ
た

、
そ
し
て
'
'K

は
る
-・
に
は
一

一一一一も
四
-'
行

一一～一一一年
一一一・一=界
生
活

を
精
算
し
て

先
:
H
:

か
ら
こ
の

組
合

．に
添
．職
--
職
し
て

--i-
る
よ
一

と
の
ぉ
換

移
で
あ
っ
た

。
そ
れ
か
ら
私
も
前
来
一浦
三
年
間
組
合
長
半

E
r
-一--ん
の

下
に
済
と
机
を
列
ぺ

、
期
---
，親
し
く
一一一一一一一一一一し
な
が
ら
順
一年
の
御
率
公

t
さ
し
て
一川
く
様
に
な
つ
た
の
で
あ
っ
た

。

君
が
公
人
と
し
て

本
道
一一o水産
業
就
・…
:

r
-

-

一一一的一一一m一化
一
那
業
に

貢
献
r
-一-l
-

れ
た
一-
-

:一一細
は
極
め
て
顯
一者
で
あ
る

、
こ
の
點
に
開
す
る
追
憶
は
非
常

に
多
い

‘
0

で
あ
る
が
事
に

君
と
精
別
の
御
交
・・-i L

が
あ
り

、
若
の
業
絞

を
緩
る
に

最
も
4
さ
わ
し
き
水
産
解
化
場
の
0

弱
地
さ
ん
が
別
項
で
詳

し
く
ぉ
書
き
下
さ
っ
た
の
で
こ
の

上
私
の
冗
筆
を
加
〈一一
る
必
要
が
な

い
と
思
・・一。そ
こ
で
私
は
日

常
の
城
細
な
雜
務
に

あ
ら
わ
れ
た
着
の

妻
を
思
ひ
出
し
て

そ
の
二
、
三
を
記
し
て
見
る

こ
と
と
す
る

。

一一一一は人
も
知
ら
る
・
、、
通
り
六
一一八に
近
い
厳
一一一一
た
る

一義
の

持
主
で

あ
っ
た

。
大
男
總
身
に

智
意
が
何
ん
と
ゃ
ら
の

側
護
に

も
ぁ
る
通
り

大
場
の
人
は
總
じ
て
そ
の
行
動
は
鈍
一-一一
の

も
の
で
あ
る
が
お
は
全
く

そ
の

正
反
對
で

'
浦
身
こ
れ
一用響
感
で
あ
り
英
の
行
動
は
極
め
て
=aS
敏

で
あ
つ
た

。
だ
か
ら
人
の
意
表
に
出
る
細
か
い
事
柄
に
も
よ
く
氣
が

っ
か
れ
て
後
身
を
導
か
る
4
の
で
あ
っ
た

。そ
し
て
又
何

一一一一に
も
器

用
で
あ
り
'
4
世
話
ず
き
の
方
で
あ
つ
た

。一
例
を
上
げ
る
と

、
本

務
で
あ
る
事
業
部
の

fl:
-a一
-

ど
ん
な
に

--
が
し
い
時
で
も
同
備
の
机

や
精
子
が
小
・

一一一す
る
L
'

直
ぐ
ハ

ン

マ

I
を
取
り
出
し
て
直
し
て
下
一一e---

る

、
呼
鈴
が
-
'

ま
っ
た
り
電
館
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
だ
り
す
る
と
べ

ン

チ

を
持
つ
て
來
て
修
理
し
て
下
さ
る

、
窓
一一m子
が
品
要

つ
て
來
る
と

率
先
し
て
描
い
て
下
さ
る
と
一一;z
ふ
:

具
合
に

何
の
屈
托
も
な
く
氣
經
に

雜
務
を
鹿
理
し
て

下
r
-一--
;

っ
た
の

で
一一一…・
務
所
は
普
段
に

約
麗
で
あ
り
和

氣

一洲々
た
る
も
の
が
あ
つ
た

。

こ
う
一一
，一，-
-

-
-一一一， l一一一一一一一一一 :

-

し
も
事
腿
な
仕
一
那
と
し
て
等
因
一一一一一し
勝
ち

の

も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
!
-

．役
所
上
り
の
人
に

は
一到
底
望
め
な
ぃ
も
の

で
あ
る
が
若
は
全
く
異
例
の
人
で
あ
り

ど
ん
な
時
で
も
一一・一-先
一事
'

範

、

若
い
人
-

を
指
尊
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た

。
だ
か
ら
上
下
何
れ
か
ら
も

信
頼
せ
ら
れ
且
つ
敬
愛
さ
れ
て
一一一 :-- :
っ
た
の
で
あ
つ
た

。
も
し
そ
れ
同

條

、
知
人
の
ぉ
宅
に

冠
媽
那
体

，な
ど
あ
る
場
合
は
紀
好
の
ぉ
世
話
人

と
し
て
頼
ま
る
4
の
で
あ
つ
た
が
其
の
御
…

藤
を
素
ら
れ
た
方
も
数
知

れ
9
位
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
る
4
o

昨
年
一存
水
産
業
協
同
組
合
法
の
賀
施
に

件
〇
私
達
の
北
海
適
一E
i

館

養
殖
水
産
組
合
も
發
展
的
に
解
散
し
同
法
に

基
き
全
適

一
国
を
地
M
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と
す
る
鮮
f
の
業
種
別
漁
業
協
同
組
合
を
新
に

設
立
す
る
運
び
と
な

つ
た

、
處
が
之
が
解
散
並
創

立
に

開
す
る
事
務
に

は
彩
だ
し
い
印
刷

物
が
要
る
の
で
ぁ
る

が
經
種
節
減
の
趣
一高
か
ら
之
を

一切
自
分
達
の

手
で
一一-fリ
版
刷
り
に

し
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に

な
-l・そ
の
原
紙
は
同
僚

の
整
田
-9
と
水
上
--t-
と
が
書
い
て
下
r
-一--
-

つ
た

。
」・F一一-こ
の
原
紙
に

よ

り

・識の
都
度
何
千
枚
づ
，・・一が
リ

版
に

刷
り
上
げ
る
こ
と
は
容
易
の

一薬
で
は
な
い

、
之
を
誰
れ
に

．一一一e願
一 :一した
も
の
か
と
思
築
に
く
れ
て

居
る
と
--l-
は
素
早
く

一
手
に

引
き
受
け
て
下
r
-一--
-

つ
た

。
そ
し
て
毎
度

ー

ヮ
イ
シ
．

ャ
ツ

一:
，--一

、総
外
卷
、
汗
だ
く
で
刷
り
上
げ
て

下
---;
っ
た
の

で
あ
っ
た

、
そ
の
ぉ
:

隆
で
悠
々
一M

:

-・一一加
が
出
來
た
の
で
水
組
の
解
-
破
總

〇

-
協
組
の
創
・一:w-一 :

前
・一一一 :一議
も
順
調
に

取
り
通
ぶ
こ
と
が
出
來

、
會
識

係
の
私
も
大
に
面
目
を
施
し
た
理
で
あ
っ
た

。

一a
-

し
或
る

一里
の
午
さ
が
り
に
一一一一は例
の
要
で
一-:
に

ま
み
れ
一-l9
手
を

一一一-一一一に
し
な
が
ら
n
-
一一一n一一般
と
取
り
j・aん
で
居
る
一一一一一感一
中
で
あ
つ
た

、

拓
殖
銀
行
に
お
動
め
の
御
子
息
弘
さ
ん
が
n一よ
っ
こ
り
事
務
室
に

這

入
つ
て
こ
ら

れ
、
こ
の
光
最
を
ち
ら
り
と

一一一 :- :さ
れ
た
こ
と
が
ぁ
っ

た
o

そ
の
認
．
朝
君
が
事
務
所
に

這
入
つ
て
來
る
な
り

「千
石
君

、
昨

日
使
が
師
宅
す
る
と
ね

、
う

ち
の

一一一一 :の
．双

『
お
父
さ
ん
あ
な
た
は
何

時
-
事
1

務
所
で
一一の
・・・
'一一一一ふ
ft:
一一一一ば
か
り
ゃ
つ
て
居
ら
る
・・・
'
の
で
す
か

」と
問
は
れ
た
に

は
開
口
し
た
よ

」
と
告
げ
ら
る
-l
'
の
で
あ
っ
だ
'

が
今
に

し
て
営
時
を
一一Wぶ
と
君
の
一姿
が
又
と
な
く
尊
い
も
の
で
あ
り

い
く
ら
頭
丈
な
着
で
あ
つ
た
に
せ
よ
還
歴
を
過
ぎ
た
老
船
の
器
に

あ

ん
・一一一一一通
激
な
仕
事
-
お
願
し
た
こ
と
は
何
と
し
て
も
無
理
で
あ
り
'

一
忝
け
な
い
や
ら
申
部
が
な
い
や
ら
感
概
無
量
で
あ
る

。

君
が
あ
ん
な
に

ま
で
し
て

心
に

か
け
努
力
し
て
下
さ
つ
た
協
同
細

合
も

、
英
の
後
多
少
の
経
総
が
あ
っ
た
が
九
月
の
十
六
日
に

目
出
度

く
農
林
大
蔵
兩
大
臣
よ
り
認
可
せ
ら
れ
將
に
本
精
的
一W
i

・一一一一一に
一者
手
せ

ん
と
し
た
際
に

君
を
喪
く
し
た
こ
と
は
新
團
體
と
し
て

も
一一一一一一一〇難
い

預
失
で
あ
り
亦
私
達
君
の
同

:一一mに
取
つ
て
は
英
心
愛
惜
の
念
に
一一一一一え

一u
の
で
あ
る
o

次
に
昨
年
一一a--
-

一一一 :の
こ
ろ
で
あ
っ
た

、
私
が
一c
の
-ll-
解
彙
報
誌
の
原

稿
が
な
く
構
輯
難
で
一Hi
:

一思し
て
一e
た
際
で
あ
つ
た

、
君
は

「千
石
一一一一

激
石
の
滿
韓
と
ご

ろ
・

，/
．．、、・・・
'
に

な
ら
つ
て
～:
ん
な
も
の
を
書
い
て
見
た

よ

、一一一 :一双
ん
で
見
て
よ
か
つ
た
な
ら
M

:

-・解
一し
て
く
れ
'
僕
は
文
章
が

下
手
だ
か
ら
;--
自
1l1

」に直
一

し
て
く
れ
給
へ

」
と
一一一一一は
れ
て
寄
稿
さ
れ

た
の
が
別
項
趣
味
綱
-S
戦
の
随
筆
水
産
購
化
場
と
こ
ろ

，/、・・・
、
'

な
の
で

あ
る
o

着
が
私
の

f-
事
を
接
動
し
て

下
さ
る
厚
い
・一一一e
志
ざ
し
か
ら
寸

暇
を
割
い
て
書
い
て
下
さ
っ
た
一玉
稿
を
私
の
恵
慢
か
ら
着
の

生
前
に

上
梓
す
る
こ
と
が
出
來
・一一一，送
遺
稿
と
し
て
掲
載
す
る
に

-f一
つ
た
こ
と

は
返
す

く
も
申
一那
の
な
い
～:
と
で
あ
る

。

一一一一と同
席
し
て
識
つ
・一，～一一一一の一爲
人
や
一理
語
を
概
る
と
な
る
と
本
一
議

の
全
一H一
を
埋
め
盡
し
て
も
御
足
ら
ぬ
と
一一0は
る

、'が
紙
数
の
制
限
が

あ
る
の
で
他
の
機
會
に

議
る

こ
と
と
す
る
o

請
な
き
後
君
の
任
業
を
德
ん
で
上
下
協
力

一
致
協
同
組
合
の
要
信

を
一一一̂一聴
一
せ
・n
構
書
网
を
一警
い
'
切
に

対
が
御
-E
の
御

要
-9
を
4
前
り

申
上
げ
る

。
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-
-一
設
立
一T
る
、
、
と
に
な
っ

・:'o
そ
し
て
ila
1l-
子
が

は
か
ら

一，-命
に

，・-
リ
之
が
設
立
事
務
ル
ーE
M
す

る
、一と
と
・一 :一一リ
、四
月
下
旬
の
設
一一一一一一一一一一一起
人
會
-

リ
十

一月
初
旬
の
設
立
登
記
の
完
了
・一一一一見
る

ま
一て

終
始
寸
一取
-
な
か
っ
・

7
o
か

、る際
新
経
し
～

、-

同
僚
の

内
海
兄
が
a
心

通

，e-l
．
s

:

-一
「の（
a
a
子
に
代

リ
本
一器

相
軸
の
那
一
務
・一一一一御m
ひ
す
る
能
人
-
な
ぃ

-:
め
日
夜
--l-
が
か
リ
で
ぁ
っ
7f
が
今
日
に

通

つ
f:

次
:一一一 :一a'・
情
一御

一一一一・茶
．な御
顯
ひ
す
る
o

〇
元
北
海
N通
-f
前
養
城
水
産
組
合
の

業
裁
に
っ
い
て

は
…一一一-相
の

反
映
か
見
-r9
批
判
の
對
象
と
・一 :-一っ
f::
':0

の
組
合
の
一一 :一の
是

一mに
っ
い

て
は
卷
頭
に
掲
載

e
る

-i
田

組
合
:

-
-

-
-一の
御
換
-a
に

，，'っ
て
明
か
一て
あ

る

か
ら
御
細

續
・一一一-aは
リ
た
い
o

C
北
--l-

:

1n
:一大
一M一・
展
a一・部
元
国

博
士
の
m
-

一一一一
--e
巡
技
に
保
る

論
文

「北
海
逆
湖
沼
集
内

」
は
今
後
三
同
に
H一リ

連
一a一一一一，る
っ
-
リ

、本
文
は
-li-
く

一 :一一．一一一一一一・，-リ
一nl

行
本
と
し
て

一一一刊'e
れ
る
一n
題
の

發
据
の

整
一一一一一・、

あ
る
由

、
特
に
各
鋒
の
:

構

裁
・一一一必要
と
一一一一ら
る

、・

方
:
:
:

-
-

一n・
行
本
の
御
購
一設
-
-一
御
勸
S
申
し
上
げ
る
o

〇
本
一一一0
の
前
號
に
税
一u
t一る
論
文

「一一n一一一一の・洞
游

一程

路
に
っ
い
て

」
は
北
海
通
水
産
試
験
場
技
官
一0
'野

一9
見
氏
の

起
草
に
保
る

，b
の
・一一一一a
出
子
が
ど
-

，し

7
間
連
か
水

一器
一一一化
場
の
三
原
技
常
の

起
草
と
し

て
操
般
し
た
の

一-、あ
る
が
一一一一a
行
當
時
三
原
技
営
の

御
注
意
に
-一リ
早
通
平
野
技
官
に
●一f;話・一一一一以
て
f

ll・-なし
御
許
し

-
得
た
・
次

第
一て
-◆-

）る
が
一一一一に
更
め

て
a
S
子
の
組
a
の
一m-
1

・一一一一a
わ
び
申
し
上
げ
●a
l

lt
e
・

・・一一明
に
し
て
重
・n
て
・一，後の
御
愛
題
・一一一a-m
申
し

上
げ
る

次
第

一、ある
o

（千
石
生

）

昭
和

一
．十
五
年
三
月
二
十
九
日
印

刷

昭
和
二
十
一n
年
三
月
三
十

一日
装
行

定
f9

金
H
I一
日

:
:

t
l一幌

一m・
南
十
四
條
西

一一J
目

翻

幅

兼

． F

田

，一一J

・

凌

行

者

・

，プ

男

一一一一一一一一一一二
、八
五
〇
番

札
幌
-ti
開
・

一一
解

西
五
T・
目

印

刷

者

小

林

憲

司

札
幌
市
一-lli
l

ti-
西
五
r
目

印

刷

所

小

林

印

刷

所

能

話

六
五
七
二
番

一一一語（3
）一六
二
三
番

:一一一幌市
北
二
保
西
三

「目

孩
行
所

北
海
這
一一一M．館
漁
業
協
同
組
合

-l:-
略

二

、四
五
三
番
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